
        
            
                
            
        

     
   
      
 
    「くそっ！　くそくそくそっ！！！」 
 
      
 
    　汚い言葉だ。私の声だというのが信じられない。 
 
    「また失敗した！　どうして！？　なんで私を誰も連れて行かないのよ！？」 
 
    「…………」 
 
    　何度目かのタクシーを逃して、私は思わず吐いた暴言と、足で蹴った壁を見る。 
 
    　照らされる街灯の光を浴びて、映し出された私の姿は、酷くみじめで、制服のままでは、タクシーを断られるには、十分の身なりをしていた。 
 
    　街から逃げ出したい。それだけだというのに……。 
 
    　イライラした私を、彼女は見つめている。 
 
      
 
    「……何よ。あなたがそう仕向けたことじゃない」 
 
    「……すみません」 
 
    歯がゆい。この人がこうしている間中。私はずっとイライラしている。 
 
    「すみません！　どこか……街の外に！　どこでもいいからっ！」 
 
    「悪いねお嬢ちゃん。家出ならタクシーじゃなくて……」 
 
    「家出じゃない！　もういい！　…………なん、なのよ」 
 
    　力なく、最後は吐くことすらできずに、ポトリと言葉は消えた。 
 
    　夕暮れを過ぎた街は、人は。未成熟だと言われる年齢に、酷く冷たい。 
 
    　私は空を見上げた。何にもない空を。 
 
      
 
    　その向こうに、姉がいることを知ったのは、昨日のことだ。 
 
    　そこに連れて行ってほしい。そう願ったのも、昨日の事……。 
 
      
 
    「ねぇ、千歳さん……」 
 
    「なによ……」 
 
    「本当に……。本当は……」 
 
    　彼女は、言いにくそうに言葉を出す。そんな態度が、とても嫌になる。 
 
    「あなたが仕組んだことでしょう？　今更、変えられるっていうの？」 
 
    「それは……」 
 
    「なら、くだらない会話なんてしないで。あなたなんてもう……嫌いなんだから」 
 
    「……ごめんなさい」 
 
      
 
    　ああ、違う。そうじゃない。そうじゃないの。 
 
    　私は、あなたに泣いてほしいんじゃない。笑っていてほしいの。 
 
    　姉のように、笑っていてほしかっただけなの……。 
 
      
 
    「…………」 
 
    もう一度、空を見る。本当に、暗闇だけしか、見えない。 
 
    姉さん……。姉さん。 
 
    あなたはそこにいるのでしょう？　この人が、そう言ったんだよ？ 
 
    なら、応えてよ……。私を連れて行ってよ……。 
 
      
 
    「お願いだから、惨めになんて、しないで……っ」 
 
      
 
      
 
      
 
      
 
    『それでも少女は死のうとする』 
 
      
 
      
 
    【第一章　～罪～　】 
 
      
 
    「はぁっ！　はぁっ！　……っ！」 
 
      
 
    　息ができない。胸が圧迫される。 
 
    　トモのせいだ。あんなこと、されたから……。 
 
    　五月の早朝の風の中を、私は脂汗(あぶらあせ)を掻いて登校している。 
 
    　理由は、ちょっとした病気のようなもので……。なに、いつものことだ。 
 
    　それは少し前……。 
 
      
 
    「おはようチセ～っ！」 
 
    　そんな大声と共に、途端に体が重くなる。 
 
    学校に向かう、孤独に歩く私の背中に、挨拶と同時に飛びついてきた友達が一匹。 
 
    なんでもない一日の始まり。代り映えしないその感触に、私はいつものように落胆した。 
 
    「……おはよう、トモ」 
 
    「ん～、何だよ～！　挨拶は大事だぞ！　もっと元気を出そう！　おはようチセ！」 
 
    『塔家　千歳』（とうか　ちとせ）。間の『と』を抜いて『チセ』。 
 
    いくらその呼び方は止めろと言っても、トモは止めなかった。 
 
    なので私も、『厚技矢　友恵』（あつぎや　ともえ）を略して『トモ』と呼んでいた。 
 
      
 
    私達は、尊義高校女子学部の二年生。トモはもっと幼く、私はもっと上辺に見られがちだが、まだ十六歳だ。 
 
    不本意ながら同じ色の学年リボンを付け、私の背中を降りて横に着いたトモは、やはり幼げに見える爛漫(らんまん)な笑顔を私に向けた。 
 
    「今日もお母さんに挨拶してきたよ！　最近、陸上部でエースになれたってね！」 
 
    「そう。返事は返ってきそう？」 
 
    「うんっ！　きっと返ってくる！　きっと喜んでる！」 
 
      
 
    幼げにも見える、屈託のない笑顔を私に向けたトモ。あきれ返るほど元気だ。 
 
    あの火事。七歳の時、家が全焼し母親を失うという悲劇の後を、非常に元気よく生きる立派な……。馬鹿だ。 
 
    あの頃は私もまだ眼鏡をかけていなかったし、トモと同じように髪も短かった。トモはあんまり変わっていない。 
 
    今では、トモが運動が大好きな活発少女に見えるなら、私は文学少女のそれだ。 
 
    ロングのストレートヘアーに、フレームレスの眼鏡。 
 
    木陰で本を読んでいたような。そんな印象を与えるよう仕向けてきた。 
 
    トモは、活発なショートのボブカットを、母親に切ってもらっていた頃から変えずにトレードマークにしている。子供の頃を忘れないように……。 
 
    「それにしても照れるな～！　『友』、だなんて！　いくら親友だからって！　愛してるぞ～！」 
 
    「愛称でしょ。勝手な解釈しないで」 
 
    「またまた～！　そうひねくれた態度はよくないぞ？　心のままハグをしよう！　さぁっ！」 
 
    「…………」 
 
    両の手をかかしのように広げたトモを素通りして、私は学校へと急ぐ。 
 
    愛想というものがまるで無い私に、なぜこうも付いて回るのかは分からないけれど、特別嬉しいとも思わない。 
 
    けれど、疎(うと)ましいわけではない。……まぁ、いつものことだ。 
 
      
 
      
 
    ……この瞬間、私は死ぬかもしれない。 
 
      
 
    また発作だ。悪い癖だ。息が苦しい……。 
 
      
 
    もし、私は実は病気で、この瞬間血を吐いて倒れてしまったら？ 
 
      
 
    暴走した自動車が私に迫ってきたら？ 
 
      
 
    災害やどうしようもない、隕石や飛行機の落下。 
 
    そんなものに巻き込まれてしまって、私が今ここで死んだら？ 
 
      
 
      
 
    ……それをトモが、目の当たりにしたら？ 
 
      
 
      
 
    肺にある空気が突然、膨張したような、そんな圧迫感が私を襲う。 
 
    息を吸うにも吐くにも、よく分からないその圧迫感が蓋をして、かたくなに私と肺を遮断する。 
 
    噛み切らない程度の力で舌に噛み付いた。表情に苦しみを出さないように。 
 
    トモには、何も悟らせない。なに、いつものことだ……。 
 
    「寂しいよチセ！　ここで手を広げる意味はあるかい！？」 
 
    「かかしならあなたでもなれるでしょ？　その練習よ」 
 
    「かかしか！　わら人形で十分だよ！！」 
 
    トモはそう言って笑った。私も適度に微笑(ほほえみ)を作っておく。 
 
    呼吸のままならない苦しみ。それでも表情を保つために、舌を噛む激痛。 
 
    この痛みに慣れることはないけれど、人を騙す事にはもう慣れた。 
 
    トモは先ほどからまったく変わらず楽しそうだ。 
 
    だから、どんなに苦しくて痛くても、私も態度も変えはしない。それにも、限界があるけれど……。 
 
    「もう分かったから……。先に行って。朝練あるんでしょ？」 
 
    「おっとそうだね。それじゃチセ、また教室でね！」 
 
    トモは、こんな朝早くに学校へ向かっていた理由を思い出し、その自慢の足をフル回転させて、学校へと直進していった。 
 
    陸上部で、短距離のエース。本来なら教科書やノートで重くなっている――トモの鞄はそうでもないのかもしれないけれど――鞄を担ぐハンディを負っても、その速度は衰える様子はない。そこは、さすがだ、と思う……。 
 
      
 
    「……はぁっ……！！！　ぁぁっ……。はぁはぁはぁっ…………」 
 
      
 
    トモの姿が坂道の向こうに見えなくなると、私は人目を気にすることも出来ず、崩れるように膝をついて、酸素をむさぼった。 
 
    喉に手を当て、胸を開く。体中からとめどなく嫌な汗がどっと噴(ふ)きだしてくる。 
 
    目からは涙が出るし、口も肺も渇いているのか、干乾びているのか……。いくら息を吸っても物足りない。 
 
    ……いけない。また過呼吸になる。おちつけ。落ち着け……。 
 
    ……いつもの、事じゃないか。 
 
    人気のない公園へ伸びる、小さな階段を這うように登る。 
 
    この場所は、私を助けてくれる、さびれた公園。 
 
    人気のないここでなら、どんな醜態(しゅうたい)を見せていても、救急隊を呼ばれることはない。 
 
    「はぁ……はぁ……。…………バカみたい」 
 
    ……くだらない妄想。私を苦しめているのは、そう言ってしまえば、ただそれだけの事。 
 
    人と過ごしている時、不意に襲ってくる狂像(きょうぞう)。 
 
      
 
    突然、『自分は今すぐに死ぬのではないか？』。 
 
      
 
    もう五月だ。日が差す朝の六時過ぎだ。なのに私は、冷たい汗で冷え切っている。 
 
    何度も何度も深呼吸をして、体が落ち着いてきたところで、目に入ったベンチに座り込んだ。 
 
    「……無様。まるで呪いね」 
 
    本気で、そう思う。 
 
    生き方にこうも無頓着(むとんちゃく)な私なのに、どうしてこんな訳の分からない発作を持ってしまったのか。 
 
    それは、忘れたくても忘れられない、私の周りで起こった不幸が、今も私を不幸にしているからだ。 
 
      
 
    三歳の頃、父方のお爺さんが死んだ。 
 
      
 
    六歳の時、近所の家が全焼した。 
 
      
 
    十一歳の夏。 
 
    初めて飼ったペットのラスクが、たった一年で寿命を迎えた。 
 
    　 
 
    そのたびに私は、泣いている家族をよそに、乾いた表情をしていた。 
 
    私は、泣かなかった。泣けなかった。 
 
      
 
    そして去年、十五歳の六月一四日、姉が死んだ。 
 
    病弱だった姉がかかった、ただの風邪。私にはそう教えられた。 
 
    日に日に弱ってゆく体で、姉は私に「大丈夫だよ」と、嘘かホントか分からない励ましをし続けてくれた。 
 
    けれど、姉本人も自分が死ぬと知ったのは、多分、姉の人生最後の日。 
 
    いつものように見舞いに来た私に「大丈夫」といつもの嘘。 
 
    その後、あの日だけ……。 
 
    「ありがとう」が、続いたから……。 
 
      
 
    　風が吹いて、私の髪はなびく。 
 
    あれ以来切っていないから、こんなにも長くなってしまった。 
 
    　全部、夢のようで、昨日のことのようだ。 
 
    　私は、そんな瞬間を作ってきたことを、今も後悔している。 
 
    　どうして泣けなかったのか？　それはわからない。悲しくなかったわけじゃない。 
 
    でも、泣けなかったのは、……私の罪だ。 
 
    私もあんな風に、誰かに慕われながら死ぬのだろうか？ 
 
    そして誰かをこんな風に苦しめるのだろうか？ 
 
    誰かの心の底に、一生傷を残すのだろうか？ 
 
    ……そんなはずが無い。そうであってはダメなんだ。 
 
    私は嫌だ。両親にこれ以上の苦しみを与えることも、トモにまた泣かれるのも嫌だ。 
 
    人に比べて、生きる熱意を何倍にも薄めたような生き方。それが私の生き方だ。 
 
    だから誰にも泣いてほしくないし、きっと泣いてもくれない。 
 
    それでいいんだ……。 
 
      
 
    「……行こう」 
 
    私は立ち上がり、また学校を目指す。 
 
    遅刻でもすれば、学校から親に連絡が行ってしまうかもしれない。 
 
    通学路の最後のなだらかな下り道。今の足取りならあと十分もかからないだろう。 
 
    まだ涼しいうちに学校には着こう。 
 
    教室にはトモをはじめ、多くの生徒がいるけど、いつもの事だ。 
 
    ……どうせ、あの子もいるのだろう。……それも、いつもの事だ。 
 
    そう。いつもの繰り返し。変わることは変わっていくけれど、私は多分、変われない。 
 
    人生や自分を変えることが出来るのは、『生きてる人間』だけだから……。 
 
      
 
    「……姉さん。あなたは、どうして生きていられたの？」 
 
    　ふいにそう、天国と交信を試みた。返事はない。当然だ。 
 
    それに、生きている私が、死んだ姉に聞くことじゃない。 
 
    だけど、私はまるで死んだように生きていて、あなたは死んでからも家族の心の中で生きている。 
 
    「ねぇ、姉さん？　あなたはこんな世界の何に笑っていたの？」 
 
    　よく笑う人だった。その笑顔につられて私も笑っていられた。 
 
    　それが今ではこんな鉄仮面だ。望まれてもいない生の奴隷だ。 
 
    「……馬鹿」 
 
    　自らを、嘲笑(ちょうしょう)気味に笑う。こんな笑みだけはやたらと出るのに。 
 
    一人で笑うのは好きだ。他人と笑うのは苦手だ。 
 
    誰かが私と笑った記憶で、葬儀の時に泣かれたらいやだから。 
 
      
 
    人通りも、車も通らない微かな孤独な時間が訪れた。 
 
    小鳥も鳴いていないし、風も止んでいる。私以外に、動くものがない、この瞬間が好きだ。 
 
    ……こんな風に。 
 
      
 
    「独りなら、どんなに楽だろう……」 
 
      
 
    そう。出来る事なら、誰の涙も流さずに独り、死んでゆきたい。 
 
    家族にも友達にも誰にも、見られず悟られず、記憶されずに死んでいきたい。 
 
    そのために、私は生きている。理想の死を迎えるために、生きている。 
 
    私の人生は、生きている今すでに、……終わっているんだ。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    誰もいない教室に一人、自分だけ着席する。 
 
    七時十分前。こんな早くに登校してくる生徒のほとんどは、部活動に精を出し、教室で読書なんてことをする生徒は、全学年約八百人を見渡しても、数えるほどだろう。 
 
    このクラスでは一人だけ。私一人。 
 
    早すぎる登校の退屈しのぎと、誰かに早朝から登校する理由を尋ねられた時の言い訳のために、私は黙々と本を読んでいる。 
 
    ただ、眺めているだけ。感情が高ぶることはない。 
 
    まぁ、いつもの事だ。 
 
      
 
    教室の時計が八時十分を指す。 
 
    部活動の騒がしい掛け声も止み、暑くなる校庭から生徒が身だしなみを整えつつ、校舎へと駆け込んでくる。 
 
    私も本にしおりを挟み、騒がしくなる教室に身構える。 
 
    そんな中、とりわけ早く教室にやってきた生徒に声をかけられた。 
 
    「おはよう、千歳さん」 
 
    「おはよう。水城さん」 
 
    中途半端に長い髪を揺らしながら、彼女は涼しい顔に、少し不機嫌そうな笑顔を浮かべ私と挨拶を交わした。 
 
    彼女は『水城真由』（みずき　まゆ）。チセと同じ陸上部で、私ともクラスメイト。 
 
    長距離走の有力者で、勉強でも上位十位以内を守り続ける努力家。 
 
    長距離選手らしいスラリと引き締まったシルエット。……とは対照的に、不揃いに見えてしまう中途半端に長い髪。 
 
    彼女の唯一、外見上に見せる整わない箇所。 
 
    彼女は一度その髪を後ろにあおいでから、席に付く前にわざとらしい咳払いから私に声をかける。 
 
    「この前の小テスト、あなたは学年八位だったそうですね」 
 
    「……チセからですか」 
 
    ため息交じりに、――またか……――と思う。 
 
    負けず嫌いな性格で、文武両方にその姿勢を包み隠すことなく、前面に打ち出してくる。それも丁寧に。 
 
    私はその中でも、熱心に勉強していないくせに、常に高い順位にいる最も嫌いなタイプのように映るらしく、ことあるごとに嫌味や皮肉を交えながら私に話しかけてくる。 
 
    クラスでも好かれることなく、交流のない私にとって、『嫌われること』で交流のある、まだ自分の中でも許される『ユウジン』だ。 
 
    「ええ。友恵さんは何かと、……あなたのことを、まるで自分の自慢のように話してくれるので、……重宝します」 
 
    「それは良い関係ですね」 
 
    私の皮肉に視線が強まる。そんな事を私は気にしないけれど。 
 
    チセはどうにも、私を困らせるのが好きなようだ。 
 
    友人の多いチセだが、同じ部活でクラスメイトの水城真由とは特別仲がいい。その反作用が、私への対抗心を煽るだけの情報を、彼女に与えてしまっている。 
 
    「以前から思っていましたが、あなたあまり勉強をお好きではないようですね」 
 
    「特に思い入れがあって励んだことはないですね」 
 
    本心のまま言ったつもりなのだが、どうにも彼女の癪(しゃく)に障(さわ)ったらしい。 
 
    「私はっ！　……そういう人間に負けたくないので、努力しています。それでは」 
 
    一瞬声を荒げたが、すぐに冷静さを取り戻して。それでも不快感を隠すことなく一言言い放って、自分の席へと帰っていった。 
 
    ……そういう人間というか、私が嫌いなんだろう。 
 
    そう言ってくれたら「私もあなたが嫌いです」と、二度と会話のない険悪な仲になれるのに。 
 
    どうやら彼女は『嫌いな仲にも礼儀あり』とでも習ったのか、そういう会話の流れには、なかなか行き着かない。 
 
    ……こうやって、周りの人間全てに嫌われていれば、生きることも別に怖くなくなるのにな。 
 
    肩ひじを付いて、小さくため息を窓の外へと。 
 
    朝の清清しい涼しさを吹き飛ばす太陽の日差しの中、まだ校庭で急ぎ練習道具の後片付けに勤しむ数人の中、特別目立つチセが見えた。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    ……私は、変化を望まない。 
 
    願わなくても日常は常に変化するし、同じ一日など絶対にありえない。 
 
    それを重々理解した上で、私はなるべく苦労も理不尽も厄介事もない日々を、せめて好いていた。 
 
    今日も何事もなく、退屈で、平穏な日常を繰り返すだけでよかったのだ。 
 
    「チセっ！　一緒にご飯を食べよう！」 
 
    そこに望まない日常の変化は、突如として現れた。 
 
    「……ええ、それはかまわないけれど……」 
 
    昼食休み。私は人気の無いテーブルで、普段と変わらず上手くも不味くもない学食をただ流し込むだけの昼ご飯を、一人で取り始めようとしていた。 
 
    どうやって私を見つけるのか。 
 
    学生で溢れかえっているこの食堂で、トモは一切迷うことなく、私の目の前まで真っ直ぐにやってきた。 
 
    トモは私との同席をせがむ。それは、まだいい。 
 
    その笑顔の横に、水城真由がいること。それが大問題だった。 
 
    明らかに不快と落胆の表情の水城真由と、困惑の私。 
 
    「真由ちゃんもいいよね！　三人で食べよう！」 
 
    「……そう、ね」 
 
    精一杯の笑顔だったんだろう。引きつってはいたが、笑顔で水城真由は返事をした。 
 
    何の因果か。一人静かな昼食に、この三人での食事という、異常事態が出現した。 
 
    「…………」 
 
    「……座ったら？」 
 
    「……そうですね」 
 
    遂に、諦めたのだろう。 
 
    ため息を付きながら、私の斜め前に。彼女はカツ丼と付け合せのミニうどんの乗ったトレイを置いた。 
 
    チセは友人二人に囲まれてよほど嬉しいのか。――それでも……それでもこの不穏な空気を少しは気にしてほしいのだが……――とにかく嬉しそうに大盛りカレーの乗ったトレイと共に、私の正面に着席した。 
 
    「いただきます！」 
 
    「……頂きます」 
 
    「……」 
 
    「うんっ！　美味い！　いつも美味い！」 
 
    ただでさえ食に興味のない私がさらに食欲をなくす中、トモはおいしそうに辛口で評判のカレーを、本当に美味しそうに頬張っている。 
 
    その様子に少し表情を柔らかくした水城真由も、自分の食事に手を伸ばす。 
 
    そんな二人を前にするという非日常の最中、私もいつものペースで日替わり定食のサラダを食べ始めた。 
 
    「チセ～、おしんこ頂戴！　辛くってさこのカレー！」 
 
    「嫌よ。次からは甘口にしなさい」 
 
    「ケチだなチセは～。漬物好きだっけ？」 
 
    「別に……。人の食事に手を出すのはいただけないというだけよ」 
 
    「友恵さん、私のでよければどうぞ」 
 
    トモが駄々をこねているのを見かねてか見計らってか、水城真由はカツ丼に付け合せてあった桜漬けを差し出した。 
 
    「おおっ！　すまんね真由ちゃん！　頂きます！」 
 
    「ええ、召し上がれ」 
 
    ……トモに接する時は、ずいぶんと優しい顔をするものだ。 
 
    そんな表情と心遣いをお持ちなら、私にも向けろとは言わないが、あの刺々しい態度はそれに包んでほしい。包めないなら棘のまま吐き出してほしい。 
 
    漬物の小皿一枚で、エサを待っていた犬のように騒ぐトモに微笑んでから、水城真由は一瞬、こっちを見た。 
 
    少し、勝ち誇ったような。 
 
    ……トモへの餌付けにも、対抗心は沸くのだろうか？ 
 
    「んん～っ！　辛いっ！　んっ……、んっ……プハッ！　お水汲んでくる！」 
 
    トモは暑さと辛さに追いやられ、水を一気飲みし、コップを持って立ち上がった。 
 
    「あっ……。な、なら私も、 
 
    「んじゃ一緒に汲んで来るよ。おしんこのお礼ね！」 
 
    「……あり、がとう……」 
 
    有無を言わさずコップをぶん取り、水城真由が感謝の言葉が終わる頃には、トモは給水機の前に出来た長い列に並んでいた。 
 
    一緒に席を立ち、逃げを打った水城真由の思惑は、おしんこの恩を仇で返され、阻まれた。 
 
    唯一の安らぎだったチセが脱兎のごとく飛び立ち、私と水城真由は取り残された。 
 
    立ち尽くす水城真由と、目が合ってしまった。 
 
    途端、このテーブルの空気は凍りついて、固体になって落ちてくるのではないか？　それほど重苦しいものへと変貌(へんぼう)した。 
 
    「……ハグッ」 
 
    「……ズズッ」 
 
    お互い無言のままカツに噛み付き、お味噌汁をすすった。 
 
    水城真由の視線は、三秒おきくらいに給水機の前に出来た列を見ている。 
 
    今日は五月にしては暑い。水のおかわりも盛況だろう。私は後二分はこの無言のこう着状態を覚悟した。 
 
    「……千歳さん」 
 
    「……なんでしょう？」 
 
    ……したのだが、僅か十秒で水城真由から会話が始まった。 
 
    「友恵さんとは、あの事件以前の……付き合いだと聞いていますが……」 
 
    「ええ、そうね。もう……十年以上になるわね」 
 
    「……そう、ですか」 
 
    十年前。トモの家の火事の事だろう。 
 
    そんなことをなぜ聞いてきたのか？　よく意味が分からなかった。 
 
    けれどそれよりも、一人戸惑い、困惑して、上手く言葉が出てこない。という感じの水城真由は、変わらず食事をすすめる私に、意を決したように口を開いた。 
 
    「私はっ！　……友恵さんを、特別……気にかけています。十年の付き合いがあっても、その気持ちはあなたに負けているとは、思っていません……っ」 
 
    「……そう」 
 
    「私にとって友恵さんは、……一番、なんです」 
 
    「それは、トモと親友になりたい……ということかしら？」 
 
    「そっ、ぅぃうわけで……は。……」 
 
    言葉は遠まわしだったけれど、なんとなく気持ちは理解出来た。 
 
    『親友』というワードにも、非常に分かりやすい反応を返してくれた。 
 
    顔が少々赤いのは、付け合わせのうどんの湯気でも、この陽気のせいでもないだろう。 
 
    ……彼女もトモと一緒で、意外と扱いやすい人種なのかもしれない。 
 
    「……ススッ」 
 
    まだ顔を上げない水城真由は、一度うどんをすすってから、少し悲しそうに呟いた。 
 
    「……それは、それは友恵さんが決めることです。……私の一存で決められる事ではないわよ」 
 
    しどろもどろで、本意と不本意が入り混じった、歯切れの悪い言い様。 
 
    「でも、好きなのね」 
 
    「すっ、すきっ！？　そそ、そんな、何を言っているのあなたは！？　そんな感情であの子を見ているわけではありませんっ！」 
 
    「帰ってきたわよ」 
 
    「うぇっ！？　あっ、ありがとう！　わざわざ、……どうもっ、ありがとうっ」 
 
    真っ赤にした顔を隠したいのか、覗かせたいのか。とにかく混乱して立ち上がって、トモから水を受け取る水城真由。 
 
    「……どしたの真由ちゃん？　顔赤いぜ？　熱中症か？」 
 
    「平気ですっ！　ええ、平気です」 
 
    そう言ってトモからの水を一気飲みを開始し、すぐに飲みほした水城真由。 
 
    「おおぅ」と声を上げて感心するトモをよそに、飲み干しきったコップを叩き置いて、手早く深呼吸を開始している。 
 
    なんだか、この短時間で見事に彼女の喜怒哀楽全てを見た気がした。 
 
    ……別に興味はないが。 
 
    「ご馳走様。トモ、私もう行くわ」 
 
    「んんっ～？　待っててよ～！」 
 
    私は水城真由との会話中も、トモとの和むやり取りの間も、私は箸を止めていなかった。 
 
    いつもと同じペースだったが、早く一人になりたかった。 
 
    こういう空気は、あまり好きではない。……和んでしまう。 
 
    「次は移動教室よ。音楽室で会いましょ？　それじゃ、水城さんも」 
 
    「……ええ」 
 
    普段とは違う、少し微笑ましい睨み方を、私に返してきた水城真由。 
 
    今まであった、敵対的で、対抗心むき出しの彼女のイメージからは、だいぶずれているその視線と、それを私に向ける理由。 
 
    どうしてもかみ合わない彼女の今日と今までのギャップが少し、可笑しかった。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    五時間目。六時間目と。まぁ、今度こそ変わりのない退屈。 
 
    無言の優等生を決め込めば、あっという間に時計は四時を回り、放課後になる。 
 
    「チ～セっ！　一緒に帰ろう！」 
 
    「嫌よ。恋人じゃないんだから」 
 
    ――そもそも、あなたは部活でしょう――。というのは言わない。 
 
    もちろんトモも忘れているわけではない。いつものことだ。 
 
    「おぉう！　恋人かぁ～。私はチセみたいな子がいいな～。男ならね！」 
 
    「私はトモみたいな子がいいわ。どんな立場であっても扱いやすいし」 
 
    「扱うって何だよっ！　……へへっ、相思相愛？」 
 
    本当に嬉しそうに笑う。私もこの笑顔を曇らせる理由はない。 
 
    「そういうことね。それじゃ、また明日」 
 
    「おうっ！　また明日！」 
 
    そんな風に、微笑んであげる。 
 
    照れ笑いを、トモらしい満面の笑みに変えて、トモは嬉しそうに手を振ってグラウンドへと走っていく。 
 
    毎日、似たようなやり取りを繰り返している。 
 
    今ではただの日常の一つ……。 
 
    ……まったく。私のどこが良いっていうのか？ 
 
    あまり深く、関わり合いたくは、ないのにな……。 
 
    あの子の笑顔は、どうにも無下(むげ)には出来なくて、ついつい一緒にいる事が多くなる。 
 
    彼女にとって私が、大切なものであっては、こっちが困るのだけれど……。 
 
    何か、脳内で言い訳をしながら校門を出て、なんの迷いも無く帰路へと向かう。 
 
    登校と同じ道。反対方向には駅と、それに連なる駅前の大通りが構える。 
 
    進学校といえども高校生。授業が終わったとたんに、一人そそくさと帰る学生はなかなか少ない。 
 
    そういうわけで、帰り道は気を使わずとも一人のことが多い。 
 
    「……暑い」 
 
    だから、夕方の冷め切らない暑さへの苦情に返事を返すのは、最近の熱気にやられて早起きした、セミの遠い鳴き声だけなのだ……。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    自宅のドアの前。私はそこで一つ、心と気持ちを切り替える 
 
    「……ただいまっ！　お母さん居る～？」 
 
    帰宅の声は、学校にいる時とは全然違う、明るい調子で発している。 
 
    学校から家までの二十分ちょっと。その間は私にとって、それなりに重要な、気持ちをシフトする準備時間になる。 
 
    そこで私はとても明るい、良い子になる。 
 
    姉のように明るくて、良い子に。 
 
    ドタドタと慌ただしい音だけが返ってきて、私が靴をしっかり並べて置き、玄関に鞄を預けた辺りで、ようやくリビングで身支度をしている母が返事をくれた。 
 
    「あっ、お帰り千歳！　私、ちょっと仕事に戻るわね。どうしても今日終わらせなきゃいけない仕事が残ってて……。ごめんねっ！」 
 
    そう言いつつも母は一度顔を見せて、すぐにまた仕事へ向かうべく、その身だしなみを整えるため引っ込んでしまう。 
 
    「大丈夫だよ。気をつけて行ってらっしゃい」 
 
    「うん。夕飯は作ってあるから、温めて食べてね。あとお父さんも……」 
 
    「仕事が片付かなくて遅くなるんでしょ？　大丈夫、いつものことでしょ？　心配しないで」 
 
    「……うん。それじゃ、行ってきます」 
 
    「……行ってらっしゃい」 
 
    私がリビングに足を運ぶと、母は私とすれ違う。 
 
    私は慣れた対応で母の背中を見送った。 
 
    騒がしかったリビングが、火が消えたように静かになって、代わりに静寂が私を迎えいれる。 
 
    「……いってらっしゃい」 
 
    そう、『私』としての返事を、閉じたドアに向けた。 
 
    私も少しだけ寂しそうにも見える微笑から、ただの無表情へと変貌する。 
 
    ……まぁ、いつものことだ。 
 
    姉がいないなら、私が姉のようになれば良い。 
 
    そう思って私は家では、出来る限り姉の物真似をする。 
 
    それでも結局は、姉の代わりになどなれなかったけれど……。 
 
    ……姉が居ないこの家はもう、あの頃には戻れないんだ……。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    食事の用意がされているのを確認して、私は鞄の中からノートと教科書を取り出し、そのままリビングのテーブルでシャーペンをはしらせる。 
 
    宿題を出される事は少ないかわりに、常に予習復習を抑えておかなければ、授業に置いていかれるので、実質その作業が宿題のようになっている。 
 
    置いてあったミネラルウォーターを相棒に、事務的な勉学に勤しむ。 
 
    ジュースの好きだった姉がいなくなってからは冷蔵庫にあるのは、ミネラルウォーターがほとんどだ。というか、私以外あまり使わない。 
 
    この家はもう、ただの飾り。衣食住を行うだけの箱のようなもの。 
 
    テレビも見ないし、家具も最低限の生活にしか使われない。 
 
    だって、テレビを誰より見ていたのは、姉だもの。 
 
    甘いものが大好きで、こっそり夜な夜なジュースを取りに行ったのも。 
 
    私と笑っていたのも、父親にべったりだったのも、母親に優しく愛されていたのも……。 
 
      
 
    この家は姉のものだった……。 
 
    笑い合いたい人も、じゃれあいたい人も、優しく抱きしめたい人も……もう、いない。 
 
    飲みかけだった五百ミリリットルの一本を空にして、しばらくすると午後六時を知らせる音楽が、立て掛け時計から流れてくる。 
 
    ……少しだけ、呆けてしまっていたみたいだ。 
 
    私は鞄に勉強道具一式を戻し、慣れた手際で料理を温める。 
 
    かろうじて美味しいと感じる心があることを実感しながら、一人の食卓をつつがなく進め、いつものように『美味しい』食事を味気なく終え、私はお風呂を沸かす。 
 
    ほとんど身だしなみに興味がない私にとって、入浴も所詮、人並みのエチケットを守る作業でしかない。 
 
    髪を洗い、汗と汚れを落し、眠りに付くために体を温める。 
 
    寝間着に着替え、お風呂上りの熱をミネラルウォーターで冷やしてゆく。 
 
    新しく開けた一本を寝る前までに何度かに分けて飲み干し、明日の身支度を整えて眠る。 
 
    このスタイルはここ一年ほとんど変わらず、眠る時間もほとんどずれないでいる。 
 
    今日もその例にズレず、私もこのまま眠るまでのスケジュールだけを考えていた。 
 
      
 
    「明日人生が終わるとしたら、あなたは何をしますか？」 
 
      
 
    「…………」 
 
    そんな深刻そうなナレーションの声が、私以外誰もいないリビングに響く。 
 
    消し忘れていたのだろうか？　テレビの音声だった。その言葉は、やたらと耳に残った。 
 
    「…………」 
 
    明日、死ぬとしたら……か。 
 
    その議題に沿ったＶＴＲが流れる頃には、いつものようにテレビへの興味は消え去っていた。 
 
    付けっぱなしのテレビを無視して、私は部屋へと向かう。 
 
    「……明日、死ぬとしたら……ね」 
 
    それなのに、私はつい復唱してしまっていた。 
 
    その後のテレビの内容は容易に想像できた。 
 
    適当な美談を並べて、実話らしい話を交えて、そうはならないと知りつつも、明日を大事に生きていこう。 
 
    そんな件(くだり)で見ている人たちに、言いようもない空虚な感動を与えて終えるのだろう。 
 
    感動的なＢＧＭ。普段は笑うことしかできないタレントの、それらしいセリフと涙。 
 
    ちょっとした催眠術のような演出。 
 
    見ている人も演じている人も、作ってる人も誰もが、 
 
    『明日、世界が終わるかも……』 
 
    本気でそんなことを考えはしないのに。……馬鹿みたい。 
 
    そんな事を考えながら、階段を登りきってすぐにある部屋のドアを開けた。 
 
      
 
    「……ただいま」 
 
      
 
    もう一度、今度は本当に小さく声に出してみる。 
 
    帰って、来たよ。 
 
    私は誰もいない部屋に、心からただいまを言う。 
 
    もちろん誰もいない部屋からは何の返事もない。 
 
    十二畳の部屋の半分が、生活観のない殺風景な、そして半分がまさに女の子の部屋という雰囲気がきっちり二つに分かれた、不思議な光景。 
 
    これが私だけの部屋だというなら、とてもおかしな話だ。 
 
    一人しか使わない部屋にある二つのベッド。一年前までは、二人が使っていた部屋。 
 
    嫌でも、……思い出す。 
 
    ここは、私たち姉妹の部屋だった。 
 
    二つ違いの私たちはそれなりに仲が良く、二人で一つの部屋を使う事に、これといって抵抗はなかった。 
 
    使い方は対照的だったけれど、姉のスペースに私が入ること、私のスペースに姉が来る事も、特別な事ではなかった。 
 
    姉の部屋であって、私の部屋。 
 
    私のものであって、姉のものだった場所。 
 
    ……だけど、それも去年までの話。 
 
    姉が入院して以来、「帰ってくるさ」と甘い考えで残し続けて、死んだ今でも姉のスペースはそのままだ。 
 
    ――そろそろ、片付けないとね……――。 
 
    ……そう、母が言ったのはいつだったか。 
 
    未だに家族の誰も、姉の死を受け入れられずにいる。 
 
    元々共働きで、それなりに忙しかったと思う。それでも週末は四人で時間を共にしていた。 
 
    思い返せば、あの頃の生活はあまり頼りにならなかった姉がその実、家族をまとめる一番の要(かなめ)だったのだ。 
 
    「…………」 
 
    叩きつけるように、蓋をしたミネラルウォーターと共にベッドに体を預ける。 
 
      
 
    ――…………どうして？――。 
 
      
 
    ……まただ。 
 
    ここにいると、いつもそうだ。 
 
    姉のことでいつも、『どうして？』と、考えてしまう。 
 
      
 
    私よりずっと皆に好かれていた姉。 
 
    未来に夢を語るのが好きだった姉。 
 
    毎日楽しそうに、病弱でも楽しそうに生きていた姉……。 
 
      
 
    私はただその笑顔に釣られて……笑っていただけ。あんなに楽しそうに毎日を過ごしていた人を、私はまだ見たことがない。 
 
    「どうして、私じゃなかったんだろう。…………何度目だ？」 
 
    また嘲笑(ちょうしょう)気味に自分に問いかける。 
 
    この言葉をここで、こうして一人で、つぶやくのはいったい何度目だ？と。 
 
      
 
    考えたって答えはない。 
 
    答えがあっても現実は変わらない。 
 
    ……そんなことは、とっくに分かっている。 
 
    私が代わりに死んだからといって、姉は生きていられたか分からない。 
 
    私が病弱だったら、姉は健康だったはずとも言い切れない。 
 
    私は、姉じゃない。 
 
    …………そんなことは、とっくに分かっているのだ。 
 
      
 
    「明日、人生が終わるとしたら、あなたはどうしますか？」 
 
    「…………」 
 
    突然、さっきテレビに問いかけられた言葉を思い出した。 
 
    明日……私は死ぬとしたら。 
 
    くだらないとさっきは思ったのに、今度は何故か真剣に悩んでしまった。 
 
    「出来れば、トモには泣いてほしくないわね。水城真由が黙ってなさそうだし……」 
 
    眠たくなってきているのだろうか？ 
 
    ポツポツと浮かんでくる言葉がそのまま口に出ていることを、あまり気にできない。 
 
    その後も無意識なのか、意識する事を諦めたからか。私の口から独り言が飛び交ってゆく。 
 
    「……家族にも迷惑はかけたくないし……出来れば独りで、そっと死んでゆける場所に行って……果ててしまいたい」 
 
      
 
    「それが、あなたの願いなのですが？」 
 
    「…………。……！？」 
 
      
 
    まどろんだ目が覚めて、ベッドから跳ね起きる。 
 
    私の声じゃなかった。明らかに、誰かが返事をした。 
 
    誰かいる？　気配なんてない。けど間違いなく……何かがいる。 
 
    ……どうしよう？　人を呼ぶ？ 
 
    強盗？　変質者？　とにかく身を守らないと……。 
 
    「落ち着いてください」 
 
    「！？　……っ誰！？」 
 
    混乱で断片的な考えしか浮かばない私に、その声は言葉の意味に反して、更なる混乱を与えた。 
 
    私はほとんど知らない護身術の知識を総動員して、多分なんの役にも立たない立ち姿で、ベッドの上で身構えた。 
 
    ……声は、かなり近いところから聞こえた。この部屋に、……いる。 
 
    「はーっ、はーっ……」 
 
    落ち着け。息をしろ。目を凝らせ……。 
 
    声がしたということは人間だ。なら対応する術は分かってくる。 
 
    ……お化けなんて出てきたら、もうお手上げだ。 
 
    「だから、落ち着いてください」 
 
    「……っ！　だったらっ！　姿くらい見せたらどう！？」 
 
    相手の見えない声に、内心はパニックと恐怖が渦巻いているけれど、それでもだいぶ冷静になってきた。 
 
    返事を返す間にも警戒と状況判断に、眼を左右上下にくまなく動かす。 
 
    ……窓が開いている。あそこから入ったのだろうか？　いざとなったら私もあそこから……。 
 
    「姿？　……ああっ！　これは失礼をしました」 
 
    「……えっ？」 
 
    挑発で言った言葉を『誰か』は鵜呑(うの)みにして、それは徐々に私に気配を見せ始めた。 
 
    一瞬の閃光(せんこう)。 
 
    私の馬鹿みたいな生返事が、窓から来る風に消される頃には、私の目の前に……。 
 
    ……何という言葉が、合うのだろう？ 
 
    とても美しい、神々しい、天使のような、羽。 
 
    羽をつけた、神々しい女性が、立っていた。 
 
    彼女は笑って言った。 
 
      
 
    「私は神。あなたの願いを聞きに参りました」 
 
      
 
    『彼女』と、形容してもいいのだろうか？　それはそう穏やかな笑顔でそう言った。 
 
    一転二転三転……。めまぐるしく変わる状況を一つも対処できていない私に、彼女は自分の事を『神』と名乗った。 
 
    彼女はますます混乱の一途をたどる私を他所(よそ)にこう続けた。 
 
      
 
    「あなたの願いをかなえましょう。明日あなたは死ぬように、願いをかなえましょう」 
 
      
 
      
 
    当然、その言葉はとても大切な、重要な言葉だったのだろう。 
 
    けれど後になって思うと、そんな言葉はこの時、まったく頭に入ってなんかいなかった……。 
 
    もう何がなんだか分からない。 
 
    ヘンテコな姿勢で呆れ返る私を、彼女……『神様』は、いつまでもニコニコと私を眺めていた……。 
 
      
 
      
 
    【第二章　～天使と悪魔～】 
 
      
 
      
 
    それは、なんとも神々しい者。 
 
    神様とも、天使とも。間違えれば悪魔とも……。 
 
    とにかく人間ではない『何か』だとは分かる。 
 
    しかし……。 
 
    「……？　どうかしましたか？」 
 
    こうまでニコニコとしていられると……。別に、拝んでみたくなるという雰囲気でもない。 
 
    なんというか……胡散臭い。 
 
    私はとにかく疑った。信じるはずがなかった。 
 
    こんなシチュエーションで出会った『何か』に、『神様だ』と言われただけで、「はいそうですか」と、簡単に頭を下げて祈りを捧げるなら、その人はきっと何か宗教をすでに始めているだろう。 
 
    そんな分析が行われている最中も、『神様（仮）』は、いまだ神のような神々しさをまといながら、愛想良い人間のようにニコニコしながら言葉を続けた。 
 
    「あなたの願いはこう。誰にも悟られず、独りでひっそりと死んで逝きたい。これであっていますか？」 
 
    「まぁ、そういう事ね」 
 
    「…………」 
 
    神様は少し、あからさまに腑に落ちない。そんな顔をした。 
 
    しかし私は今、こういった手口の宗教勧誘なのでは？　という疑いをかけ始めていて、言葉に気をつけていられるほど冷静ではない。 
 
    直視することをなるべく避けて、何かを探す手に引っかかった枕を抱き上げ、その枕の陰から彼女を鑑定してゆく。 
 
    姿は、一見天使のよう。 
 
    だけど人間だとしたら、天使の羽をつけた、ただのコスプレ。 
 
    秋葉原とかなら売っているのかもしれない。 
 
    長い金髪。というより金色に発光しているような、美しい長髪。 
 
    その繊維(せんい)一本一本が優雅に夜風になびく様は、まるで映画のワンシーン。 
 
    『神様光臨』。そんな風に映ってみえる。 
 
    羽と髪の美しさに埋もれているが、その衣服もどこか現代からかけ離れている。 
 
    美術で見る、中世ヨーロッパの絵画のような、優雅な神の衣。美しい赤の装飾品達。 
 
    彼女自身の容姿も、とても凛々しく整った、美人。 
 
    けれどどこかで、何かが引っかかる。なにか、ギャップを感じる。 
 
    ……この親密感は、なんだ？ 
 
      
 
    ――……噛み付いたりは、しないよね――。 
 
    少し、近づき、私が観察すると分かったのか。神様は咳払いをして、しゃんと姿勢を正した。 
 
    ……どうぞ、見てくださいという事なのか。目までご丁寧に瞑(つむ)っている。 
 
    変な『神様』だ。 
 
    とにかく彼女は、私を今すぐどうこうするつもりはないようだ。 
 
    突然襲い掛かってはこないようなので、とりあえず安堵(あんど)しておく。 
 
    「…………」 
 
    しかし、見れば見るほどに、私は混乱する。 
 
    天使の羽や光り輝くような髪質は、どう見ても作り物には見えない。 
 
    なのにそれを纏(まと)っている女性本人は、多少綺麗かどうかは置いておいて、ただの人間にしか見えない。 
 
    コスプレにしては、出来すぎている。 
 
    神様と呼ぶには、人間味がありすぎる。 
 
    コスプレも神様も見たことがないという意味では同じだし、ここで結論を出すのは……。 
 
    「……あの」 
 
    「えっ？　あ、なに？　……神様？」 
 
    「どうして、……疑問系なんですか？　……じゃなくて！　……おほん。話を進めてもよろしいですか？」 
 
    「あぁ、どうぞ勝手に」 
 
    カチン。と表情を固くした。 
 
    取り仕切りたかったのだろうか。おざなりの返事に大分ご立腹のようだ。 
 
    「あなたは死を望んでいたのでしょう！？　そんな適当でいいんですか！？」 
 
    「そんな事より、あなたどこから入ってきたの？」 
 
    「……そこの窓から。お邪魔してます……」 
 
    今さらだ。 
 
    「鍵。というか、ロックは内側からかかっていたと思ったのだけど……」 
 
    「そこは神様ですから！」 
 
    「…………あぁそう」 
 
    啖呵(たんか)を切ってみたり、ばつ悪そうに今更挨拶をしてみたり、超常(ピッキ)現象(ング)を自慢してみたり……忙しい神様だ。 
 
    「……おほん。ええと」 
 
    神様はもう一度咳払いをして、威厳を作ろうと神妙な面持ちに戻った。 
 
    「なら、それに沿った死を、あなたに与えましょう」 
 
    「……ありがたいわね」 
 
    当然、半信半疑のままだ。それでも神様はもう自分のペースを貫くつもりらしい。 
 
    「あなたは独り、孤独になって死んでゆく。でももし、あなたがそれを途中で拒むのなら、あなたから会いに行けば、それで誰かと交流はできます。ただ……」 
 
    そこで一度言葉を止めて、神様は天使の羽を強く羽ばたかせた。 
 
    床から足が重さを失って、離れていく。 
 
    「……嘘」 
 
    呆然と目の高さが上へと、飛んだ神様を見上げる。 
 
    完全に羽の力で浮遊しているのか、風が私の少し湿った髪を大きくなびかせながら、神様は、飛んでいた。 
 
    「あなたが死ぬことに変わりはありません。独りではなくなるかもしれないけれど、今から一日。二十四時間の使い道はあなたが望むままに……」 
 
    一層大きく羽が羽ばたき、風が部屋中を吹き抜ける。 
 
    このまま飛び去るのだろうか？ 
 
    「……くっ！」 
 
    風圧で私が目を晦ませている内に……。 
 
    「…………」 
 
    「…………」 
 
      
 
    「…………………………？」 
 
    「……………………あれっ？」 
 
      
 
    一通り、風で舞い上がりそうなものを部屋中に撒き散らし終え、神様は……まだそこにいた。 
 
    ……微かに、頬が赤く染まっている。 
 
    「……あの？」 
 
    「……なにか？」 
 
    少し引きつった笑顔にはなったけれど、まだ声のトーンは神々しさを保とうとしている。 
 
    「言うこと言ったんだから、どこかへ行くんじゃないの？」 
 
    「うっ……」 
 
    そんな神様に私は何の抵抗もなく追い討ちをかける。 
 
    私の本音に表情を曇らせた神様も、出来ればそうしたかったらしい。 
 
    そうするつもりだったらしい。 
 
    ただ、いわゆる天界との通信や回線やらが、何らかの原因で阻害され、かっこよく見せたようとしたテレポートのような、瞬間移動のような何かをし損ねた……ようだ。 
 
    「ちょ、ちょっと……あっ、そう。あなたにはまだ用事が」 
 
    「なら早く済ませてください。私はもう二十四時間も生きられないのでしょう？　そうと決まったなら、それなりにやることがありますので」 
 
    「……。そ、そうですねっ！　ではっ！」 
 
    あまりに適当な私の追撃は、神様に深々と突き刺さり、一瞬泣きそうな顔をして、神様（仮）は身軽な体を入ってきたという窓にぶつけて、引っかかる体をきりもみさせて、それでも外へと出て行こうとしている。 
 
    じたばたと足や引っかかる羽を伸び縮みさせる姿には、もはや神々しさの欠片もない。コスプレをした危ない人の逃亡劇だ。 
 
    ……なぜだか、見ていられない。 
 
    「まって。まだ何かあるんでしょ？」 
 
    「もうないですよっ！　そんな哀れむような目で神様を見るんじゃありません！」 
 
    逆切れか。それはもう哀れというか……。 
 
    『小娘一人相手に失敗を繰り返し、下手な嘘ですら言い負ける醜態(しゅうたい)に我慢出来ず、逃げ出そうとする神様』には、『哀れむ』という言葉が適切なのかどうか、ちょっと判断が付かない。 
 
    「……とりあえず。明日私が死ぬというのなら、証拠を見せて。でないと、イカれたコスプレ女に不法侵入されたって電話しなきゃ」 
 
    「か、神様を通報するんですか！？　罰当たりですよ！」 
 
    「あいにく、無宗教なので。キリストの方ですか？」 
 
    「あれはただの人間です！　神様ではないです！　……多少、縁はありましたが」 
 
    ……なかなか興味深い話だ。 
 
    そう感心してる間に、また神様の表情がいわゆる『しまったっ！』という顔になった。 
 
    言ってはいけなかったのだろう。この事は。 
 
    彼女は窓枠からの脱出を諦め、平然を装って、すごく、わざとらしい咳払いをした。 
 
    「……い、いいでしょうっ。特別に私が神で、あなたがあと一日で死ぬという証拠を、お見せしますっ！」 
 
    「もうカウントが始まっているとしたら、あなたのくだらないミスのせいで、その貴重な二十四時間がどんどん減ってゆきます。手短に」 
 
    「すいませんっ！　見せるから集中させてください！」 
 
    急かす私に涙目になりながら、神様は一つ……。 
 
    「……ふっ」 
 
    そう、息を吐いた。 
 
    「……わっ」 
 
    思わず、声が漏れてしまった。 
 
    何かを受け止めるように、胸の前で合わせた神様の手の上に、何かが現れ始めた。 
 
    土台のような、丸い木のような色をした物が。 
 
    次第にそれは体積を増やし、透明なガラスのようなものも見え始める。 
 
    広がっていくガラスが、次第に細くなってゆき、中心を細く残して、また広がって現れていく。 
 
    現れきったのは、砂時計……。の、ようなもの。 
 
    私が知っている物体ではそれが一番近いと思う。 
 
    最後に土台と同じ材質の蓋(ふた)が、美しいシンメトリーを整えて、砂時計のようなものに蓋(ふた)をして、その現象は終わった。 
 
    そこになかったはずの物が、何もなかったはずの空間を侵食するように姿を現した。 
 
    いわゆるマジックとは違う。 
 
    砂時計のようなものは、私の視界を一度も奪うことなく、その場に少しずつ、水が流れるようになだらかに、姿形を現したのだから。 
 
    ……明らかに人間の業じゃない。 
 
    その砂時計のようなものをよくよく見ると、ガラスの中心……。一番細くなっている箇所で、光の粒が、上から下へと緩やかに移動しているのが分かった。 
 
    今も確実に光の粒は下へと零れ続けている。 
 
    妙な事に、上の層に残っている粒は、下の層に積み上げられた砂から比べると、ほんの僅かだった。 
 
    「……これが、あなたの寿命をあらわす命の砂……とでも呼びましょうか。人間からしたら砂時計……。それが一番近いかもしれません」 
 
    神様は口調にも最初の威厳を取り戻していた。 
 
    そんな、――フフッ……どうだ？――という表情をされても、こちらはもう関心し終えているので、次の説明に移ってほしいのだが。 
 
    「見ての通り、あなたに残された砂はあとわずか……。時間にしておおよそ二十四時間。分にして…… 
 
    「その砂時計は今も止まっていないようですね」 
 
    私の言葉に引きつる神様の笑顔を無視して、私は砂時計を凝視する。 
 
    しっかり見れば、神様が格好つけるのに付き合っていられるほど、余裕が無いのはよく分かる。 
 
    下に落ちた砂が私の人生、十六年と三ヶ月分の命だとするなら、上に残された砂の数は、本当に極(ごく)僅(わず)かだった。 
 
    「あなたは神様で、私を殺したがってるものだと思ってましたが、あなたが何をしないでも、私の寿命は付きかけている。そう判断してもよろしいですか？」 
 
    「…………」 
 
    半開きの口に、固まった表情。 
 
    早すぎる展開に付いてゆけてません。と訴える目。 
 
    この人は八百万(やおよろず)の神で言うと、百面相の神なのだろうか？ 
 
    バラバラに色んな感情が入り乱れていて、ぐっと涙を堪えているようにすら見える。 
 
    けれど私だって、具体的に物質で寿命を表されると、さすがに動揺する。 
 
    いちいち百面相に突っ込んだり、神様の気持ちの整理までゆとりを持って待つなんて事は出来そうもない。 
 
    百面相をやりたければ阿修羅(あしゅら)のように左右にも顔を付けてくるといい。一度に三つ表情を出せば、もっと早く話が進むだろう。 
 
    「私の寿命がもうない。それはよく理解出来ました。あなたがただの変質者ではなく、なんらしかの、いわゆる『超』非現実的な存在であるということも。ほかに用件は？　無ければ私なりにあとの二十四時間をどう過ごすか、考えたいのですが」 
 
    「……っ！」 
 
    「窓から逃げないでください。その姿で窓を行き来されるととても迷惑です。玄関からなんて論外です。出て行けないのなら……。そのベッドにでも座っていてください。邪魔です」 
 
    「……ハイ」 
 
    神様は泣き出しそうな表情を見せてから、やっぱり出て行けなかった窓枠から部屋に戻り、トボトボと姉のベッドに腰掛け、膝を抱えて小さくなった。 
 
    ついでに羽で体を抱え込んで小さな白い繭のようになった。 
 
    それはとても美しい光景だと思った。 
 
    けれど若干、すすり泣くような声が聞こえてくるのだ。……うっとおしい。 
 
    そんな神様を無視して私は考える。 
 
    あと、二十四時間。……正確にはそのカウントはすでに始まっている。 
 
    この部屋で死ねば迷惑がかかる。遺書でも書いておこうか？ 
 
    でも死ぬ理由が分からないまま、突然遺書なんて残したら、どんな死に方でも自殺に思えてしまう……。 
 
    ……下手に周りに気をまわさなくても、いいかもしれない。 
 
    ……そもそも、どうせ、独りで死ねるんだから。 
 
    それが、条件なんだから……。 
 
    「……あの」 
 
    「……何か？」 
 
    断片的で悲壮的な考えはまとまらない。 
 
    ただ言葉のような形をした考えに溺れていると、神様から声をかけられた。 
 
    ……というか、本当にまだいたのか神様。 
 
    振り返れば言われたとおり、まだ姉のベッドに座っている。 
 
    神様が人間に指示されてどうするのだ。そんな感想を口には出さす、神様の声を聞く。 
 
    「なんで、あなたは独りで、それも明日死んでもいいなんて思ったんですか？　生きることはそんなに辛いでしょうか？」 
 
    「……神様でしょ？　それくらい把握していてほしいですね」 
 
    「……ごめんなさい」 
 
    またしょぼくれる。……調子が狂う。 
 
    あんな超常現象まで起こせる神様の内面が、まるで目上の人間に気を使う女子中学生のようだなんて。 
 
    ちらちらとこちらをのぞきこんでくるその目も、時期をうかがってまた声をかけようかとそわそわする態度も……。 
 
    まるで、かまっていない私が悪い事している気になる。……気分が悪い。 
 
    私は、仕方なくもこの歪んだ思想の経緯を、彼女に伝える事にした。 
 
    「私は……。結構、人の死を、見てきました」 
 
    「……はい」 
 
    私の口から始まったのは、懺悔(ざんげ)のようなもの。 
 
    「その度に私は泣けなかった。昨日死んだ人間には明日から会うことができない……。そんな現実を知っていても」 
 
    「……それで？」 
 
    「私が死んだとき、家族は泣くでしょう。数少ない友人も、幾人かは、私を思い出すたび悲しくなるでしょう。それが生きた証拠とだと、そういう人もいます。でも……」 
 
    また、思い出してしまう。誰かの死を。その悲しさを。 
 
    けれどなぜか今は、呼吸が苦しくなることもなく話し続けることができた。 
 
    「誰かを悲しませることが、生きた最後の証って嫌じゃない。それは、きっと時が経てば、笑って思い出してくれる日も来るかもしれない。それが摂理なのかもしれない。……でも、私はそうじゃないの」 
 
    言葉が止まらない。溢れてくる。 
 
    「私はお爺さんが。友人の家族が。愛犬が……。……姉が死んだ時だって泣けなかった。なのに、私は笑顔であの人たちを思い出すなんて出来ない……。泣けなかったのに」 
 
    私の舌は、よく回った。 
 
    気持ちが外へ吐き出されていって、代わりに冷たい何かが胸の中を支配していく。 
 
    「酷い話でしょ？　泣けもしないくせに、一丁前に悲しみだけは背負ってるつもりでいるの。そんな酷い人間が、死ぬときまで誰かを泣かせるなんて、許されないの」 
 
    「だから、誰にも悲しんでほしくないと？」 
 
    自傷(じしょう)気味に笑った私を彼女は冷静に、だけど寂しそうに見つめていた。 
 
    「……そう。できることなら、忘れられるような人生を送りたかった。ただ生きていた。死なないだけの人生。他人に影響を与えずに、ただのクラスメイト、ただの職場仲間、ただの家族……。生きてるのか死んでるのか知らないしどうでもよくて、死んだときは、【千歳が死んだので今年は年賀状は要りません】なんて文字で人々は知るの。――あぁ、あの人死んでたんだ――……。ってね」 
 
    今度は少し声を弾ませて笑った。 
 
    笑える話じゃない。まして他人(ひと)に話す内容ではない。 
 
    ただ、少しスッキリした。 
 
    この人は神様で、人じゃないからかな？　気を許してもいい気がする。 
 
    心の冷たさが、この空っぽの気持ちが、どこか心地よくもある。 
 
    ……こんな気持ちをどこか、いつだったか感じたことがあったような、そんな気がする。 
 
      
 
    あぁ、そうだ……。 
 
      
 
    姉が死んで、自分が【生きて】しまったと、気づいた時だ。 
 
    この罪の始まりは……。この冷たさで始まったんだ。 
 
      
 
    「……どんな理由であれ、あなたがもうじき死ぬ運命に変更はありません。……ですが」 
 
    神様は立ち上がる。 
 
    険しさと悲しさが入り混じったような…寂しい表情で。 
 
    「あなたの人生の終焉(しゅうえん)が、誰かの涙の誘うなら、あなたは愛されているのではないですか？」 
 
    私の前へ歩み寄り、膝をついて私の手をぎゅっと握り締めて、辛そうな、悲しそうな顔で私を見上げる。 
 
    その表情と言葉は、説教なんて硬いものじゃなくて、本気で私を悲しんでくれているようで……、嫌じゃなかった。 
 
    だから、私も本心から言える。 
 
      
 
    「愛されているわ。家族にも、友人にも」 
 
    その言葉が、よほど意外だったのだろう。神様が目を丸くした。 
 
    言動に含みを持たせて笑う私と、それに驚く神様。 
 
    もう、どちらが神様か分からない。 
 
    「姉をなくしても、父も母も必死に働いてくれている。私だけでも立派に育ててあげようってね。友人も馬鹿な子だけど、慕ってくれる。……だからよ」 
 
    神様の手を優しく振り払い、今度は私が立ち上がる。 
 
    そして自分でも捻(ね)じれ歪(ゆが)んでいる事を承知の上で、私の愛情の概念(がいねん)を口にした。 
 
      
 
    「私は愛されているし、愛しているから、一滴の悲しみの涙も流してほしくはないの」 
 
      
 
    私はまた、心の笑わぬ笑顔を向けた。 
 
      
 
    「私は愛を知っているから、孤独を欲しがるのよ」 
 
    全てを悟った賢者のように、人を愛さぬ悪魔のように……。 
 
      
 
      
 
    【第三章～泣き虫～】 
 
      
 
      
 
    「……ずいぶんと、歪んだ愛情ですねっ」 
 
    長い沈黙に耐えかねて、神さまはそう口を開いた。 
 
    ……自分で言うのもなんだが、私は相当恐ろしい顔をしているようだ。 
 
    神様は鈍く笑う。声も強引に強がっている。 
 
    それほど冷たい笑顔をしていることを、私は彼女の反応から自覚した。 
 
    「……神様は、全てを許すのでしょう？　地獄に堕としないでよね？」 
 
    この表情を崩さないまま、皮肉を交えておどけた。 
 
    「私は天国や地獄の判断はしません。そもそも、人間の盲信(もうしん)ですから……」 
 
    「また、興味深い話ね。……それは話してもいいの？」 
 
    神様はこんな、あからさまな挑発にもしっかりと乗ってきた。 
 
    挑発の熱に当てられ、もらした失言を私は逃さない。 
 
    「…………」 
 
    　また、『困った……』としながらも、ぐっとこらえて睨んでくる。 
 
    なんていうか、この神様は……扱いやすい。 
 
    火を入れれば熱くなり、水をかければ萎(な)えてゆく火種のよう。 
 
    本当に、人間のような心をしてる。 
 
    「…………」 
 
    「……ふふっ。可笑しい」 
 
    ついつい笑ってしまう。こんな子が神様だなんて、本当に可笑しい。 
 
    この子を手なずけたなら、私は神をまとめる神になれるかも。そんなことまで考える。 
 
    とても二十四時間後に死ぬと言われた人間とは思えない。 
 
    けれど私にとってそれは、当然の心理状態。 
 
    「わ、私。……いえ、神を茶化す余裕があるとは、さすがですねっ」 
 
    「ええ……。あなたは確かに神様ね。こんなにすっきりと気持ちが晴れたのは久しぶりよ」 
 
    神様のあからさまな挑発を余裕を持ってかわす。 
 
    それほど私の心は、……とてもシンプルなものになった。 
 
    私はもう、死ぬのだ。それも限りなく難しい願望を叶えて。 
 
    理想の孤独死を、勝手に神様が叶えてくれるという。 
 
    これほど素晴らしいことはない。 
 
    私は孤独のままに、誰も泣かせることなく。……死ねるのだ。 
 
    「何より嬉しいことなの。孤独のまま、独りで逝ける……。私の死で涙が流れないと確約されたことは」 
 
    心がとても静かだ。まるで熱さを感じない。胸の一部が切り取られたよう。 
 
    体の中心に大きな隙間が出来たようで、血が通っているのかさえ疑わしくなる。 
 
    何も感じない。何も思わない。 
 
    とても穏やかで、世界がどうなってもかまわないと思う冷酷さ。 
 
    この気持ちでなら、全てを裏切って逝ける。 
 
    「私の願いを叶えてくれて、感謝するわ。ありがとう」 
 
    私は本心から感謝していた。 
 
    「そう、ですか。お役に立てて……、何よりです」 
 
    神様はどこか、悲しそうに返事をした。 
 
    私は、少し首をかしげた。 
 
    彼女は元々、私の願いが叶った事を知らせ、共に祝福するためにここへやってきたんじゃなかったのか？ 
 
    彼女にとって願いが叶う事は喜ばし……、責務の達成ではないのか？ 
 
    ……まぁいい。そんなこと、もうどうでもいい。 
 
    「これでようやく用は済んだわね。人に見られないように、窓からでも玄関からでも好きに帰っていいわよ」 
 
    私は予定通り、寝ることにした。 
 
    時計を見れば、時間はいつもとほとんど変わらない。まぁ多少ずれていたとしても、この晴れやかな気持ちなら、私はどこまでも寛大(かんだい)になれるだろう。 
 
    どうせならこれからの二十四時間は、誰にも会わずに逝ってもいいな。 
 
    学校だってサボってもいい。 
 
    どうせ死ぬのに出席日数も何もない。とりわけ死ぬ前に済ませるべき用事も無い。 
 
    ……トモになど、死ぬ寸前となっては……会いたくもない。 
 
    たった一日の未来予想図を考えつつ、私はベッドの用意をする。 
 
    その手捌(てさば)きはいつもどおり。 
 
    そんな私の後姿に向かって、神様は言った。 
 
      
 
    ｢……いえ、そういうわけにも。いかないんですよ……」 
 
      
 
    不意な返事に、手が止まる。 
 
    振り返れば、困り顔の神様が、チラチラと。申し訳なさそうにこちらを見ている。 
 
    手をこまねきながら、困った事実をごまかそうと、嘘とホントを入り交えた話を必死になって考えている。そんな具合に。 
 
    ｢……どういうこと？　まだテレポート出来ないの？　でもね、天界には帰れないとしても、私はあなたにもう用はないわ。これから私は最後の一日を味わいたいの。帰って頂戴」 
 
    「いえ、だから……、そうもいかないんですよ」 
 
    冷たく突っぱねる私の言葉に、なんとも歯切れの悪い言葉を返してくる。 
 
    煮え切らない彼女の態度に、私も少し苛立った。 
 
    「……どういうつもり？　まさか最後まで私を監視でもするつもり？　冗談じゃないわ。神様相手であっても、【最後の晩餐】くらいのプライバシーは主張したいものね」 
 
    ベッドの用意を諦め、私は毛布の上に座り、腕を組む。 
 
    いつの間にか、うねうねと腰を砕き、きちんと正座している彼女を見下せるように。 
 
    「ええと、ですね……。そうっ！　あなたの願いが少し難しいんですよ！　ちゃんとそばにいて、最後まで調整しないと……。独りきりで死ぬなんて事っ、こんな人口密集地でなかなか出来る訳ないじゃないですか～っ！」 
 
    「その奇跡を起こすのが、神様の仕事でしょう？」 
 
    「うぅっ……」 
 
    四苦八苦して取り繕う彼女の言葉を、トゲのある言葉で切り裂いてしまう。 
 
    彼女の言動は行き当たりばったりで、時折矛盾が生じている。 
 
    単に言葉と頭脳が足りなくて、最初に説明が出来ていなかっただけなのか？　それとも……。 
 
    ……しかし、神様。なのだ。 
 
    明日、【私が死ぬ】という、事の根源まで疑い出せばキリが無いし、全てが頓挫(とんざ)する。 
 
    そして、彼女は足りえない言葉のかわりに、その行動の異常さで、私にそれを信じさせた。 
 
    嘘はついている。だが話の根本的なところに嘘はない。 
 
    どちらにせよ、彼女は私のそばにい続けないと困る。という現状は分かった。 
 
    その事情が果たして、どんなものかは知らないが。 
 
    「お、お願いです。……願いの調整を終えるまで、私はあなたのそばにいないといけないんです」 
 
    私がそんな推察(すいさつ)を行う間、彼女も少しは対応を考えたのだろう。 
 
    依然(いぜん)、しどろもどろながら、神という立場でも強心的な態度でもなく、哀願と自愛を求める視線で、私のそばにいさせてくれと、そう主張している。 
 
    ……もう少し、たとえば……。 
 
      
 
    『最後まで私がそばにいないと、あなたの願いは叶いません。代わりに酷い死に方をします』 
 
      
 
    ……とか、世渡り上手な物言いは出来ないのだろうか？ 
 
    ……出来ないのだろう。 
 
    なにせ少し遠まわしに考えれば、そんな恐喝的(きょうかつてき)な言葉と彼女の言葉は、ほとんど同じ事なのだ。 
 
    なのに、次に私がどういう言葉で攻めてくるか。ビクビクしながら待ち構えているこの神様に、そんなことが出来るはずがない。 
 
    「…………」 
 
    しかし、この推察には私にも問題が一つ。 
 
    仮に彼女の言葉を全て鵜呑(うの)みにすると、この困り顔の神様がそばにいないと都合が悪いのは、私も一緒のようだ。 
 
    彼女が私のそばに。二十四時間後の死ぬ直前までいなければ、私の願う理想の孤独死は訪れない。そういうことなのだろう。 
 
    「……分かったわ」 
 
    「……っ、じゃぁ、 
 
    「いったいどれくらいまで、あなたは私のそばにいればいいの？」 
 
    私の妥協に、一瞬花開いたような笑顔を見せた後、すぐさま次の質問には笑顔を引きつらせる。 
 
    明らかに、「……言いにくいなぁ」という表情で。 
 
    ……だったらこれも、まぁ予想はつく。 
 
    「それが。……えぇっと、最後の最後の一秒まで……です」 
 
    ……当たりだ。そうだろうと思った。 
 
    指を一本立てて最後の一秒を表わしつつ、引きつる笑顔を向ける神様に、私は少しうなだれた。 
 
    メガネレンズにかかりかけた髪をかき上げ、目一杯不満を込めてため息をついた。 
 
    本当に、面倒だ。 
 
    「やっぱり、神様の世界では、人間の意見を尊重するような寛大な心は無いのね。……信仰無くすわ」 
 
    「無宗教だって言ってたじゃないですかっ！」 
 
    「あなたへの、信頼と信仰がさらに薄れたと言っているのよ」 
 
    目一杯の嫌味。元からそんなもの、特に信仰など欠片も持ち合わせていないが。 
 
    しかし……。 
 
    「あっ……、あぁっ、……ああぁっ！」 
 
    その言葉は、神様という立場である彼女にとっては、とてもとても悲劇的なものだったらしい。まるでそちらが死の宣告を受けたかのような顔で。 
 
    いわゆる、【ガーン】。 
 
    そんな効果音が付きそうなほど、強い困惑を見せた後、眉毛(まゆげ)を下げて、今にも泣き出しそうな顔になる。 
 
    漠然(ばくぜん)と見下していたが、やがて目尻に涙の粒が見え始め、さすがに私もあわてて彼女をなだめる。 
 
    「か、神様のくせに泣くつもり？　それも人間にいじめられたくらいで……」 
 
    「だってっ、だってっ！　信じてくれないって言うんだもんっ！　信頼してくれないって言うんだもんっ！　……私なりに、あなたのために頑張ってるのに。結構、大変なのに……っ。帰れってっ、言うしっ」 
 
    最後は言葉が途切れ、彼女はとうとう泣き出してしまった。 
 
    ……なんなのだ彼女は。 
 
    この瞬間を持って私は、この神様を『神様』だと思う心量が、完全にエンプティになった。 
 
    代わりに私は、とても酷く意地の悪い人間で、この黙っていれば美人で神秘的なコスプレをした見た目よりずっと幼い、か弱い女性をいじめている悪党のような気分になった。 
 
    ひっく、ひっくと泣きじゃくりをする彼女を前にして、今度は気づかれないように、小さくため息をつく。 
 
    ……もう諦めよう。私の負けだ。彼女の勝ちだ。 
 
    この子は人をたぶらかし、言い包められる言葉を持っていないが、それ以上の破壊力を持つ、人の良心に突き刺さる武器を持っているようだ。 
 
    その武器となる涙一つ一つを、必死に手で拭っている。 
 
    神としての自尊心をズタズタにされた『神様』に、私は壁にかけてあった制服のポケットからハンカチを取り出して、その涙を拭い始めた。 
 
    「へっ？　……ひっくっ、ど、どうもっ。……ひっくっ」 
 
    「もう分かったから。死ぬまで付きあってあげるから、泣き止みなさい。……神様でしょ？」 
 
    「うぅ、はいっ……。グズッ、ありがとうございます」 
 
    一度は驚いた私の手とハンカチを素直に受け入れ、涙目のまま私に微笑んでくる。 
 
    その笑顔は神様というより天使のよう。 
 
    そもそも純白の羽を付けている時点で、イメージは最初からそちらに近い。 
 
    「……いいから、ちゃんと拭きなさい」 
 
    少し強めに彼女のまぶたを叩く。そのまぶしい笑顔が崩れるように。 
 
    ……私はどうも、この手の笑顔に弱いらしい。 
 
    トモといい、姉といい、この神様といい……。免疫はいつまでたっても付きそうもない。 
 
    ……こんな笑顔に囲まれていたかったな。 
 
    もしも……。そんな意味もないことを思う。 
 
    一通り涙を拭いきり、ようやく神様は落ち着いた。 
 
    「……大変、見苦しいところを見せてしまいました」 
 
    「もう神様らしい言動に意味無いわよ。そもそもあなたにそういう態度は似合わないわ」 
 
    少し涙に腫れた目尻には、神様という肩書きは似合わない。 
 
    彼女にそういう対応を強いることこそ間違いだ。 
 
    似合わない。それだけで異議申し立てには十分だ。 
 
    「こ、これでも本物の神様ですので……立場上というか、プライドというか」 
 
    「人間に泣かされて、その相手に涙拭ってもらっているあなたに、そんなものはもう無いわ」 
 
    私の皮肉にも先ほどまでのとげとげしさは無い。ただの愚痴だ。 
 
    「……千歳さんは、どこまでも酷い人ですね」 
 
    彼女の言葉もまた裏腹に、その表情は柔らかく微笑んでいた。 
 
    ……そういえば今。 
 
    ……初めて、名前を呼ばれた。 
 
    「あなた、私の名前知って……？」 
 
    「でも、優しいです」 
 
    「……っ！？」 
 
    なぜ私の名前を知っているのか。神様なのだから知っているのか？ 
 
    だったらなぜ最初から呼ばなかったんだ？　どうして今になって？ 
 
    なんていう大量の疑問符が、彼女の言葉一つで吹き飛んでしまった。 
 
    とうの彼女は、まったく裏の無いその笑顔のまま。 
 
    私は彼女の言動に、私らしくない反応を覚えていた。 
 
    ……なんだって言うんだ。私は全然優しくなんかない。 
 
    ……顔が、熱い。胸が、火照る。 
 
    さっきまで失ったんだと思っていた心は、凍りついた外枠を溶かし、いつの間にか私の体に収まっていたようだ。 
 
    「どうしました？」 
 
    「なっ、なんでもない！」 
 
    予期せぬ動揺に、おそらく赤らんでいる自分の顔を逸らしながら、それを覗き込もうとした彼女の顔を、とっさに手に持っていたハンカチで覆い隠した。 
 
    「千歳さんっ！　顔っ、痛いです！」 
 
    「まだ、涙があったのよ！　しっかり、…拭きなさいっ」 
 
    ……落ち着け。こんなことくらいで、動揺……するな。 
 
    ……なんで？ 
 
    私はいくつか深呼吸をおいて、彼女の顔からハンカチを引き剥がした。 
 
    「いたたっ。涙はそんなにこびりつかないですよ」 
 
    「……特別、大きかったのよ」 
 
    私の動揺が……。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    私が恥じらい、その動揺を見せたことに、神様は気づかなかったらしい。……助かった。 
 
    どうやら彼女は私と相性がとてもよく、私が苦手としているタイプのようだ。 
 
    トモや、……姉のような、根本的に人懐っこく、疑うことの出来ない、馬鹿でどうしようもなく……放っておけない性格。 
 
    ……苦手だ。 
 
    「……それで？　私はもう寝るわ。明日は学校だし、別に起きていてもやるべきことはなさそうだし。あなたはどうするの？」 
 
    混乱の一夜を収集するべく、私は改めて眠ることを宣言した。 
 
    行く気を無くしていたはずの学校に、つい習慣で行くと言ってしまっていたが、そんなことよりとにかく、先ほどの赤面をすぐにでも忘れたかった。 
 
    「……人間は、死ぬとき遺書とやらを書き残すそうですが、しないのですか？」 
 
    「いらないわ。かえってややこしくなるし、死後に残して問題になるようなものは持ち合わせていないわ。……違う違う。あなたはこれからどうするの？　質問に質問を返すのはいただけないわ」 
 
    ベッドの用意を再開するけれど、先ほどより手際が悪くなっている。 
 
    少し荒々しい用意もそこそこに、彼女との会話は続いていく。 
 
    彼女には少し知識の偏りがあるようだ。 
 
    遺書の知識より、窓からの侵入は、神であっても罪に問われることを誰か教育してあげてほしい。 
 
    そして思わず話を流されかけたが、今必要なのは遺書の有無ではなく、彼女の今後を把握する事だ。 
 
    仮にも我が家の自室。 
 
    荒らされるわけにもいかないし、帰ってきた両親がここを覗く可能性だってある。 
 
    ……私以外の人間が彼女を見ることが出来ればの話だが。 
 
    「ええっと、そうですね。出来ればこちらで一晩泊めていただけるとありがたいですね」 
 
    みなまで言わんでも最初から居座るつもりだったくせに……。 
 
    ……というか。 
 
    「あなた、寝るの？」 
 
    私は『ここに留まりたい』という意思表示よりも、『泊めて』ほしいという言い回しに突っ込んでいた。 
 
    確かに背格好は人間だが、寝たり食べたりは生物特有の欲望ではないのか？ 
 
    「はい、私は特別製なので。……あっ」 
 
    「……はぁ」 
 
    まだ彼女とは、たった一時間も話していないのだが、その間に彼女はいったい何度、人に言ってはいけない事を口走ったのだろう？ 
 
    その度に同じ態度で、失態だと悟られるのもどうかと思う。 
 
    仕方ないので、追求しておこう。 
 
    「特別製とはなに？　あなたがやたら人間らしかったり、ヘマをするのはそういう理由なの？」 
 
    「ええっと……。……はい、その通りです」 
 
    私には、安易な嘘は通じない事は学習したようだ。 
 
    睨み付ける私とはおそらく別のことに少し、怯えながら。彼女は自分が神様であること以外の自己紹介を始めた。 
 
    「私は神様と呼ばれる存在の中でも……クラスＳ級、タイプＳと呼ばれるごく僅かな位を持つ者なのです！」 
 
    「……はぁ」 
 
    前言撤回だ。まだそんな信憑性(しんぴょうせい)の無い嘘で私をだませると思っているらしい。 
 
    自慢げに彼女は続けた。 
 
    ｢私はほぼ人間と同様の機能が備わっています。それにより人間に近い感情を抱くことも出来、人間らしい対応が出来るのです！　そのために、いいですか？　クラスＳ級というのは人間とそういったコンタクトを取れる希少な階級のことで！　そしてタイプＳというのはさらにで、すね……｣ 
 
    「…………………………」 
 
    自信満々に、意気揚々と話す彼女を無言の重圧で黙らせる。 
 
    「嘘を言うな。本当の事を言え」。という念を込めて、彼女の顔にずいっと近づいてその目を睨み付ける。 
 
    「……し、信じてくださいよ？」 
 
    「信じられるわけ無いでしょう？　そんなクラスだのタイプだの……。宗教としての神聖さが欠片も無いじゃない」 
 
    私の視線から目をそらし後ずさりすることを、私は許さない。 
 
    正座の姿勢から徐々に後ずさっていった彼女を追い詰めた結果、彼女を私が押し倒したような姿勢になる。 
 
    それでもそっぽを向く彼女の両頬を両の手で掴み、正面で私と向き合うように力で押さえつける。 
 
    ――あっ、柔らかい――。と彼女の頬を弄(いじ)くりながら、彼女に体温があることに違和感を覚えなかった(・・・・・・)ことに、違和感を覚えた。 
 
    内心彼女の頬の軟(やわ)っこさに感動しながらも、その間、表情は崩さない。 
 
    依然彼女を強く睨んでいる。心はそうでもない。 
 
    「仕方ないじゃないですか！　宗教開くために神様やってるわけじゃないんですから！」 
 
    「こんな存在をあがめるなんて、……同じ人間として恥ずかしいわ」 
 
    楽しくなってきた私に、頬を伸ばされたり弄られる彼女は、神の中でも希少種だと言い張るのだ。 
 
    キリスト、イスラム、仏教……。ほか多数。 
 
    色んな規律を守る人々が涙目で頬を引っ張られて、手をばたつかせている彼女を見たらどう思うだろう？ 
 
    そんな落胆を覚えながら、妙な求心力のある彼女の頬を一通りいじり倒し、手を離した。 
 
    「あぁ～～～～っ。伸びたらどうするんですか！？」 
 
    「七福神にそんな神様がいたわ、入れてもらって八福神にでもなったら？」 
 
    「そんな神様とは会った事ありません！　あ～、痛かった……」 
 
    少し赤くなってしまった頬を自分の手で冷やしながら、目にまた涙をにじませて睨んでこられても、何一つも怖くない。 
 
    むしろ……。 
 
   

 

   
 
    「あなた、可愛いわね」 
 
    私は思わず、年相応の少女のような言葉と共に、何の皮肉も屈託もない笑顔を作ってしまった。 
 
    彼女があまりにも人間らしくて、あまりにも仕草が可笑しくて……。 
 
    心から微笑んでしまった。 
 
    なので、自分が何を呟きどんな表情をしたのかは……無自覚だった。 
 
    「…………」 
 
    「……クスッ、なんて、顔してるの？　……くっくくっ」 
 
    一度笑い始めると、さっきまでの彼女の視線や態度、動揺や失言の数々がどれもこれも可笑しく思えて、笑いの連鎖が収まらなくなってしまった。 
 
    唐突に笑い出した私の笑顔と言葉に、呆けている神様は、先ほど伸ばされ弄ばれた頬に腫れものとは違う赤らみを作りながら……。 
 
      
 
    「だって、今千歳さん、私のこと可愛いって 
 
    「言ってないわ」 
 
    彼女が何かを言おうとしたのを、私は遮(さえぎ)った。 
 
    私は冷静を通り越して、冷や汗が出そうなほど冷えた。一気に冷えた。 
 
    そうして初めて、私は自分の発言が失態の極みだったことに気がついた。 
 
    ……我ながら、なんてことを呟いたのだ。 
 
    ――可愛いわね――？ 
 
    似合わない……。ぜんっぜん似合ってない！ 
 
    「いやっ！　言いましたっ！　可愛いって！」 
 
    私がそうして混乱するのもよそにおいて、彼女はただ嬉々として喜びを表現している。 
 
    何がそんなに嬉しかったのか、憎らしいほどの良い笑顔で何度も私を指差す。 
 
    時折恥ずかしそうに、キャッキャッと声を上げて。 
 
    「言ってないわっ！　聞き間違いよ！　「可笑しい」よ！　聞き間違いよっ！」 
 
    その反応は、心底私の羞恥心を刺激し、私もおもわず手を振り上げて否定する。 
 
    かなり苦しい言い訳だが、それ以外対応が見当たらなかった。 
 
    それでも収まらない彼女は「可愛いって言った！　可愛いって言ってくれた！」とはしゃぎまわる。 
 
    その可愛憎たらしい口を手で遮ろうにも、今度は俊敏(しゅんびん)にそれをかわし、私を辱(はずかし)める事を止めない。 
 
    彼女は神様の羽で重力に縛られず、部屋中を縦横無尽に飛び跳ねる。 
 
    私も彼女を黙らせようと必死に追いかける。 
 
      
 
    ……そこからはなんと子供らしい、情けない追いかけっこだった。 
 
    全力で喜ぶ神様と、全力で否定する私。 
 
    この騒動は、私しかいないはずの自室でニ十分ほど続き、今日のスケジュールは、非常に珍しく就寝時間を割り込んだ。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「……と、とにかく。もう寝るわ。あなたも、なるべく人に見つからないようにしてるなら……ここにいてもいいわ」 
 
    「はいっ。ありがとうございます！」 
 
    切らした息を整えつつ、僅かに残っていたミネラルウォーターを一気に飲み干す。 
 
    声を張り上げ、広い一人部屋を縦にも横にも動き回った。 
 
    喉が渇く。息が上がる。 
 
    彼女は彼女で膝に手を置き、肩で呼吸をする、なんとも人間らしい疲れの見せ方をしていたが、その言葉にしゃんと姿勢を整えて、手を合わせて感謝の言葉を告げた。 
 
    一泊することを求める神とそれを了承する人間。 
 
    どんなおとぎ話でも、ここまで頭の低い神様はいなかっただろう。 
 
    「お礼なんていいわよ。あなたがいないと、私も困るんだし。もう時間も残って無いわけだし」 
 
    「……そう、ですよね」 
 
    【もう時間も無い】。その言葉を境に彼女の顔が曇っていく。 
 
    やはり私が死ぬという事を、彼女は快く思っていないらしい。 
 
    ……思われても、少し癪(しゃく)に障るが。 
 
    心がある、『神様』らしい彼女だが、その心を自分の内に潜める方法は知らないらしい。 
 
    心情の曇りが言葉の濁りとなって、しっかりと私に伝えてしまっている。 
 
    これは少し……、面倒なことになりそうだ。 
 
    そう思った私は、あえてそんな気持ちを忘れ、気づかぬフリをしてメガネをベッドの脇に置いて、毛布をかぶった。 
 
    私が死ぬことを快く思われなくても構わないし、死ぬことが決定している以上、彼女の気持ちがどうであれ、あまり気にするべきことじゃない。 
 
    死ぬと決まっている人間が、死に向かうべく手にした決意を、自ら揺らすことは無い。 
 
    「明日はよろしくね。それじゃ、お休みなさい」 
 
    「あっ、……おやすみ、なさい」 
 
    やはり悲しさを我慢して笑う彼女を、少し辛いが、無視して彼女に背を向けた。 
 
    ようやく落ち着いて呼吸が出来る。 
 
    そんな安堵感の中、私の後ろでもぞもぞとベッドが揺れるのに気がついた。 
 
    「……おい」 
 
    「……はい？」 
 
    その数秒後、私は毛布を翻(ひるがえ)し、同じベッドに進入せんとする不埒(ふらち)な輩(やから)に、メガネの補正なきぼやける目で、正確にそいつの脳天へチョップを見舞った。 
 
    「いたぁいっ！」 
 
    「生娘みたいな声を出すな変質者！　誰が同じベッドで寝ると言った！」 
 
    「だ、だって、一緒にいるって 
 
    「同じこの部屋で！　という意味よ！　同じベッドである必要性がどこにあるの！？　そもそも神様ならベッドなんて使わずに、座禅組んで瞑想(めいそう)でもしていなさいよ！」 
 
    痛がる彼女をベッドから蹴落として、自分の身を毛布で包み隠した。 
 
    ……おそらく他意はない。が、本当にこいつは人間というものを知らな過ぎる……。 
 
    知らないからこそ危険なのだろう……。この容姿を考慮すれば彼女にとっても無知は危険極まりない。 
 
    ……私が、男だったらどうするんだ？ 
 
    「瞑想(めいそう)なんて習慣、神様にあるわけ無いじゃないですかっ？」 
 
    「……宗教全否定な発言はいい加減慎(つつし)みなさいよ。あなた神様でしょ？」 
 
    私の思う困惑も、動悸の激しさも意に介さず、ただただ無防備に座って頭をさすっている。 
 
    私はまだ心臓が高鳴っているというのに……。 
 
    この言動に問題は無いのだろうか？ 
 
    ぜひ一度、きちんとした教育を誰かに指南してもらわないと、まずい気がする……。などと天界――と呼んでもいいのか分からないが――の心配さえ感じさせる彼女は……。まぁ、半信半疑だが、よっぽど特別な神様なのだろう。 
 
    しかし、ここまで不出来な対応を含めて、彼女はあまりにも人間的すぎる。 
 
    彼女は、多分泣けるのだろう。人の死を見て涙出来るんだろう。 
 
    それは人の命すら、時に残酷な運命へと向かわせる『神様』という立場において、とても辛い事なんじゃないだろうか？ 
 
    「うぅ～……。結構、ここの夜も冷えるんですね～」 
 
    「……寒さまで感じるの？」 
 
    一体どこまで人間なのだ？ 
 
    神様なのか人間なのか、決定的にどちらにも偏った存在ではない。 
 
    その存在にはなんとなく違和感を感じる。 
 
    ただ一つ言える事は。 
 
    「……寒いなら、あそこを使いなさいよ」 
 
    私は彼女の寒さと寂しさに震える顔が大嫌いで、放ってはおけないということだ。 
 
    指を向けた先には姉のベッド。長い間使われてはいなかったが、姉の死後も手入れは行き届いていた。 
 
    ……母親は今も姉のベッドと布団の手入れを、定期的にしているのだ。 
 
    ……時折、干し終えた布団を整えながら、泣いている事も知っている。 
 
    「……いいんですか？　お姉さんのベッドなのに？」 
 
    「別に、誰も困らないもの。使ったって使わなくたって……。持ち主はもういないわ。好きにしなさい。それじゃ、お休み」 
 
    「……はい、おやすみなさい」 
 
    こういうことには遠慮というものを知っているようだが、私は姉の話をこれ以上したくなくて、「もう話は終わり」という念を押し込めながら、少し早口気味に二度目のお休みを言った。 
 
    ……思えば、寝る直前に「お休み」を誰かと交わすのは、久しぶりだ。 
 
    「窓、閉めますね」 
 
    「……ええ」 
 
    窓を閉めるレバーをくるくる回す音がする。 
 
    朝方、暑さが篭るので空けていてほしいのだが……。別にいいか。 
 
    「……ちゃんと、手入れされてるんですねっ」 
 
    「母がね……」 
 
    今度はベッド方向から声がする。 
 
    バフバフッ、と叩いたり布団をめくり上げてみたり、騒がしい。 
 
    「……なかなか、こっち側はおしゃれですねっ。女の子らしいって言うかっ」 
 
    「喧嘩、売っているの？」 
 
    姉の残したスペースには、確かに女の子らしい雰囲気が残っている。 
 
    私のスペースは非常に生活観の無い、女の子らしくない場所だろうさ。 
 
    「そういうわけじゃ……」 
 
    「いい加減寝なさいよ。眠れるんでしょう？」 
 
    こっちは寝るんだから静かにしろ。……と言い放とうとして、彼女に枕でも投げつけようとかと思って気づいた。 
 
    「……神様は、普段眠りませんから」 
 
    枕の照準を合わせようと視線を彼女に向けると、落ち込んでベッドに腰掛けた時のように、彼女はうずくまる様に座っていた。 
 
    その表情はメガネを外してぼやけた目でも、憂いているのは分かった。 
 
    「……天界が恋しくなった？」 
 
    私はメガネをかけて、枕を引っ込めながらホームシックを示唆する。 
 
    彼女は声をかけてくれた事か、心配してくれた事が嬉しいようで、少し笑みをこぼした。 
 
    ｢……逆です｣と、その呟く声はまだ憂いたままだったが。 
 
    両手で抱えた膝に顔をくっつけて、視線をどこか真っ直ぐに向けたまま、話し始めた。 
 
    「私は、説明したとおり非常に数少ない種族の、神様です。その理由は私が赴(おもむ)くケースが非常に稀(まれ)だと言う事です」 
 
    「……まぁ、あなたみたいなのがしょっちゅう行き来していたら、困るものね」 
 
    言葉はキツいけど決して傷つけるつもりはない。 
 
    彼女も「あはは」と軽く声を出して微笑んだ。 
 
    その笑顔にどこか、安心している自分がいる。 
 
    「私には、役目があるんです。ある人との約束が」 
 
    「そう。それを叶えるついでに私の所へ？」 
 
    「いいえ……。千歳さんの願いこそ、私の役目ですから。でも……辛い、役目です……」 
 
    そう言ってまた、涙を流していた。静かに、そっと泣いていた。 
 
    だったら、するべきことはわかっている。面倒だけれど、仕方がない。 
 
    「ほらっ、泣かないで……」 
 
    涙を静かに流す神様を、私は抱きしめた。 
 
    たった一時間ほどの付き合いではおこがましいと思うけれど、彼女には気持ちに正直であってほしくて、正直であっても泣いてなんかほしくない。 
 
    そんな我が侭を私は彼女ごと抱(いだ)いていた。 
 
    彼女も両手を、私の腰辺りに回して、力いっぱい抱きしめ返してきた。 
 
    「うわぁぁっんっ！　ごめんなさいっ……。ちゃんと、ちゃんと……還(かえ)してあげられなくてっ……」 
 
    「……よしよし」 
 
    しがみついてきた力に比例して、その泣き声も大きく、鮮明になって聞こえてきた。 
 
    この時、彼女の言葉はよく理解していなかった。 
 
    けれど、今は彼女が抱える苦痛がどういうものであっても、この手で抱きしめてあげることだけを考えていた。 
 
    嫌なら何も聞かないし、どうでもいい。 
 
    彼女が私にすがり付いて来たなら、私はそれを支えきってあげるだけ。 
 
    ……どうしても、彼女の涙が、私は大嫌いだから。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「……落ち着いた？」 
 
    「……はい、ホントに。……もう大丈夫です」 
 
    僅かに残る涙を拭って、神様はちゃんと笑うことが出来た。 
 
    とても、……安心した。 
 
    「無理にとは言わないけど……」 
 
    「はい」 
 
    「夜が怖いのなら……。一人が寂しいなら、一緒に寝ましょ？」 
 
    「……いいんですか？」 
 
    突然変貌した私の意見に、彼女は面食らったようだ。 
 
    一度蹴り落とされているのだから当然か。 
 
    けれど、あの泣きながらの悲しい笑顔を忘れるのなら、一緒に寝るくらい別にいい。 
 
    孤独に震えて泣くのなら、私の小さな手でも役に立つだろう。 
 
    「ええ。あなたは神様だけあって、汚れた人間と一緒ではないようだし。それくらい構わないわ」 
 
    そう言って彼女の手をとって、私のベッドへと移動する。 
 
    先に私がベッドに入ると、彼女が手を引かれ遠慮しつつ付いてくる。 
 
    器用に羽をたたみ、少し狭いかもしれないが、何とか私たちは、はみ出ることなく、布団もまかなうことが出来た。 
 
    「……ちょっと、恥ずかしいですね」 
 
    「えへへ」……と笑った彼女は、照れくさそうに言う。 
 
    ……私だって、大体同じ感想だ。 
 
    こっちだって一年以上前から、寝る時は孤独を背負ってきたんだ。 
 
    こんなむず痒い温かさを、誰かと共有するのは本当に久しぶりなのだ。 
 
    それが、少し嬉しくて……心地いい。 
 
    「明日は……いつもどおり学校へ行くわ。あなたのせいで、そんな気分になっちゃった」 
 
    「そうですか……。よかったです」 
 
    握った手を挟んで見える彼女の表情は、その言葉にとてもほっとしたのが見て取れた。 
 
    「まさか学校まで一緒ってわけにも行けないけど、今だけは一緒でいいわよ」 
 
    「ありがとう、ございます」 
 
    一等柔らかく彼女の表情が崩れた。 
 
    僅かな時間しか彼女に触れていないが、彼女の笑顔は私を暖かくする。 
 
    出来れば、そんな笑顔でずっといてほしい。 
 
    ただただそう思える。神様のように、……優しい笑顔で。 
 
    「それじゃ。今度こそお休みなさい」 
 
    「はい、今度こそお休みなさい」 
 
    こうして私の最後の就寝は、姉と一緒に眠って以来、何年かぶりに一つのベッドに誰かの温もりを感じながら、安らぎの夢となった。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「……んっ、朝、か」 
 
    アラームの設定をいじられていない目覚まし時計は、いつもの五時半に、そのけたたましいベルを響かせた。 
 
    若干の寝不足に痛む頭を、ふと彼女のほうに向ける。 
 
      
 
    ……しかし彼女は、寝ている間ずっと繋いでいた私の手を置いて、いなくなっていた。 
 
      
 
    ……昨日のことは全部夢だったんじゃないか？ 
 
    そう思うほど平凡な、ごく当たり前の朝だ。 
 
    「……はぁ」 
 
    ……このため息はほっとしたのか、それとも彼女がいなくてがっかりしたのか、どちらのものか分からなかった。 
 
      
 
    「おはようございます！　千歳さん！」 
 
    「……おはよう」 
 
    そんな一瞬の憂いは、杞憂だったことが判明。 
 
    寝ぼけた目に上から、逆さまに飛び込んできたさわやかな笑顔は、それが夢じゃないんだと告げるものだった。 
 
    ただ起きるだけの寂しい朝も、今日は一人ではないことが嫌というほど分かった。 
 
    私は手探りでメガネを探り当て、天井から降りていた彼女を改めて見る。 
 
    ……心なしか彼女は昨日より生き生きとしていた。 
 
    神様に生き生きしているも何もないだろうけれど。 
 
    「さぁ、朝はちゃんと朝食を取らないとっ」 
 
    「……そうね」 
 
    やっぱり、心なしではない。 
 
    聞いたこともないメロディの鼻歌を歌う彼女は、間違いなく生き生きしている。 
 
    「さぁ、はやくはやく！」と急かす彼女に引っ張られ、強引に私も起床する。 
 
    「分かった分かった」と私も気を悪くしていなかったのだが……。 
 
      
 
    「……ちょっと待って。あなたうるさいわ」 
 
    騒がしい朝は、懐かしくて嫌いじゃないけれど、騒がしくちゃ、困るのだ。 
 
    そうだ、今は朝だ。 
 
    両親は、いくら遅くなるとはいえ、家にはちゃんと帰ってくるのだ。 
 
    父はこの時間帯まだ寝ているかもしれないが、母は朝ごはんを作っているかもしれない。 
 
    たとえ彼女が姿を消しても、一人部屋で会話していた事実があれば、私がおかしくなったと思われて仕方無い。 
 
    彼女がいたことがバレれば、私はいったいどんな弁解を言わなければならないのか？ 
 
      
 
    ――昨日は神様と一緒に眠ったの――。 
 
      
 
    ――今日で私の人生が終わるって言われた。だからお礼に寂しいって言う彼女と一緒に寝たの――。 
 
      
 
    …………訳が分からない。 
 
    そんな事を言ったら、私は最後の一日を、精神病院への緊急搬送で幕を終えかねない。 
 
    嘘をつけばいいだけの話だろうが、あいにく私は皮肉は好きでも嘘は嫌いだ。 
 
    「両親に気づかれたらどうするのよ！？」 
 
    「……あっ、そうでしたね」 
 
    うるさいと言われて、ちょっとショックを受けていたが、「そうかそうか」と何度かうなずいた。 
 
    「まだ父も母も朝食を取っているかも知れないから、あなたはここで待機していて」 
 
    「はい、とりあえず……。何していましょう？」 
 
    「……自分で考えなさいよ。本当にもう。私が学校に行ってからのこと、考えておきなさい」 
 
    「はい、分かりました。とりあえず姿を消して付いていきます！」 
 
    「……即答ね。考えておきなさいって言ったでしょう？」 
 
    だが今はとにかく、両親に顔を見せなくては。 
 
    普段の私なら、たいした狂いもなく一階に降りている時間だ。 
 
    寝坊したのかな？　なんて、最後の日に思われるのも癪(しゃく)だ。 
 
    「……もう。それでいいけど、私の最後の学校に支障(ししょう)をきたさないよう、お願いね」 
 
    まだ言いたいことはあるが、とにかくここでいったん会話を終えておこう。 
 
    しかし彼女は、ドアノブを握った私にさらに面倒なことを続けた。 
 
    「それがですね。今度もそうはいかないんですよ」 
 
    ……なに？ 
 
    不満に眼を細めて振り返ると、昨日とは様子が違う。 
 
    しどろもどろに弁明する気がないのか？　それとも……。 
 
    とにかく、「えへへ」と笑う彼女には、罪悪感というものがまるで無いように見える。 
 
    私はドアノブから手を離して少し睨んでみるが、まったく気にせず彼女は続ける。 
 
    「学校でですね、幾人かと会話……。というか、今日で死ぬという事を話して頂きます」 
 
    「…………はぁ！？」 
 
    突然、この子は何を言い出すか。 
 
    そんなことを話せる相手がいるわけがない。それは私以外でも大概(たいがい)同じだろう。 
 
      
 
    ――今日を最後に私は死ぬの。あなたに伝えとかないとそうならないから、伝えたかったの――。 
 
    「とでも言えというの！？」 
 
    我を忘れて声を荒げた。 
 
    そんなことをさせられるとあっては気にする余裕もない。 
 
    とてもまともな人間のすることではない。 
 
    しかし彼女はあたかも。いやまさに、朝のさわやかな笑顔の理由がこれであるかのように。 
 
    最高の閃(ひらめ)きを発表するかのように、自信に満ちた表情で言う。 
 
      
 
    「だって、それをしないと千歳さん、死ねないんですよ」 
 
      
 
    ……あぁ、主よ。神よ。 
 
    何故私は、死ぬ最後の日まで、こんな訳の分からない災難の日々を送らばければいけないのですか？ 
 
    私は彼女以外の神様を信じませんが、多分いるのでしょう。……恨みます。 
 
    「……もう、本末転倒もいいところね」 
 
    私は、せっかく気になる寝癖もなく整っていた髪を大きく手で掻き乱した。 
 
    ……最後の最後まで、彼女は私を振り回す。 
 
    そんな悲しい予感が、私の心に芽生え始めていた……。 
 
      
 
      
 
      
 
    【第四章　～神様のわがまま～】 
 
      
 
      
 
      
 
    「ということで、千歳さんにはこの事を幾人か、……そうですね。最低二人には、このことを話していただけますっ！」 
 
    なにが「ということで」、なのか……。まったく納得が出来ない。 
 
    「あなたね。いくら常識に欠けているといっても、それがどれだけおかしな発言を私に強いているかくらいわかるでしょう？　そんなこと出来るわけないじゃないっ」 
 
    「でも、それがないと千歳さんの願いに沿った死は、訪れないんですよ？」 
 
    多少申し訳なさそうな顔はするものの、どこかその表情には別の意図がある気がする。 
 
    どこか喜ばしそうなのは、私が困ることをさせて楽しんでいるようにも見える。 
 
    ……不快だ。 
 
    「……次から次へと、最初から決まっていたという割には、ずいぶん条件が出てくるじゃない。あなたの言葉が足りなかったのかしら？」 
 
    自分が死ぬために必死になる。 
 
    というのもおかしな話しだが、私はとにかくこのたまらない苛立ちを、とげのある言葉で彼女にぶつけた。ぶつけるべきだとも思う。 
 
    私は今日、独りで死ぬ。それだけじゃなかったのか。 
 
    「でもでもっ、最低でも二人以上に話さないと、千歳さんの望む死が訪れる、偶然のようなものはおきません」 
 
    「偶然なんかで、生き死に語らないでよ。ちゃんと納得のいく説明を頂戴」 
 
    必死に説得しようとする彼女の言葉を、一つ一つ拾い上げて突きつけてゆく。 
 
    喋れば喋るほど、彼女の落ちる墓穴は深くなってゆく。 
 
    「ですから、それが最後の調整なんです。それが達成できれば、千歳さんは、絶対誰にも見られずに、……死ぬことが出来るんです」 
 
    必死に私を諭す神様は、『死ぬことが出来る』。というところでまた口調を沈めて、悲しそうな顔をする。 
 
    ……卑怯だ。これじゃ、きつく反論できないじゃないか。 
 
    だけど私にとって、まさに最後の道行き。 
 
    安易に納得したり妥協できるわけもない。 
 
    「あなたが神様だということは、いい加減理解しているわ。あなたが言うことは必要であるということも。でも人間として、あまりに逸脱した行為を強制されても、私には出来ないわよ」 
 
    「それは、分かっているつもりなのですが……。千歳さんの願いを叶えるためには、こうするしかないんですよ。……お願いします」 
 
    そう言って彼女はあっさりと、その頭を下げてしまった。 
 
    「ちょ、ちょっと……。頭なんて下げなくてもいいから、ちゃんと、説明を……」 
 
    妙に姿勢のよいお辞儀をするんだなと、変に感心してしまうくらい、綺麗なお辞儀。 
 
    「すみません。私にはそれを説明することが出来ません」 
 
    「……それは、言ってはいけないから？　それともあなたの言葉が足りないから？」 
 
    「……どちらも、でしょうか」 
 
    「……いい加減、頭を上げてよ。そんなことされたって……」 
 
    そう言っても、彼女は頭を上げる素振りも見せない。 
 
    その必死な姿は、私に死を突きつけてきた時よりも、自分の神としてのプライドを守ろうとして泣き出した時よりも、ずっとずっと必死だった。 
 
    私の願いには、どうしてもそれが必要で、彼女はそうしてほしいらしい……。 
 
    これが、死に方にまで注文を付けた、浅はかな私への代償なのだろうか？ 
 
    だとしたら、まぁ当然の報いなのかもしれないな。そう無理にでも納得した。 
 
    「…………」 
 
    「……おねがい、します」 
 
    「………はぁっ、分かったわ」 
 
    私の心が折れるのに、あまり時間はかからなかった。 
 
    私は再び髪を掻き上げ、彼女はその返事に、飛び起きるように顔を上げた。 
 
    「ホントですか！？」 
 
    「……ええ。そうしないといけないと言うなら、そうせざるをえないでしょう。元々私に選択権なんて無いんだから」 
 
    そうだ。私は私の願った死に方をするために、彼女に従わなければいけないのだ。 
 
    誰かにこの事を話すことで、望んでいた死へ近づけるとは到底思えないけれど、もう彼女は説明するつもりはないようだし……。 
 
    何より、あんな姿勢をさせ続けるのは……心が痛い。 
 
    結局、私が妥協したわけだが、彼女は「やったやった」と小さくジャンプして喜んでいる。 
 
    そんな様子の彼女を見ていると、なんか、どうでもよくなってくる。 
 
    ……最後の一日だ。 
 
    周りの人間の笑顔は到底見られそうもないし、彼女だけは笑って見送ってくれるなら、我が侭に付き合うのもいいかもしれない。 
 
    ……どうせ、そこまで執着出来るほど、真面目に生きてきた訳じゃない。 
 
      
 
    「千歳？　どうしたの？　……誰かいるの？」 
 
    「なっ！　なんでもないっ！　すぐ行く！」 
 
    飛び上がりそうになって、声がひっくり返りそうになった。 
 
    私でも、神様のものでもない声がドア越しから届く。 
 
    母親の声だ。完全に家族のことを忘れていた。 
 
    ……油断したっ！ 
 
    話しに夢中になって気づかなかったが、母の声は部屋のドアのすぐ前から聞こえてきた。 
 
    階段を上がった音にも気づけなかったのか私達はっ！ 
 
    私はあわててドアを、顔一つ分あるかないかくらいの幅だけ開けて母と顔を合わせる。 
 
    「お、おはようっ。お母さん……」 
 
    「おはよう。いったいどうしたの？　話し声が聞こえたけど？　……電話？」 
 
    「う、ううん。そうじゃないけど……」 
 
    土壇場に慣れていない自分を呪った。素直に嘘を付いて、電話していたと言えれば楽だろうに……。 
 
    私はドアから顔だけを出して平然を装う間、ドアを固定して母の死角になっている右手で神様に身を隠せとジェスチャーする。 
 
    神様は神様で、大慌てで姉のベッドに突進して行った。 
 
    ――音を立てないでっ！――。 
 
    引きつる表情を頑なに守る間、心でそう悲鳴を上げる。 
 
    「……ほんとに誰もいないの？」と、不思議そうに部屋を覗き込もうと、母がドアへ一歩前進しそうになった時、我慢の限界だった。 
 
    「と、とにかく今日は身支度してからご飯食べるね！　学校に用事があるかもしれないから、もしかしたらいらないかもしれないけど、少しだけ待ってて！　それじゃまた後で！」 
 
    早口言葉のようにだらだらと綴(つづ)った、告げられるだけの言葉と愛想笑いを母に放り投げて、私はバタンとドアを閉めた。 
 
    サイクルの短い鼓動と一緒になって、短く息を何度も吐き出す。 
 
    「……はっ！　はっ、はっ、はっ…………はぁっ」 
 
    「……もう、大丈夫ですか？」 
 
    「しゃべりかけないでっ！」 
 
    毛布が丸く固まっている先から顔を出した彼女になるべく小声で、だけど確実に叫んだ。 
 
    廊下から動いた音がしない。母はまだそこにいる。 
 
    こんなに緊張するのは、なんとも久しぶりだ。 
 
    母の不信が部屋に戻らないよう必死になって祈る。 
 
    厄介事の種が神様なのだ。何に祈っていいのかもう分からないけれど……。 
 
    「まぁいいわ。朝食用意できてるから、早く降りてきなさい」 
 
    「は、はいっ！　…………ふぅ」 
 
    ドア越しの声と共に母が階段を下りていく音が遠ざかってゆく。 
 
    耳を澄まし、聞こえた足音の消える瞬間を待って……。 
 
    「そんな隠れ方で隠れていると言えるの！？　すごく不自然じゃない！？」 
 
    神様に詰め寄った。当然さっきよりもずっと小声で。 
 
    「だ、だって、突然姿消せるほど、神様は都合のいい生き物じゃないんですよ…。隠れ方だって、こんな場所でなんて、……習ったことないし……」 
 
    そこには毛布をただ丸く被っただけの、身を隠したとはとても言えない神様がいる。 
 
    不完全なその隠れ姿はなんとも可笑しかったけれど、それを笑ったり皮肉ったりする余裕はこっちにだって無い。 
 
    「あなたねぇ。……はぁっ」 
 
    あぁ、彼女を監修(かんしゅう)した奴に言いたい。 
 
    どうしてもっとちゃんと教えなかったのかと。 
 
    こういう風に、醜態(しゅうたい)まみれで関係のない人間に、色んな事がばれたらどうするんだ？　……と。 
 
    「姿を消せないなら、学校に付いてくる事も出来ないじゃない。どうするのよ？」 
 
    「時間をかけていいなら姿を消せるんですよ。一、二分かかりますが……」 
 
    「なら、やって見せて」 
 
    そもそも最初から消えておいてほしい。私はぶっきらぼうに彼女を急かす。 
 
    …………。 
 
    ………………。 
 
    ……姿を見せてと、最初に呼び出したのは、……私か。 
 
      
 
    「分かりました。ちょっと待っててくださいね」 
 
    急かす私への不満もなく、そう言って神様は、全身の力を抜いて天井を見上げた。 
 
    その手は合わせるでも結ぶでもなく、ただブランと体の両脇に力なく垂れ下げている。 
 
    「……お祈りのポーズとか、しないの？」 
 
    私はもっと、祈りの姿を想像していた。 
 
    よくある不思議な呪文やら不思議なポーズやらを。 
 
    とにかく不思議な何かを。 
 
    しかし彼女のそれはただリラックスして目をつぶって、天を仰いでいるだけにしか見えなかった。 
 
    集中しているのか、私の疑問にも返事をくれなかったが、代わりにその変化を見せ始めた。 
 
      
 
    「…………」 
 
    今度も私はその魔術、神業、何でもいい。 
 
    彼女が起こす現象に呆気に取られてしまった。 
 
    彼女の体が、足元から少しずつ光り出し、強い光を放った後、消えていくのだ。 
 
    よく聞けば、小さく何かを呟きながら彼女は消える。まるで聞いたことの無い音だった。 
 
    言葉のようで、言葉になっていない。音楽のようで、規則性はない。 
 
    そんな不思議な音。 
 
    足元から、服も一緒に消える対象になり、腰回り辺りから綺麗な羽と髪も徐々に見えなくなってゆく。 
 
    私はその不思議で幻想的な消失をただ見つめていた。 
 
    彼女の言ったとおり、一分ほど経っただろうか？　彼女は最後の髪一本まで一歩も動くことなく姿を消した。 
 
    そして静寂。何もない、私だけの部屋。 
 
      
 
    「……そこにいるの？」 
 
    私は彼女のいた空間へと手を伸ばす。 
 
    ほんのさっきまで、彼女の体があった場所。そこはすでに何もなくて、私の手が、何かを掴むことはなかった。 
 
    「……ほんとに、消えたのね」 
 
    私は特別、驚いてはいなかった。 
 
    ただ心には、何か不思議な、喪失感(そうしつかん)だけが渦巻いていて……。 
 
    そして私は、誰も見えない部屋に一人残された。 
 
    おそらく彼女はまだこの部屋にいるのだろう。 
 
    私には、見えないだけで……。 
 
    その現実がなぜかとても寂しく思えた。この言いようもない気持ちは、何なんだろう？ 
 
    たった一晩の付き合いの彼女に、どうしてこんなに胸を痛めるんだろう？ 
 
    いつもはこれが日常なのに。 
 
    どうして今日だけこんなに、寂しいと感じるんだろう？ 
 
    私はどこか言いようもない不安を抱えて、踵を返して部屋を後にする。 
 
      
 
    「どうです！　消えちゃったでしょう！」 
 
    「きゃぁっっ、っっっっっっつ！！！」 
 
    ……はずだった。 
 
    ドアを開ける直前だった。 
 
    全身髪の毛まで電気が走って、力ない悲鳴を上げて私はへたり込んでいた。 
 
    彼女は突然声をかけて肩を叩いてきた。 
 
    『神のイタズラ』というには、……酷すぎる。 
 
    叫び声を塞ごうと、口元へ持っていった手は、まるでビンタのように張り付き、予想以上に痛くて涙が出る。 
 
    振り返れば彼女はさっきと変わらず、そこにいた。 
 
    確かに消えたはずだけれど、そこにいてくれた。 
 
    「あ、あなた消えたんじゃないの！？」 
 
    性質(たち)が悪すぎる。 
 
    折れた腰を立たせて、彼女に詰め寄ってみれば。手を伸ばせば。 
 
    彼女は再びそこにいて触れる事が出来て、その声が聞こえて……。 
 
    さっきまでの喪失感(そうしつかん)が、嘘のように消えていた。 
 
    「いえ、ちゃんと消えましたよ？　でも千歳さんにだけは姿を見せておかないと困るでしょう？」 
 
    「いや、まぁそうだけれど……」 
 
    なんだかわからないこの気持ちを、人はたぶん…… 
 
    【安心】。と呼ぶのだろう。 
 
    「と、とにかく。私以外には見えていないのね」 
 
    「はい。もう大丈夫ですよ」 
 
    それを悟られないように、そっと顔をそらした。 
 
    自信ありげに笑う彼女の笑顔をまた見れた事に、私は喜びを感じている。 
 
    えへんと胸を張るキラキラした彼女を見ていると、自然と顔が緩んでしまう。まずい。 
 
    「そ、そう。……はぁ」 
 
    私は平然を装って制服へと手を伸ばす。 
 
    なんなのだろうこの気持ちは？ 
 
    いなくなったら苦しくなって、現れたら嬉しくなった。 
 
    この一年間、人を想って心が揺れ動いたなんてなかった。 
 
    この懐かしくてもどかしい気持ちを隠したくて、急いでパジャマを脱ごうとしてふと、……手が止まる。 
 
      
 
    「……あっち向いてて」 
 
    「……はぁ」 
 
    なぜ見られたくないのだろう？　と疑問符を頭に飛ばしながらも、彼女は後ろを向いた。 
 
    同性であっても、……同性かどうかは分からないけれど、同じ女性の体であるからこそ感じる、劣等感というものもあるのだ。 
 
    特にあなたみたいな、スタイルの良い人にはね。 
 
    勢い良く上を脱ぎ捨てた際、何の衝突もなくすんなり脱げてしまう『すれんだー』な体がなんだが、無駄に腹が立つ。 
 
    「私以外の人に見られる可能性はないの？」 
 
    「はいっ！　ただ、触れられるとバレます。私の存在自体はここにありますから」 
 
    返事がかしこまっていたが、私がドスの効いた声で低くなった事とは、多分関係はない。 
 
    ……おほんっ。 
 
    つまり彼女は、見えないだけで、物体として存在することには変わりないということか。 
 
    私にしか見えないというのも、見えてしまっている私にはあまり信用できないのだけれど……。今は信用する以外に手立てはない。 
 
    「気をつけてよね？　何にもない空間に触れて、突然神様が出てきたなんてことになったら、誰でも卒倒するか、異常な信仰に走りかねないから」 
 
    身支度を済ませ、制服一式を着こなし、彼女に指を突き出して念を押す。 
 
    「は、はい……」 
 
      
 
    その力ない返事はいまいち信用できない。 
 
    どうにかして確認を取りたいところだけれど、今は母に、私は変な子じゃないと証明したい。 
 
    どうせ止めても付いてくるだろうから、初めから彼女を止める事もなく、私にしか見えないと胸を張った彼女を信じて一緒に一階へと降りた。 
 
    「おはよう千歳」 
 
    「おはよう、お父さん」 
 
    リビングに入ると、父がいた。 
 
    いつものようにテーブルに座って、新聞とテレビと食事とを順番に見回す父。 
 
    私と神様のほうを見て、私だけにいつもの挨拶を返してきたと言う事は、神様は見えていない。 
 
    私からすれば、神様はすぐ横に並んで立っているから、不思議な感じがする……。 
 
    「今日は早く出るんでしょ？　なら急いで食べちゃいなさい」 
 
    「うん。頂きます」 
 
    母がキッチンから私に声をかけてくる。こちらも私一人に声をかけてくる。 
 
    間違いなさそうだ。神様は、私にしか見えていない。 
 
    ギャンブルに勝ったような安心感の中、私はいつもの席に座り、置いてあったトーストと牛乳を口にする。 
 
    味は……、まぁしないんだ。いつものように。 
 
    砂をかじるような心持ちでいると、沈黙を切るように父が話し出した。 
 
    「最近、学校はどうだ？」 
 
    「うん。少し退屈だけどいつもどおりだよ」 
 
    「そうか。それならいいんだ」 
 
    そうして父はまた新聞へと視線を戻す。本当に、他愛もないありふれた会話。 
 
    それを私も父も、お互いにこやかにそれをこなしてゆく。 
 
    味のしない食パンをちぎっては牛乳で流し込む。 
 
    沈黙という隙間を限界と感じたなら、誰かが誰かへ声をかける。 
 
    その限界をそれぞれが引き伸ばそうと、テレビや新聞、食事に夢中になっているフリを、時々する。 
 
    「お父さんは？　やっぱり忙しいの？」 
 
    一定の沈黙の後、私が好きでもなんでもない牛乳をおかわりしながら父に尋ねた。 
 
    両親の前では私も学校にいる間よりも、ずっと朗らかな態度を取っている。 
 
    猫かぶりとも言えるが、学校での態度もまた、意識して作り上げたもので。……正直、自分の本来の性格がどっちなのか、今は自分にも分からない。 
 
    「そうだな……。今度休みでも取ろうか。どこか行きたい所とかあるか千歳？」 
 
    父はそう言うが、それも社交辞令なのだと私には分かっている。 
 
    本当に休みは取れるのだろうけれど、家族でいることが嫌で仕事をしているようなものなのだ。 
 
    それを分かっているなら、強要することは出来ない。 
 
    私は少しおどけた調子で、こう返す。 
 
    「大丈夫、友達といるほうが楽しいのよ。こう見えても思春期なの」 
 
    「はははっ。そうか。じゃぁ無理に家族サービスしても仕方ないな」 
 
    「そういうこと。……体調だけは気をつけてね、お父さん」 
 
    「ああ、千歳も」 
 
    最後に、お互いを気遣う言葉にだけは、何の他意もない。 
 
    父の返事も同じように柔らかくて寂しくて、心配してくれているんだなと感じることが出来た。 
 
    毎日同じ家に帰ってくるのに、まるで、ずっと顔を合わせていないような。 
 
    そしてこれからも、しばらく顔を合わせられないような、そんな言葉。 
 
    きちんと会話をすること自体、珍しい。忙しくなろうと努めているから。 
 
    家族である時間は父にとっても母にとっても苦痛でしかないのだ。 
 
    私が、姉の代わりを務められていないから……。 
 
    それでも、それでも父も母も私を気遣ってくれている。変わらず愛してくれている。 
 
    ……私は間違っているのだろうか？ 
 
    こうして家族である事を避けるような真似をして。 
 
    こんなに愛されている事を無碍(むげ)にして、死にたがるなんて、間違っているのだろうか？ 
 
      
 
    「……もう、行くね。友達と待ち合わせてるの。急がなくちゃ」 
 
    私は、半分もかじっていないトーストを残して、ぐいと牛乳を飲み干し、居た堪(たま)れないリビングを出ようと席を立つ。 
 
    父に向けた私の背中は、呼び止めてほしいのかもしれないけれど……、 
 
    その声は、聞こえなかった……。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
      
 
    ドアが廊下とリビングを遮断したのを境(さかい)に、私の両親に対しての猫かぶりは終わる。 
 
    普段どおりの冷めた私に戻る。 
 
    「…………」 
 
    「……何？　言いたいことがあるなら言いなさいよ」 
 
    後ろで何か、腑(ふ)に落ちないという顔でこちらを見る彼女に、私は元通りのトーンで言葉をかける。 
 
    「……いえ、千歳さんはお父さんと仲が良いように見えたのに、なぜか寂しくて……」 
 
    「あなたがしょんぼりすることではないでしょう？　気にしないで」 
 
    本人だって気分がいいものじゃないんだ。 
 
    後ろで見ていたあなただけ、そんな顔をするものじゃない。 
 
    私は彼女の憂鬱(ゆううつ)を無視して、洗面所へ移って歯磨きを始める。 
 
    鏡を前に身だしなみを整え、部屋で鞄の中身をチェックして……。 
 
    してみたら、昨日は彼女とのやり取りのせいで、一切授業の用意などされていなかったので、急ぎ支度を済ませてもう一度リビングへ。 
 
    「行ってきます」 
 
    「ああ、行ってらっしゃい」 
 
    「行ってらっしゃい千歳。今日も遅くなっちゃうけど、大丈夫？」 
 
    「うん。お父さんも、お母さんも心配しないで。それじゃ、……行ってきます」 
 
    それだけ言い残して、私は玄関を出た。 
 
    これが、おそらく最後になる家族との会話なんだろうと、終わってから気づいた。 
 
    ……それほど寂しくはなくて、不思議な気持ちがした。 
 
    姉を失い、私を失った両親はどうなってしまうんだろう？ 
 
    さらに絶望へと堕ちてゆくのか？ 
 
    それとも吹っ切れて、気持ちが楽になったりするのだろうか？ 
 
    ……どっちでもいいか。どうせ死ぬんだ。 
 
    最後は投げやりに結論を捨てて、昨日と同じ、清清しい太陽の下へと降り立つ。 
 
    その間も彼女は何か言いたげで、何も言えないという表情のまま、沈黙という言葉を投げかけ続けてきた。 
 
    ……今日もいい天気だと言うのに、なんて気分の悪い朝だろう。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「おはよ～チセ！」 
 
    「お、おはよう。……トモ」 
 
    今日も変わらず、人のまばらな並木道でトモも変わらぬ元気を見せた。 
 
    トモにも神様の姿はやはり見えていなかったようだが、私には見えている神様をかすめるように飛んできたトモの挨拶ダイブは、普段にも増してそのインパクトを増大させた。 
 
      
 
    神様は後ろから迫るトモを、やっとの横っ飛びで避ける事ができた。さぞ戦々恐々だっただろう。 
 
    「ん～？　誰かいたのかい？」 
 
    「えっ！？　い、いいえ……」 
 
    私が神様を心配そうな眼で見ていたのを、トモは見逃さない。 
 
    トモの動物的第六感は、昔からあなどれない。 
 
    猫は霊を見ることが出来る。そんな話を聞いたことがあるけれど、トモの目にも何か見えているのではないか？ 
 
    「…………」 
 
    「…………」 
 
    トモの目は確実に神様を捕らえている。 
 
    汗にまみれて、何かどうしようかと思い悩み、絶対に見えていないの自信がなくなったのか？　神様はとうとうトモに手を振りだした。 
 
    「……多分、不思議な妖精の影が見えたの。トモと見間違えたみたい」 
 
    「そ、そうなのか！？　変なチセだなぁっ～！　あっはっはっ！」 
 
    なんとも恥ずかしいセリフだけれど、そう相槌を打ってきたトモは、見えていない神様から視線をそらした。 
 
    本当に、ほんとうに見えていないのだろうか？ 
 
    あそこまで凝視されると、お互いに自信を無くす……。 
 
      
 
    しかし、トモ以外にも急ぎ足のスーツの男性も、道路のど真ん中にへたりこんでいる彼女相手に、まったくブレーキをかけず突っ込んでいく車を見ると、やはり誰にも見えていないのだ。 
 
    私は、まったくアクセルを緩めてくれない車を避けるのに四苦八苦している神様を、なるべく見ないように勤めた。 
 
    「なんか、チセ今日は変だな？　いつもならすぐに放り投げられちゃうのに。まだぶら下がってていいのかい？」 
 
    背中からかかる声。そういえば、気づいたらもう二、三十秒くらい背中にトモを乗せたままだった。私はあわててトモを振り払う。 
 
    「おぉう、……とっと」 
 
    見事な身体能力で空中で体をひねり、きちんと足から着地したトモに、私も何の気遣いもなしに話を続ける。 
 
    「別に変ではないわ。少し考え事よ。……いい加減その過激な挨拶は止めなさい」 
 
    「え～～？　チセにしかしてないよっ。こんなに嬉しく朝を祝福するハグは！　さぁ！　今日が来た事に感謝して、ハグしようっ！」 
 
    「いらないわ。望んできた今日ではないわ」 
 
    「む～～～。チセは私のこと嫌いかい？」 
 
      
 
    その一言に、足が止まる。 
 
    その言葉は、多分いつもの通りの、何気ない言葉だったに違いない。 
 
    ただ、明日死ぬ人間の友人には、明日とてつもない不幸が訪れるのだ。 
 
    ……トモにこれ以上、そんな人間を作ってあげたくはない。 
 
    私は、トモにとってそんな人間でありたくはない。 
 
    「……？」 
 
    こんなに、いつものように「そうよ」と、天邪鬼な返事を楽しそうに待っているこの子に……私は、言おうとしている。 
 
    「いいえ、私もトモのこと好きよ？」 
 
    「……っ！？　そ、そうか！？　やっぱりな～！　あっはは、あはははっ！」 
 
    「……ええ」 
 
      
 
    私は彼女を、トモを選んだ。 
 
    もう一日ない私の最後の仕事。 
 
    『誰かに自分が死ぬということを告げること』 
 
    その最初の一人に……。 
 
      
 
    「死んでもきっと、あなたのこと多分、好きのままよ」 
 
      
 
    ちょっとだけ、笑って。私はトモへ、別れを告げる。 
 
    これできっと最後になる。トモに心からの好意を表わせる時は。 
 
    私の心からの言葉は、少しだけトモの頬が赤く染まった。 
 
    「ちょっ！　な、なんか今日は強烈だな～！　ついに私にメロメロか！？　チセっ！？」 
 
    照れ隠しなのか、痛いくらいに背中を叩かれる。 
 
    ……まぁ、許してあげよう。 
 
    トモにはこれから私を嫌ってもらわなくてはいけない。口癖のように私を好きと言ってくれるから。 
 
    こんなに愛されてしまったから、トモからの愛をこれ以上受けてはいけない。 
 
    「……そんな、ところよ」 
 
      
 
    私は今日、死ぬのだ。 
 
    彼女に愛されたままで死ぬ訳にはいかないのだ。 
 
      
 
      
 
      
 
    【第五章　～勇敢者～】 
 
      
 
      
 
      
 
    この日の授業は、普段からやる気のない私にとって、さらに身の入らないものだった。 
 
    今日終わる人生に、いまさら教養を求めることの馬鹿らしさもあった。 
 
    しかしそれ以上に気をそがれる原因は……。 
 
    「……ほっ！　……はっ！」 
 
    「……」 
 
    授業をいつもどおり何事もなく続ける先生の声。 
 
    それと時折、受け答えに追われる生徒の回答。 
 
    ……その合間に聞こえる、神様の声。 
 
    「うわっ、危ない危ない……」 
 
    神様はまた天井へと浮上していった。 
 
    ……神様がなぜ、授業中。人と触れる危険性がある教室に居座り、挙動不審に空を飛んでいるのかというと……。 
 
    ……単に神様の好奇心だった。 
 
    飛んでいたり落ちてきたり、その度に誰かと触れそうになるのを必死にかいくぐる。 
 
    最初こそ教室の端に立っているだけだった。 
 
    けれど次第に、授業の内容や生徒達の授業態度の差に関心を持ったらしく、黒板に近づいてみたり、生徒たちの真上からノートの落書きを覗き込んでいた。……しょうもない。 
 
    神様が見える私にとって、その行動は集中力を削ぐ以外の何物でもなかったし、彼女が誰かと接触するんじゃないかと思うと、その奇行を眼で追わずにいられなかった。 
 
    ……心が折れそうだ。 
 
    「…………」 
 
    彼女を睨みつけても気にもとめないし、誰にも見えないのだから授業中に声をかけることも出来ない。 
 
    それ以外の抗議行動を行えず、私はフラストレーションをため続けるしかほかになかった……。 
 
      
 
    二時間目に行われた世界史の内容に入ると、さらに悪化の一途をたどった。 
 
    「そうじゃない！　そうじゃないんですよっ！」 
 
    誰に対しての抗議なのか分からないが、知っている真実をもって、偉人の経歴にケチをつけたりしていた。 
 
    神様なら真実を知っているんだろうが、学業に励む学生にとってテストでバツにされる真実は『真実(・・)』であっても『バツ(・・)』なのだ。 
 
    「では、今日はここまでです」 
 
    二時間目の終了を告げる鐘が鳴り、生徒たちがバラバラと席を立つ中、私は大急ぎで彼女を連れ出した。 
 
    「いったいどういうつもりなの！？　教室じゃ人と接触するかもしれないじゃない！？」 
 
    「あはは、危なかったですよね」 
 
    危機感から苛立っていた私とは対照的に、彼女は楽観的で楽しそうだった。 
 
    見るもの見るものが真新しい『何か』なようで、逃げ込んできたこのトイレでさえ、壁を触ってみたり、蛇口をひねってみたりと落ち着きがない。 
 
    もしかしたら、知らないのか？　だからあんなに私たちの日常に興味を？ 
 
    ……しかし、好奇心は猫をも殺す。 
 
    神様がほかの人間に姿を見せるような事態なら、猫一匹の騒ぎではない。 
 
    少なくとも私は期限を待たずに死にたくなる。本当に……。 
 
    「無理に教室にいる必要はないと思うのだけれど、それも条件なんて言わないでよね」 
 
    厳(げん)と神様に強い遺憾(いかん)を向けてみても、彼女の好奇心は止められない。 
 
    「それが、授業というものを眺めるのが楽しくて……。前の方に座っていた人なんて、先生が眼と鼻の先なのに、堂々と居眠りしてましたし」 
 
    蛇口の水を止めたり出したり。 
 
    見えない誰かが見たら、恐ろしい怪奇現象を楽しげに繰り返しながら、……トモの事だろう。そんな一番の興味を言い出した。 
 
    トモは居眠りの常習犯で、クラスではごく当然のことなのだが、そう言われてみれば大した肝をしている。 
 
    ……なんて、トモの授業態度に感心している場合ではない。 
 
    「そんな事はどうでもいいでしょ？　次の授業は人のいないところで、せめて廊下に出ている事。いいわね？」 
 
    「そんなぁ……」 
 
    どうにも、神様は、授業という空間が思いもがけず面白いものだったようで、不満たらたらの表情だ。 
 
    その表情がなんとも……。はぁ。 
 
    私はまるで、駄々をこねる子供を相手するように言った。 
 
    「いいですか神様？　あなたは人と接触してはいけないのでしょう？　……出て行かないと手足を縛ってここに置いていくわよ？」 
 
    「りょ、了解しました……」 
 
    半分本気で言う私に気圧されて、あっさりと承諾した。 
 
    本当に教室にいたのは、彼女の好奇心ゆえだったようだ。 
 
    なんて、馬鹿なんだろう。これでいてキリストはただの人間だったという事実を、声高に叫んでいたのだから恐れいる。 
 
    「で、でも千歳さんとあまり離れたくないですよ」 
 
    「……また、そういう……言い方をする」 
 
    しょんぼりとしおれた態度で、私を見つめながら。 
 
    おそらく他意はないのだろうが、純粋ゆえに出てくるこの殺し文句は、彼女の笑顔や涙と並ぶ武器だと思う。 
 
    ……どうにも私は、彼女を無下に扱う事が徐々に出来なくなっていた。 
 
    その事実に自分で情けなく思い、髪を掻き揚げて、それでも甘い言葉で口を開く。 
 
    「……廊下。いいわね？　ガラス越しからでも、私は見れるでしょう？」 
 
    「……はいっ」 
 
    「こっちを眺めるくらいは構わないし、あなたの声が私にしか聞こえないのだから、構わず話しかけてきてもいいわよ。……返事は出来ないけど」 
 
    「はいっ！」 
 
    そんな妥協案に花開く彼女の笑顔。 
 
    あぁ……。甘やかしてしまったな、これは。 
 
    そんな少しの後悔と、その笑顔への素直な安堵。そして安らぎ……。 
 
    そんな幾層(いくそう)にも連なった心境のまま、予鈴の鐘で私は大急ぎで二階の教室まで戻る羽目になった。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    ｢……………………｣ 
 
    さらに言うなら、笑顔への安堵も安らぎも吹き飛ばして、後悔だけが三時間目には増していた。 
 
    「このチョークって！　どういう製造法で作られてるんですか！？」 
 
    「先生というのは！　いったい何の権限があって生徒に間違った知識を与えているんですか！？」 
 
    「……………………」 
 
    こんな調子で、彼女は黒板や色とりどりのチョークを。木造に見えてプラスチックで出来ている教卓に。間違った先生に。 
 
    何かを見つけるたびに、大声でその詳細を私に質問してきた。 
 
    誰にも聞こえない事をいい事に、多分ドアとガラス越しで聞こえにくいとでも思ったのだろう。遠慮なしに大声だ。嫌でも聞こえる。 
 
    最初こそ私も応えようかとも思った。 
 
    しかし黒板の主材料やチョークの製法なんて、言葉なしで説明する事は難しいし、知らない。 
 
    その頻度とやかましさに無視を決め込んだのだが、逐一(ちくいち)こちらを見ていた彼女は私が顔を背けたことでさらに声を大きくして、先ほどからはもう、叫んでいる。 
 
    完全に授業どころではなくなっていた。 
 
    ――これが、人生最後の学校なのか……。なんとも、ねぇ――。 
 
    先生の声にも神様の声にも耳を貸さずに、そんな風にこの状況を皮肉っていた。 
 
      
 
    「で、どういう意味なんですか！？」 
 
    「……。うっっわっ！！　……あっ」 
 
      
 
    ……はぁ。最悪だ。 
 
    突如授業の静寂を砕いた私の奇声に、クラス中が授業の手を止め私を見ている。 
 
    「す、すいません。虫が、……いたので」 
 
    私は、窓際に座っている。 
 
    彼女に無視しているという態度を知らしめるために窓の外を眺めていた。 
 
    しかし彼女は今、その窓に逆さまになって立っている。正確には頭を下にして浮いている。 
 
    見れば廊下の窓が一つ、開いている。 
 
    なんと彼女は、無視をし続ける私のために、わざわざ校舎を屋上経由で一周してこちらの窓にやってきたのだ。 
 
    しばらく彼女の声が聞こえなかった事に安堵していた私は、突然目の前に現れた彼女に奇声を上げてしまったということだ。……誰も責めてくれるな。 
 
    「塔家千歳さん。ちゃんと授業に集中しなさい」 
 
    「あ、はは……。騒がせました、すみません」 
 
    顔は十分に申し訳なさそうにしているつもりだ。 
 
    口の中では舌を噛み、腹の中では怒りが充満していても、これ以上授業の妨げになる行動は避けるべきだ。 
 
    幸いにも彼女は窓の外、それも二階でベランダのない窓だ。神様がそこに陣を張るというなら誰かと接触する可能性はまずない。……少しでもポジティブに考えよう。 
 
    「それで、どういう意味で、キャンッ！」 
 
    私は窓を開けて、虫を投げ捨てるようなそぶりで彼女を殴った。 
 
    その勢いで彼女は一階まで落ちていったが、死にはしないだろう。自業自得だ。 
 
    その後も、文字通り飛んで戻ってきた彼女は、窓にへばりついて口々に不満を漏らしたが、私は消しゴムのカスを投げつけたりするだけで、決して返事はしなかった。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「チセ～！　今日も一緒に食べようじゃないか！」 
 
    昼食休み、いつものようにトモに声をかけられた。 
 
    授業中は行儀良く静かに寝ているのに、休み時間の度に眠ってチャージしたエネルギーを周囲に元気を付けて撒き散らす。私もその対象内だ。 
 
    だから、トモはみんなに愛されている。私も、……その対象内だ。 
 
    「今日は、一人で食べるわ。トモ」 
 
    私はトモに、作ったことのない態度を取り繕うことを優先して、そう言葉を綴(つづ)った。 
 
    出来る限り冷徹に、そっけなく。 
 
    感じる限りに、……嫌われるよう。 
 
    「なんだよ～。いいじゃないか！　一人より二人って言うじゃないか！」 
 
    態度から出した「あなたが嫌い」というニュアンスの雰囲気が空振りに終わり、まったく関係ないと言わんばかりのフレンドリーなトモの態度。 
 
    頬を膨らませてごねるトモに一瞬、心許しそうになったが、 
 
    ……これ以上仲良くは、出来ないのだ。 
 
    積もり積もった幸せは失った時、その分だけ心に空白を作ってしまうのだから……。 
 
    「言ったでしょう。一人で食べたいの。……それと」 
 
    「ん～？　なんだいさ～？」 
 
    「昼休み、……そうね。学校図書館裏の、銀杏の木の下に来てくれない？」 
 
    これからトモには決別の言葉を告げなければならない。どうしてそんな相手と仲良く食事が出来ようか？ 
 
    今こうして言葉を交わすたびに、胸が苦しくて仕方がないのに。 
 
    「え～？　だって部活の用意あるんだよ～？　用事があるなら食べながらでいいじゃん！」 
 
    「落ち着いて話がしたいの。時間は取らせないから。それじゃ」 
 
    それだけ言い残して私は席を立つ。 
 
    トモの活発な声、少し小柄で元気を体現したような姿、キラキラした無垢な瞳。 
 
    どの要素もトモである理由で長所で、少しずつ愛おしかった。 
 
    今となってはその全てが疎ましく、痛みとなって感じてしまう。 
 
      
 
    「……チセ。うん、分かったよ」 
 
    私はすれ違いざまに、そう返事をしてくれたトモを置いて、顔が痛みでゆがまないように必死になって心を抑えながら、教室を後にした。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「最初は、あの人にするんですか？」 
 
    「……そうよ」 
 
    昼食休み。私はトモに宣言したとおり、人の寄り付かない旧校舎に一人、正確には神様と二人。食事を取っていた。 
 
    古びた校舎だけれど、木造のこの校舎の土と木の匂いは嫌いじゃない。 
 
    お化けが出るとかどうとか、そんな眉唾(まゆつば)なうわさも重なって、私一人が好むだけの、ちょっとレトロな秘密基地になっていた。 
 
    私はそんな大きな空白の居場所にぽつんといた。 
 
    使われなくなって端に並べられていた椅子と机を一つ、窓際にセッティングして、適当に掴んで買った購買のサンドウィッチを小さくちぎって口へと運ぶ。 
 
    「…………」 
 
    「……」 
 
    お互いに喋らない。 
 
    私は苦痛で。神様は悲痛で。言葉が出てこない。 
 
    「……」 
 
    「……」 
 
    「…………」 
 
    「……」 
 
    おそらく初めてだ。こんなに食事に対して熱視線を浴びたのは。 
 
    「……あなたも食べる？」 
 
    「へぇっ！？」 
 
    　サンドウィッチをちぎり、凝視の目の前へと差し出してみる。 
 
    素っ頓狂な声をあげて、両の手で顔前を隠し、それでも、チラチラとこちらを見ては、言うに言えない、そんな表情。 
 
    「いいから、食べたいんでしょう？」 
 
    返事を前に呆気に取られた彼女に、サンドウィッチを手渡すと、彼女は受け取ってしまった。 
 
    「あわわっ、触っちゃった」 
 
    しかしその反応は喜ばしいというものではなかった。 
 
    どうにも慌てていて、私とパンを交互に見ていく。 
 
    「……ダメだったの？　なら返してくれても」 
 
    「あぁっ！　触らないで！　触ったらダメです！」 
 
    そう言って今度は手を伸ばす私を避けて、彼女は渡されたサンドウィッチを大事そうに抱えて壁際まで逃げていった。 
 
    まったく意味が分からない。しかし呆気に取られた私は、不満の言葉を口にする前にその変化に気づいた。 
 
    「……それ、光ってない？」 
 
    私の持っているサンドウィッチの片割れと、彼女の持っている片割れのサンドウィッチ。 
 
    明らかに彼女のは光を帯びていて、私のは何の変哲もないサンドウィッチ。 
 
    「すいません、驚かせちゃって……。私が、食べ物として触れたものは、私にとっての食べ物になるんです」 
 
    「…………それはつまり、あなたはそれを食べられると？」 
 
    非常に理解に苦しむ説明だ。『食べ物』という概念が壊れかかる。 
 
    なんとか理解できたのは、おそらく……光り輝いたその変化こそが　彼女にとって「食してもいい物」へと変化した証なのだろう。 
 
    「私たち神様は、基本的にエネルギーを補充する機会はありません。ただ、それは神の世界での話で、こちらに来る際にはエネルギーを消費して活動し、それを補充できるように体を組み替えてから訪れるんです」 
 
    「……ただし、そのまま人間の食べ物を食べてはいけない」 
 
    「その通り」と、神様は笑って続ける。 
 
    「今私が持っているこのパン半分は、この人間界にはすでに存在していない物になったんです」 
 
    「……私以外にはあなたと同じく見えない、という事？」 
 
    「そうです。ですから人目があるところで勝手に食べ物を食べ物として認識して触れる事は禁じられていて……」 
 
    確かに、彼女が食べたかったからといって、目の前にあったサンドウィッチが突然消えたらびっくりするどころじゃない。 
 
    「それであんなに慌てていたのね。……それを私が触っても大丈夫なの？」 
 
    「そこが一番の問題なんですよ。私たちにとっての食べ物というのは純粋なエネルギーの塊です。消化や吸収なんて機能はついていませんから……」 
 
    「それはもう、ただのサンドウィッチではないのね」 
 
    「はい、ただのエネルギーの塊です」 
 
    姿はまったく変わっていない。ただ少し発光している風に見えるそれは、ただのエネルギー。 
 
    自分のサンドウィッチと見比べても、やっぱりサンドウィッチだと思う。 
 
    彼女が説明もそこそこに、そのサンドウィッチを人間のようにほお張って「美味しいっ！」と手足をばたつかせているのを見ると、どんな高尚で理論的な説明を受けてもやっぱりサンドウィッチにしか見えなかった……。 
 
    私も一緒になってサンドウィッチをかじる。 
 
    あんなにも美味しそうに食べているのを見ると、こっちまで美味しいと錯覚してしまう。 
 
    ただの、サンドウィッチ……なのにな。 
 
      
 
    旧校舎の教室の時計がカタンっ。と音を立てて、古びてもかろうじて動く分針を動かした。 
 
    気づけば、昼食休みが終わる時間が迫っていた。 
 
    私はこれから訪れる。いや、自ら引き起こす悲しい出来事に心を囚われる事無く、人生最後の昼食を終えようとしていた。 
 
      
 
      
 
      
 
    「別の人が……いいんじゃないでしょうか？」 
 
    「どうして、そう思うの？」 
 
    「い、いえっ！　特に理由はないですけれど……」 
 
    　なら、軽口を叩かないでほしい。こっちだって必死なんだ。いや、なんだ……。 
 
    　失言だったと思ったのだろうか？　神様はもじもじと、何か言いたそうにしていた。 
 
    　謝るくらいなら、ちゃんと言葉を選べ……。まぁ、いいか。そんなことはどうでも……。 
 
      
 
    ……この食事が終わったら、トモと会う。 
 
    そこで言わなければいけないんだ。 
 
    どんな風に切り出そう？ 
 
    どういえば簡単で、あっさり私を切り捨てて忘れてくれるだろう？ 
 
      
 
    ……どうしたら、トモを泣かせずにすむんだろう？ 
 
      
 
    サンドウィッチの最後の一欠は、そんな考えに毒されて、喉を詰まらせるくらいに不味かった。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    昼休み。私は滅多な事では人の寄り付かない、学校図書館の裏庭へと一人たたずんでいた。 
 
    昼食を取った旧校舎とはまた違う理由で、この裏庭は生徒から嫌われている。 
 
    夏場は、この暑さを凌ぐどころか、金網の向こうにある道路のコンクリートの反射熱と、日陰が一本生える銀杏の影だけという熾烈(しれつ)な環境下である事。 
 
    秋場には大量の銀杏の実が落ちて、冬場は風通しの良い立地に金網フェンスは何の抵抗もなく空っ風を通してしまう。 
 
    「……暑い」 
 
    もちろん独り言だ。 
 
    「へ？　あっ、そ、そうですね！　あついですよね～」 
 
    とか何とか言って汗一つかかず、涼しげな顔で憂(うれ)いている彼女の同調など微塵(みじん)もほしくない。 
 
    そういう私も、ほぼ真上から降りかかる太陽光をかろうじて遮ってくれる銀杏の木の陰に、何とか体を押し込んで、これからのことを思いながら、トモを待っている。 
 
    「これから……、ね」 
 
    なにが、これからなんだろうな。心で自分を笑う。 
 
    ……神様はとても辛そうにしていた。これからのことを考えて。 
 
    ……私よりも、辛そうにしないでよ。 
 
    こんな時まで鉄火面の自分が憎たらしい。 
 
    こんな時くらい、表情がゆがんだっていいようなものなのに。 
 
    痛みは心で止まり、この表情がゆがむ事はない。 
 
      
 
    「あっ、いたいた。チセ！　きたよっ！」 
 
    声のかかったほうを向くと、大きく手を振るトモが見えた。 
 
    その表情にはいつもの笑顔がある。 
 
    この蒸し暑い中、部活用の体操着に着替え、半そでにショートパンツ。そしてなぜかハチマキ。 
 
    風貌(ふうぼう)はいかにも陸上部員。それを抜きにしても元気なトモには軽装が良く似合う。 
 
    ……多分、間違いなくこれから話すことなど想像もしていないのだろう。 
 
    夏に似合うこの綺麗な笑顔を、私は今からぶち壊す。 
 
    二度と私の事で笑わぬように、一生私の事で泣かないように……。 
 
      
 
    「それで話ってなに～？　告白の類なら即ＯＫだよ？」 
 
    そんな能天気な冗談を言いながら、トモは私の元へと走りよってきた。 
 
    あんな言葉のかけ方をした後なのに、屈託(くったく)のない無邪気な笑顔。 
 
    ……もう、心が千切れそうだ。 
 
    それでも、私は悲しむ側じゃない。悲しませる側にいるんだ。 
 
    今の私には泣く事も、これから言う事に痛みを感じることも許されはしない。 
 
    私はそんな決心を改めて結んでから、とうとう言い放った。 
 
      
 
      
 
    「……トモ。あなた私の友達をやめてくれない？」 
 
      
 
      
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    唐突。だったんだと思う。 
 
    私は何の前置きもなく、単刀直入に用件だけを告げた。 
 
    私の声の後を通った、髪を揺らす風が去っていく頃。 
 
    トモの顔から笑顔が消えた。 
 
    言葉をしっかり理解した頃、自分は今、何を言われたのか？ 
 
    分からなかったことを、トモは理解した。 
 
    「……どういう、意味だよ？　冗談でもそういうのって 
 
    「冗談、じゃないわ」 
 
    とっさに苦笑いを浮かべるトモに、私はまた冷たく言い放つ。 
 
    この表情には、一切の優しさも余裕もない冷酷なもの。そう取り繕っているつもり。 
 
    明らかにトモは困惑していた。……無理もない。 
 
    誰だって唐突に、こんな事を言われれば困るに決まっている。 
 
    私の真摯(しんし)な態度が、決して冗談の類では無い事をトモにも痛感させていったんだろう。 
 
    「わ、わたし、何か、悪いことしたっけ？　ごめんっ！　怒らないでっ！」 
 
    トモは苦心に耐えかねて、訳も分からず謝りだした。 
 
    必死になって頭を下げたり、少しも私に憤(いきどお)らないで、両手を合わせてごめんと言う。 
 
    ……謝らないで。そんな風に頭を下げて欲しいわけじゃないの。 
 
    あなたが嫌いだからじゃないの。 
 
    ……好きだから、嫌って欲しいの。 
 
      
 
    「……あなたが悪いわけじゃないの。私が、私が悪いの。……多分」 
 
    頭を下げるトモに、私はそんなあやふやな言葉だけを返す。 
 
    私はそれでも、謝る事を止めないトモから視線をそらしてしまう。 
 
    「嘘よ。冗談に決まってるじゃない」「ごめんなさい。本当はそんな事思ってない」 
 
    ……と、どれだけ言いたかったか。 
 
    口の中が血の味に染まっていく。 
 
    とうとう奥歯に挟んでいた舌から血が滲み出していた。 
 
    その痛みだけが、心を閉ざす最後の鍵になれた。 
 
    痛みとイタミ。 
 
    鉄分の味をかみ締めなければ、口を開いてトモにすがり付いてしまいそうで、私は紅く染まった奥歯の力を更に強めていた。 
 
      
 
    「……なんでだよ」 
 
      
 
    合わせていた両手を力なく下ろして、顔をうつむかせたまま、トモは搾り出すように呟く。 
 
    私も同じようにうつむいてしまいたかったけれど、それは、許される事じゃないと。 
 
    そう決め付けてトモを冷たくただ見つめていた。 
 
      
 
    「なんでだよ急にっ！　チセは、……チセは私のこと嫌いなの！？」 
 
    一気に感情をあらわにトモは叫ぶ。 
 
    私を見るその眼にはうっすらと涙が見えた。 
 
    気がつけば、日陰から出ていた私の体は、太陽の熱すら冷え切らせるほど冷たくなっている。 
 
    「……嫌いじゃないわ。でもね」 
 
    それでも、私は言わなければいけないの。あなたに嫌われなければいけないの。 
 
    こんな冷たい人間だから。こんな我が侭な人間だから。 
 
    当然の報いを受ける身だから。 
 
      
 
    「明日、私は死ぬの」 
 
      
 
    私は短く、簡潔にトモの質問に答えた。 
 
    答えにならないことも、納得いくものでないことを承知で、真実(・・)を、ただ呟いた。 
 
    その言葉にトモはまた呆然としていた。まぁ、とても予想の付く言葉ではないだろう。 
 
    普通なら、馬鹿にされていると思うのが妥当か。 
 
    言われた事などないから、分からないけれど。 
 
    とにかくこれで、トモとは喧嘩別れできるし、会話にも何とか明日死ぬということを挟むことが出来た。これで、一人達成だ。 
 
    ……死ぬほど、イタイ。 
 
    「……なんだよそれ」 
 
    しばらく静かな時間が風と一緒に流れ去って、トモの震えた声が始まった。 
 
    「なんなんだよそれって！？　よくわかんないよっ！！」 
 
    当然の反応だ。 
 
    突然縁を切ろうと言われて理由が「明日死ぬから」じゃ、何がなんだか分からない。 
 
    ただ、それが本当の事なんだ。 
 
    「だから、私は明日死ぬの」 
 
    私がトモを嫌う理由。縁を切らなければいけない理由。 
 
    それは言葉にすればたったそれだけ。 
 
    「あ、し、た、し、ぬ、の」。これだけ。 
 
    伝えたのは、これでトモが泣かないで済む。それが理由。 
 
    「どうしてっ！　明日死ぬって分かるの！？　訳分かんないよぉっ！」 
 
    両手で頭を抱え込んだまま、私にぶつかるように体を預けてきたトモ。 
 
    その手が今度は、私の両肩を掴んで私を見上げたその眼から、一筋涙が零れるのを見た時……。 
 
    私は、自分が明日死ぬ理由を知った気がした。 
 
    こんな涙をトモに流させたのなら……、明日。今にでも死んで当然だ。 
 
      
 
    「トモをっ！　これ以上泣かせたくないの……っ」 
 
    詰め寄ってきたトモを、辛そうに私の肩を震える手で掴むトモを、身を引き裂く思いで両肩を押して引き離した。 
 
    「私はねトモ、あなたが好きよ」 
 
    私はトモの肩に手を置いたまま静かに告げる。 
 
    こんな事を言うつもりはなかったはず。 
 
    だけど私は、トモの涙を見て、平然としていられるほど、人間を辞められてはいなかったらしい。 
 
    「だからあなたを悲しませたくないの。私が明日死ぬことは、私がどうこう出来る事じゃないの。今別れてしまえば、あなたは苦しまずにすむの」 
 
    説得力がないのは分かっている。 
 
    支離滅裂なのも理解している。 
 
    だけど、これ以上私は言葉を持たない。 
 
    これ以上、トモに嘘を突きつける事が出来る強靭な心を持っていない。 
 
      
 
    本当の事なの。本心からの想いなの。 
 
    トモが私の死で泣いてしまったら、私の死は誰かを悲しませるような悲劇なの。 
 
    思い出すたびに苦しくて、寂しくなる……残酷な死なの。 
 
    誰かの心をずっとずっと蝕んでゆく毒のように、人に悲しみを植え付けるような。 
 
    そんな死はごめんだ。私はトモの毒にも足枷にもなりたくないっ。 
 
      
 
    「……なんなんだよっ」 
 
    手を置いた肩からトモの震えが伝わる。声は震えているし、雫となって落ちる涙も見える。 
 
    「何だよそれ、なんだよそれっ！　何なんだよそれぇっ！！」 
 
    トモは私の手を振り払い、泣きながら私を睨みつけた。 
 
    その目には怒りや憎しみの類が見える。 
 
    あぁ……これで、嫌われた。 
 
    少なくとも私のことを、まともとは思ってくれないだろう。 
 
    ……もう、それだけでいいや。 
 
    視線を外して、トモとは反対のほうへと歩き出す。 
 
    ……もう、どうなっても良かった。どうとでもなれだ。 
 
    初めて見たトモの、そんな辛い怒りの表情に、私の心のどこかに大きな穴が開いて、壊れた私は凍りつくような安堵を覚えた。 
 
      
 
    「そんな事で、嫌われると思ってるのかよっ！？」 
 
      
 
    トモは私の背中に声をかけた。 
 
    怒鳴り声とは違う、叫び声とも違う、何かを宣言するときのような声を。 
 
    ……。 
 
    トモは、今なんて言った？ 
 
    振り返って視線をトモへと戻す。 
 
    その眼差しは強く、強く私を見ていた。 
 
    その言葉は震えていたけれど、困惑のまま吐き出してきた言葉よりずっと力強く、悲しくなるくらいの勇気に満ちていた。 
 
    「そんな事……って」 
 
    「そんな事出来ないよっ！　私は泣くよ！　チセが、死んだら、私は泣くよ！　すんごく悲しむよ！」 
 
    「それが、嫌だって……っ」 
 
    「そんなの知らないよっ！　そんな気持ちわかんないよっ！」 
 
    トモは一言一言に、全力だった。 
 
    感情が溢れかえって言葉も上手く選べてない。涙が邪魔して声も上手く出せない。 
 
    それなのに……、言葉を止めない。伝える事を諦めない。 
 
      
 
    「私はチセが好きだよっ。死ぬって決まってたって、好きじゃないといられないんだよぉっ！」 
 
    「……トモ」 
 
    「死んじゃったら、悲しいに、決まってるじゃん……泣くに、決まってる、じゃん……。嫌いになるなんてっ、無理に決まってるじゃんっ！」 
 
    こんな言葉を告げることは、どれほど大変な事なんだろう？　どれほど辛い事なんだろう？ 
 
    溢れ続ける涙を一つ一つ、必死に拭い続けながら、泣きじゃくりで声を壊しながら、それでもトモは言い続ける。 
 
    「嫌だよっ……。チセが好きだよっ、それを止めてなんて、嫌、だよっ！」 
 
    とうとう決意の眼差しが涙で緩み始めていた。そうしてトモは再び私の胸にしがみつく。 
 
    今度は引き剥がされないよう強くしっかり、そして優しく。 
 
    震えるその手で、私の胸を小さく叩いた。 
 
    何度も、弱弱しくもその手を私にぶつけた。 
 
    拳も、気持ちも、想いも、感情も……。 
 
    全部真っ直ぐなままに、私にぶつけてきてくれた。 
 
    「どんなに命が短くても、本当に、明日死んじゃってもっ！　私はチセの友達でいるっ。私はチセを大好きって言い続ける！」 
 
    そう、宣言されてしまった。 
 
    愛し続けると、誓われてしまった。 
 
    こんな言葉……。ホントなら、どれだけ嬉しかったことだろう？ 
 
    涙が流せたなら、どれだけ嬉し涙を流しただろう？ 
 
    こんなにも私を好きでいてくれる人がいる。 
 
    この真実は、明日死ぬという事実があっても抑えきれないほど嬉しかった。 
 
    この子の為にも生きていたかった。 
 
    そんなトモの友人であった事を誇りに思う。 
 
    だからこそ、私はその思いを裏切らなくちゃいけないんだ。 
 
      
 
    「……あなたは知らないだけよ。それがどれだけ苦しい想いか」 
 
    感謝の言葉も、感動の涙も、全てを飲み込んだ私の言葉はとても静かだった。 
 
    死んだ人を愛する事。……それはとても辛いこと。 
 
    大好きだった姉。親友で姉妹で家族で、一つの存在を半分ずつに分けたような存在。 
 
    そんな姉が死んで、大好きだった事を後悔した。 
 
    こんなにも空虚で悲しい思いをするくらいなら、最初から好きになんか、ならなければよかったと……。 
 
    トモにとって私がそんな存在なら、トモも同じように笑顔を失うんだろう。 
 
    そんな事、させない。させたくない。 
 
    トモには、笑っていてほしいんだ……。 
 
    「もう会えないだけじゃない。私の名前、私の好きな物……。私との記憶一つ一つが、これからを生きるトモにとって、苦痛でしかなくなるのよ？　……私を、そんな人間にしないで」 
 
    「……知ってるよ」 
 
    「知らないわ、トモは分かってないっ」 
 
    「知ってるってばぁっ！」 
 
    冷たくトモの肩に置いていた私の手を、悲鳴のような叫びを上げて一緒にトモは振り払った。 
 
    もう涙を拭う事もせず、ただただ言葉と一緒に流し続けて。 
 
    それでも、涙の奥であの眼差しは消えていなかった。切なく、強く悲しんでいた。 
 
    「私は、お母さんがいるもん……」 
 
    「……トモ」 
 
    ……そうだった。トモにも、失った人はいた。 
 
    幼い頃、火事で失った最愛の人が……。 
 
    だけどそれは幼かった頃の事。今になって私を失う。その意味はきっと、違う。 
 
    何より、今までトモの笑顔にはそんな陰りはなかった。 
 
    いつだって真っ直ぐ明るく、元気に生きていた。 
 
    トモの中でお母さんは毒になんかなっていない。苦しめてなんかいない。 
 
    そう思ってきた。 
 
    だからトモにとってあの悲劇は私のそれとは違う。そう勝手に思っていた。思わざる終えないほど、私は弱かった。 
 
      
 
    心のどこかで、トモを軽蔑していた。 
 
    どうして、最愛の人を失って笑えるのかと。 
 
      
 
   

 

 心のどこかで、トモに憧れていた。尊敬していた。 
 
    どうして、そんなに強いのかと。 
 
      
 
    トモは亡くなったお母さんを、一度だって過去形で言わなかった。振り返らなかった。 
 
    トモは今も、悲しい過去と向き合っているから。トモの中で母親は今も残り続けているから。 
 
    ……それはとても辛く、悲しい想い。 
 
    少なくとも私のとっての姉への思いはそう。悲しくて、辛い苦しい思い出。 
 
    だけれど、トモの『想い』はまるで違った。 
 
      
 
    「私のお母さん、死んじゃって、時々悲しいけど、お母さんの前でちゃんと「行ってきます」って言って、「ただいま」って言って、ご飯だって一緒に食べるんだって思って、「いただきます」って言って……」 
 
      
 
    泣きながら、つっかえながらそれでも私に教えてくれる。 
 
    トモの心の中。 
 
    燃え尽きて、小さな灰になっても、トモの心の奥深くにいて、トモと一緒に生きている。お母さんの事を。 
 
      
 
    「返事なんて、ないんだよ？　でも、そうするとさ、ちゃんと笑っていられるんだ。ご飯も、作ってくれる人が違うからさ、おんなじ料理でも、ぜんぜん違う味になっちゃうの。でもさ」 
 
      
 
    ……トモは、ずっと背負って笑っていたんだ。母親を失っても笑顔でい続けてきたんだ。 
 
    その事をいまさら私に教えてくれる。 
 
    何で、気づかなかったんだろう？ 
 
      
 
    「私が当たり前だって、思ってた塩加減も。私のお皿だけ、チャーシュー大きく切ってくれてたチャーハンも……」 
 
      
 
    トモの笑顔は、ただ無邪気で明るいだけじゃない。 
 
      
 
    「少しずつ練習して皆の好みの味を覚えて、私の大好きなものはみんなお母さんの料理で……、「違うな」「美味しくないな」って思うたびに……、お母さんの料理食べたいなぁって思うんだ」 
 
      
 
    笑顔を浮かべるのが難しいくらいの辛い悲しみ。 
 
    それを超えて笑う強さがあって、人を愛する怖さを知っても、人を好きになれる。 
 
    優しい人間なんだ……。 
 
    だから私は、トモの笑顔が好きなんだ。 
 
      
 
    「……それは辛いことではないの？　悲しくはならないの？」 
 
    私は聞いた。トモの心を。初めて聞いた。 
 
    ……親友なのに、なんてひどい奴だ私は。 
 
    「私はお母さんと一緒にいるんだよ、ちゃんとお母さんと生きてるんだよ」 
 
    そう言ってトモは胸に手を置いた。 
 
    どこか誇らしげに。そして懸命に。私に伝えるために。 
 
    「お母さんは死んじゃったけど、私に教えてくれた。私を好きって言ってくれたっ！その想い出は、まだ死んでないっ」 
 
    もう涙でくしゃくしゃになっても、トモは笑っていた。 
 
    私は泣いていないけれど、泣きたいほど痛んでいた心が、救われていく。 
 
    「私、大切なのは、そこにいることじゃないって知ってる。私がお母さんのこと好きだってこと。いなくなったら、なくなっちゃうような想いじゃないっ」 
 
    とても優しく笑いながら、母を想うトモ。 
 
    「これからずっと「お母さんならこうするのに」とか、「お母さんには似合うのにな」とか思っていくんだ。私の人生は、一人で生きているわけじゃないんだよ。たくさん、たくさん、……好き、だからっ……」 
 
    思い出して、涙に暮れて。 
 
    今もかすれ声がとうとう涙に濡れて、私にも届かなくなった。 
 
    何度も袖で涙を拭った。それでも止めようのない涙を拭きとめようと、必死に泣き止まない心を整えている。 
 
    ……そして笑った。 
 
    その笑顔は、やっぱりトモの笑顔だった。 
 
    その笑顔は、私を見てくれている。私のために笑ってくれる。 
 
    「だからっ、チセと会えたこと、チセと色んな楽しいことが出来たこと、チセを想って笑って、悔やんで、泣いて、私がチセを大好きでいられたことっ！　そんな私で生きてゆけるなら、会えなくなることなんて、たいしたことないよっ」 
 
    潤んだ瞳に、力強い勇気を含ませて。 
 
    私の心に向かって、澄んだ思いを通わせて。 
 
    トモは知っているのに。人がいなくなる事は、そんなに軽い事じゃない。 
 
    それでも私を好きでいてくれるという。 
 
    ……敵うはずがない。 
 
    私はトモの、こんな素敵で一番目の前にあった強さを知らなかった。親友失格だ。 
 
    「私がチセを大好きなままでいてあげるからっ！　死んじゃったって、生まれ変わるのを待っててあげるからっ！」 
 
    目じりに残した涙を掬って、少し恥ずかしそうに「へへっ」と笑った。 
 
    その眼は、その笑顔は本物で、私のどんな言葉でもそれを変えることは出来そうもない。 
 
    トモはどこまでいっても私の知っているトモでいるつもりなんだ。 
 
    「重たいわよ……。死んだ人を愛するのは」 
 
    「へっちゃらだよ。私、チセのこと、だいっすきだ、もん。私が笑っていられるのはチセのおかげだもん……。笑わないわけにいかないじゃん。……大好きなんだもん」 
 
      
 
    私はトモの笑顔が好きだ。 
 
    この笑顔に助けられたこともあった。守りたいと思ってきた。 
 
    それでも私はトモを泣かせていた。矛盾したあやふやな我が侭。 
 
    それすらもトモの勇気からすれば、そんなものは風のように軽いため息なんだ。 
 
      
 
    「……あなたなら、本当にやりかねないわね。……馬鹿な子」 
 
    「馬鹿だよ。大好きな人の前じゃみんな、馬鹿みたいに、楽しそうに、笑ってるもん」 
 
    「……ありがとう」 
 
    「ちせっ、チセっ！　チセっ……」 
 
      
 
    私は、負けてしまった。 
 
    トモはこのまま私が死んでもきっと、こんな調子で私を呼んで、泣いて、思い出して……。 
 
    その度に笑ってくれるんだろう。 
 
    それは私が嫌った結末だけれど、私にはそれを覆(くつが)えす勇気はない。 
 
    私と笑った時の事、泣いた時の事、もしかしたら今日の事。全てを忘れないままに背負って生きてしまうんだろう。 
 
    それは、死を覚悟した私以上に勇敢で、ずっと強い想い。 
 
    ……負けて当たり前だ。 
 
    私はトモのようには、生きてゆけなかっただろう。生きていなかったんだろう。 
 
    私より少し小さな体。しっかりと抱きしめられてしまうのに、 
 
    心はずっと強くて優しい、『勇敢者』なんだ……。 
 
      
 
      
 
      
 
    【第六章　～理不尽な決意～】 
 
      
 
      
 
      
 
    あの後、時間があったなら私は、トモをいつまでも抱きしめていたかった。 
 
    死なないなら、どこまででも一緒にいたかった。 
 
    そんな私を私が制して、これ以上トモにすがりつく事を止めると決心した。 
 
    ゆっくりと、肩を抱いていた腕をほどいて、突き放すんじゃなく、自分から後ずさって。 
 
    神様にちょっとした奇跡を、具体的に言えば、強風を起こしてもらってトモの眼を奪った。 
 
    「もう、いくわ。……ごめんね？　トモ」 
 
    そんな言葉一つを残して。 
 
    眼も開けられない強風でトモが私を見失う間に、走った。 
 
      
 
    ――今すぐ離れないと――。 
 
      
 
    優しさに満ちたあの空間は、私の決意を。『死んでも人を泣かせたくない』という気持ちまで柔らかく、ほどいてしまいそうで……。 
 
      
 
    ……トモが遠くで私の名前を呼んでいるのが聞こえた。 
 
    それでも私は戻る事が出来ずに、吐き気と苦痛を堪えながら逃げた。 
 
    誰に見られたか分からないけれど、私はそんなものを気にする余裕もなく、保健室へ駆け込んだ。 
 
    「あなた、顔が真っ青よ？　いったいどうしたの？」 
 
    「……生理痛です」 
 
    かろうじて成り立つ嘘をついたけれど、もう何食わぬ顔で余裕を保つことなど出来なかった。 
 
    「そ、そう……。とにかく横になりなさい。今薬を」 
 
    「結構です……。それでは失礼します」 
 
    よほど私の表情は酷かったのだろう。 
 
    仮病かどうかも確認せず、保険医の先生は私にベッドを貸してくれた。 
 
    もちろん生理痛などではないけれど、そんな事よりずっと痛む物が胸で暴れていたから、体調が悪かったのは紛れもない事実だった。 
 
      
 
    「…………」 
 
    「だいじょうぶ、ですか？」 
 
    「……ええ、何とかね」 
 
    　嘘をついたつもりはない。 
 
    　実際、こうして会話くらいはできる。 
 
    　死にたくなるほど、心だけが、辛い……。 
 
      
 
    しばらくして、鐘が鳴った。 
 
    ほかの鐘よりもテンポの速い鐘が、昼休みの終わりを告げる。 
 
    保険医の先生は、私が午後の授業を休む事を担当の先生に伝えに行ってくれた。 
 
    五時間目が始まる頃には私は、保健室で一人きりだった。 
 
    「…………」 
 
    あんな事を言って、あんな事があった後で、気持ちがとても揺れていた。 
 
    本当に、このまま自分の『理想の死に方』を優先してもいいのだろうか？ 
 
    私はまだ生きている。 
 
    その間だけでも、人を愛して生きてはダメだろうか？ 
 
    今からでも、トモにもう一度私に笑っほしいなんて……。 
 
    ……。 
 
    …………。 
 
    ……ダメだ。 
 
    私にとっての姉のように、心に居座ってはダメなんだ。 
 
    私は一人きりでいい。そういう、生き方をしてきたから……。 
 
    生きてみたい。死んでいたい。 
 
    ……このジレンマを抱えてこそ、私の死には相応しいはずだ。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    大分冷静になった頭を起こせば、五時限目が始まって二十分ほどが経っていた。 
 
    あんなことを言った矢先、トモに合わせる顔があるわけもない。 
 
    教室には帰れない。けれどここにもいられない。 
 
    保健室の先生が帰ってくる前に私は保健室を出た。 
 
    これから、『もう一人』を探さなくちゃいけない。 
 
    条件は、『二人』。 
 
    もう一人。誰かに私は、明日死ぬことを告げなくてはならない。 
 
    もちろん候補者がいるわけじゃない。 
 
    そんな都合のいい相手なんて見つかるわけがない。 
 
    「あと一人……。思い当たらないわ」 
 
    保健室を出て、旧校舎への通り廊下を歩く。 
 
    授業中ならここを通る生徒はまずいないし、ここを覗ける窓を持つ教室も少ない。 
 
    「そう、ですか。でもっ」 
 
    「分かってる。言わなきゃいけないんでしょ？」 
 
    「……はい」 
 
    彼女は、私と同じくらい暗い顔をしている。 
 
    まぁ、あんな光景を見ればそんな気分にもなるだろうが、彼女がそれを押し付けてきたのだ。 
 
    その責任感のようなものも、感じているのかもしれない。 
 
    「心配しないで」 
 
    「……はい」 
 
    私は二重の意味で彼女に微笑んで見せた。 
 
    ……トモとの別れ方は、思えばある種の理想形だったと思う。 
 
    普通に考えて、あんな会話成り立つものではない。 
 
    そんな内容でも会話が成立して、私が折れた側だったけれど、どちらもある程度納得した上で会話を終えられたなら、成功と言えなくもない。 
 
    結局トモには泣かれて、それでも彼女は私を友人だと言ってくれた。 
 
    私は彼女からいなくなれはしなかった。 
 
    それが何よりも辛くて、嬉しくて。 
 
    死にたくないとさえ思ってしまう。 
 
    「あと一人、です。……頑張りましょう」 
 
    「……ええ」 
 
    その笑顔が、とても窮屈(きゅうくつ)に取り繕った偽りの笑顔だということ。 
 
    「頑張って」という言葉が本心ではなく嘘であること。 
 
    ……私は何をしているんだろう？ 
 
    そんな事を考えてでは、私はそんな優しさに、小さく返事をする事しか出来なかった。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「姉の、こと？　何を突然……」 
 
    「で、ですからっ！　お姉さんのことを思えば、少しは気が楽になるかなと！」 
 
    「……はぁ」 
 
    　何を言い出すんだろう？　というのが、素直な感想だ。 
 
    　神様は、たぶん、励ましを、くれているのだと、思う……。 
 
    　酷く、見当違いな方法で……。 
 
    「ほ、ほらっ！　きっといいことありますよ！　だってその～？　げ、元気な人！　じゃないかな～？　って、思うの、ですが……」 
 
    「…………」 
 
    「あ、あの……怖いです、千歳さん……」 
 
    「勝手に決めつけないで。ったく、知りもしないで……」 
 
    　軽くデコピンをくらわして、顔面凝視の刑から神様を解放する。 
 
    「イテテ」とでこを気にする彼女は、それでも、私を気にしてくれているんだろう。 
 
    「……姉は、元気な人だった、わよ」 
 
    「……本当、ですか？」 
 
    「ええ、とってもね。体は病弱なのに、明るくて、元気で前向きで。……絵に描いたような、素敵な人だった……」 
 
      
 
    　そんな風に、思っていたのか。私は……。 
 
    　彼女。私の姉・塔家志月（とうけ　しづき）は、それはもう……すごい、人だった……。 
 
    「そうね。例えば、あなたは犬……。知ってるわよね？」 
 
    「知ってます！　あの可愛らしいもふもふですよね～♪」 
 
    「そう。昔、飼っていたって、言ったわよね。その犬の名前を付けた時が……ふふっ。おかし、かったの……っ」 
 
    「…………」 
 
    「な、なに？　そんな深刻な顔して……」 
 
    「い、いえ……別に……」 
 
    「？？？」 
 
    　なんだか、変な地雷でも踏んだのかしら？ 
 
    「そ、そのエピソードよりっ！　何か他のことを！」 
 
    「そ、そう……。なら……水族館が好きだったのは、よく覚えている。イルカでも、マグロでもなく、イソギンチャクが、好きだった」 
 
    「な、なぜでしょう？　あのぐにゃぐにゃした奴ですよね？」 
 
    「何と言うか、へんなのが、いいんだって言ってたわ。「イソギンチャクのぬいぐるみはないのかーーー！！！」って、店員さんを困らせてた。そんなの、ゆるキャラみたいにしないと、ありえないでしょう？　それなのにっ……。あっ……」 
 
    　お、思わず話し込んでしまった。 
 
    　神様も、とても関心を持っているみたいだが、今はそれどころじゃないんだった……。 
 
    「おほん。とにかく、そういう人よ。もういいでしょう？」 
 
    　元気なら、多少なら出た。一呼吸おいて、私はまた考えるふりをして、彼女の視線をそらす。 
 
    「…………」 
 
    「…………」 
 
    「……なによ？」 
 
    「いえ。素敵な、家族だったんですね」 
 
    「……まだ、朝のこと、気にしてるの？」 
 
    「……おこがましいですよねっ。人様の家庭環境なんて、私が突っ込んでいい話じゃないのは、分かってるんです……でも」 
 
    　それっきり、彼女は話さなくなった。どういうわけか、私以上に私の家庭のことを気にしているようだ。 
 
    　どうしてなのかはわからないが、円満であってほしい。あっただろうと、そう願っているようだった。 
 
    「はぁ、分かるでしょ？　そんなに元気な姉がいて、それに引っ付いて歩く私がいて、それにおじいちゃんも、愛犬もいたの。普通に考えたら、…………」 
 
    「？　千歳さん？」 
 
    　そう。とても仲が良かった。少なくとも、姉が死ぬまでは、上っ面だけの関係なんかじゃなかったんだ。 
 
    　水族館にも、ラスクの散歩にも、休日は家族で行ったんだ。どこにでも。どこへだって……。 
 
    「…………」 
 
    　そう思ったら、父と母が少し恋しくなった。 
 
    　ほんの少しだけ、もう一度、逢いたくなった。 
 
    「それが、千歳さんの想い、なんですね……」 
 
    「何も言ってないじゃない。心でも読めるの？」 
 
    冗談口調で言った。彼女も、「いいえ」と笑って返した。 
 
    「……そういえば、あなたには家族っていう概念の存在って、いるの？」 
 
    「え？　あ、あぁ……その～……そういう話は、ちょっとＮＧでして……」 
 
    　あ、学習した。せっかくまた禁足事項を聞き出せると思ったのに……。 
 
    「……でも、親しい人は、いましたよ」 
 
    「それは、言ってもいい立場の人、なの？」 
 
    「まぁ、天界人ではないですね」 
 
    「天界人……。そういう呼称なのねあなたたち」 
 
    「すみません忘れてくださいお願いします」 
 
    「……本当にあなたは。……ありがとう」 
 
    「え？」 
 
    彼女が下げた頭。美しい金髪を、私はそっと撫でた。 
 
    　ゆっくりとあげた顔もそのままに、私は頭を撫で続ける。 
 
    「元気、出たわ。だから、お礼よ」 
 
    「……千歳、さん」 
 
    「ん？　……！？　ど、どうして泣いてるの！？　そ、そんなに嫌だったの？」 
 
    「ち、違い、ます……。ただ、嬉しくて……っ」 
 
    　な、なんで撫でられるのがそんなに……！　……そう、聞き返せないような、うれし涙だった。 
 
    　何かを思い出すような、そして、愛してくれているような。そんな、泣き笑いをしていた。 
 
    「イヤじゃないなら、もう少し、撫でていてもいい？」 
 
    「はい……お願いします……」 
 
    　笑顔で泣いている彼女の髪は、私までどこか嬉しくさせるようになびき、本当の力を、私に与える神様のような、そんな喜びを与えてくれた……。 
 
      
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    五時間目が終わり、すでに私が仮病だったと。少なくとも無断で保健室を出て行ったことが明白になり、六時間目前の休み時間には校内放送で呼び出された。 
 
    もちろん私はそんなものは無視した。 
 
    けれど知っている人は、この旧校舎に頻繁に出入りしている私の事を知っているだろうし、あれこれ考えた結果、さっきの銀杏の木に体をもたれ、時間をつぶしながら、あてのない最後の一人の候補者を考えていた。 
 
      
 
    あと一人。誰かにこの事を話さなければならない。 
 
    ……考えたが、元より友人が少なくて、いたとしても、こんなことを口走れる相手など、まるで想像できなかった。 
 
    ほとんどの人間が、「あなた……頭大丈夫？」という反応を返すのがオチだ。 
 
    それで済むならそれでもいいけれど、そうではないのだろう。 
 
    そんな予想が、心に張り付いている。 
 
    「もう、午後の三時過ぎ、ね」 
 
    「……そう、ですね」 
 
    彼女の表情の曇り具合を見ても、そう簡単なものじゃないんだろう。 
 
    相手に現状をしっかり理解してもらわなければいけないのだろう。 
 
    トモは、『死んでも』友達でいてくれると言ってくれた。 
 
    「明日私は死ぬ」という言葉を信じてくれたという事。 
 
    それが、おそらく条件。 
 
    だから彼女は今も表情を曇らせたまま、私の行動に変化がないことに焦りを抱いているように見える。 
 
    そして私も、「私は明日死ぬんです！」と、校内アナウンスでも何でも使って告げないでいる。 
 
    それが正解だからこそ、私も、神様も焦っている。 
 
      
 
    もうすぐ六時間目の終わりを告げるチャイムが鳴る。 
 
    終わる時間は午後三時十分。 
 
    私が寿命を告げられたのが、昨日の午後十時過ぎ。 
 
    正確な時刻は分からないままだが、あと七時間あるかないか……。 
 
    「……結局、あまり変わり映えのしない一日で終わりそう」 
 
    そんな何気ない独り言。神様にも返事を求めないほんとの独り言。 
 
    その言葉に返事を返してきたのは、神様ではなかった。 
 
    「そんなことないでしょうっ」 
 
    「…………」 
 
    突然の来訪者に呆ける私を置いて、彼女は続ける。 
 
    「こんなところでズル休み？　優等生は気楽でいいわね」 
 
    「水城、さん」 
 
    かろうじて平然を装って、来訪者の名前を呼んだ。 
 
    彼女のかわりに声をかけようとしていた神様は、私と同じくその声に驚き、あわてて私の後ろへと隠れてしまった。 
 
    姿は見えないのだから逃げなくてもいいのに……。 
 
    「言い訳くらい言ったらどう？　塔家千歳さん」 
 
    明らかに敵意を向けた物言い。 
 
    わざわざフルネームで呼んだのも、その表情が隠れきれず、怒りをあらわにしているのもそのせいだろう。 
 
    「……そうね。ちょっと体調が悪くてね。六時間目には間に合わなくて、暇をもてあましていたのよ。水城真由さん」 
 
    そんな彼女を掻きたてるように、私も彼女の事を少し、怒りを混ぜてフルネームで呼んだ。 
 
    案の定、彼女の怒りには油が注がれたようだ。 
 
    だからこそ単刀直入に私への怒りを口にしたのだろう。 
 
    「あなた、友恵さんを泣かせたわね」 
 
    「……盗み聞きなんて感心しないわ」 
 
    言い訳を求められたのはズル休みのことではなく……トモの事だった。 
 
    平然を装ってはいるが、内心はとても取り乱している。その事を言われるとは、思っていなかった。 
 
    ……失態だ。あんな場面を見られたのか。どう説明しようかと、考える。 
 
    しかし、水城真由が自分からその問題を解消してくれた。 
 
    そして……。 
 
    「盗み聞きじゃないわ。あなたとの用事といって別れた後、教室に来た時には涙で眼を腫らしていた。何があったと聞けば、何も喋れずにただ……」 
 
    そして彼女は押し黙る。怒りと、とても酷く悲しみをにじませて私を睨んだまま。 
 
    「……ただ？」 
 
    口をぎゅっとかみ締めながら、怒りに震える声で水城真由は告げた。 
 
      
 
    「……「チセ」。そう呟くのだけ、聞き取れたわ……」 
 
      
 
    「…………そう」 
 
    その事実は、未だ回復しきっていない私の精神に更なる痛みをもたらした。 
 
    あの後もトモは泣いていた……。私を呼んで、泣いていたんだ……。 
 
    当然……。と、言われればそれっきりだ。だけど私は無自覚のうちにまたトモを泣かせていた。 
 
    ギシギシ、心が軋む音がする。 
 
    ふらついたのは頭だけだったのを視界がぐらつかなかった事で知った。 
 
      
 
    ……死んでしまいたい。 
 
      
 
    こんな酷い人間、死んでしまえばいい。 
 
      
 
    冷たく、惨めに砕けた心の欠片達が、私に囁く。 
 
      
 
    そんな、そんな事実を私に告げに来た水城真由。 
 
      
 
    そんな彼女を、相手に選べと。 
 
    さっさと、死ぬ用意をしろと。 
 
      
 
    冷たいくせに、やたらと優しげに心たちは囁く。 
 
      
 
    彼女なら、私が死んでもなんとも思わないだろう？ 
 
    嫌っていると、公言しているようなものだろう？ 
 
      
 
    むしろ心のどこかで、喜びに似た感情を抱くかもしれないぞ？ 
 
      
 
    そんな言い訳すら、私に用意してくれる。 
 
    このまま彼女を怒らせて、話してしまえと言う。 
 
      
 
    「塔家千歳っ！　友恵さんに、彼女に何をした！？」 
 
      
 
    彼女の叫んだ声で、ふと意識が戻る。 
 
    まるでドラマや映画のような、毅然(きぜん)とした言い回しで私を指差した水城真由。 
 
    彼女の指と睨みつける眼が私を貫く。 
 
    その剣幕は凛々しい上に物物しく、普通の姿勢であればたじろいだだろう。 
 
    だけど今の私は、たじろかない。別の事を堪える事で必死だった。 
 
    トモを泣かせた事。その実感は胃の中の物を逆流させるほど強烈に響いていた。 
 
    それを堪えて、表情一つ変えずに私は言う。 
 
    私は死を覚悟した。私は死ぬために声を出す。 
 
    「あなたには関係のない事でしょう？」 
 
    「……っ！　ないわけ、ないでしょうっ！」 
 
    冷めた返事は彼女の逆鱗(げきりん)に触れ、水城真由は中途半端に長い髪を振り乱しながら叫ぶ。 
 
    「あの人が泣いていて、私がそれを見たら、……悲しいに決まってるじゃないっ！あんなに元気な人なのにあなたのせいで泣いていたら、許せないじゃない！」 
 
    その主張は少し自己意識に偏っている気がするが、確かに正論だ。 
 
    それほど水城真由はトモを好きでいるんだろう。 
 
    「あなたはいつもそうよ。いつでも私の上にいる。勉強も、友恵さんのことも、気づけば私は追いかけてばかりっ！」 
 
    「それももう……終わりよ」 
 
    彼女の告白を簡単に制してそんな言葉から、彼女への切り出しとした。 
 
    「……どういう意味、よ？」 
 
    意に介しない返事に少し戸惑いながら、彼女は聞き返す。 
 
    もし本当に盗み聞ぎしていたのなら、ある程度予想できたはず。 
 
    おそらく本当に話を終えた後の、泣いていたトモの様子だけを見て、私を探し回っていたんだろう。 
 
      
 
    それほどトモが好きなら……。 
 
      
 
    「私はね、明日死ぬの。……神様に、そう言われたわ。だからあの子には伝えなきゃと思ってね」 
 
      
 
    あなたにくれてあげる。 
 
    私が死んだ後のトモを、あなたにあげるわ。 
 
      
 
    その代わり。絶対に泣かせないで。私の事をあなたで埋めてあげて。 
 
      
 
    お願い。 
 
    私の願いなんて届くわけもないけれど。 
 
      
 
    ……やはり、私は死ぬべきだ。 
 
    心は悪魔そのもので、こんな場面になっても私の後釜をトモが見つけられるかもしれない。 
 
    その事にさえ、喜びを感じてしまっているのだから……。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    水城真由の、何を言っているんだろう？　という表情。 
 
    それに構わず、私は話を続ける。 
 
    死ぬべき人間が死ぬために……。 
 
    「あの子が友達のままだったら、あの子は私を忘れてくれないじゃない。一生思い出して笑ったり悔やんだり、泣いたりするの。そんなあの子を縛り付けるようなこと。私には出来ないの」 
 
    「それで、あの人を泣かせたの！？　ふざけないで！　……馬鹿みたいっ！」 
 
    吐き捨てるように水城真由は言い放った。 
 
    まったくもって同意見だ。自分もそう思う。……当事者でなければ。 
 
    あの子が泣いたり笑ったりする理由が、自分でなければ。 
 
    「……そうね。本当に馬鹿みたいな話。でもそう決まってるみたいなの。ごめんなさいね」 
 
    「謝るのは、私じゃなくてあの人でしょうっ！　厚技矢友恵さんっ！　彼女でしょうっ！？」 
 
    私の謝罪の言葉も、今の水城真由にとっては苛立ちを蒸し返すだけのようだ。 
 
    水城真由の激情はさらに激しさを増して、突き刺すその指が本当に私に触れるくらいまで接近してきた。 
 
    「あの人はね、あなたが死んだらどんな理由があっても泣いてしまうわ。一生悔やんで、悲しんで、二度と、……笑ってくれなくなるかもしれない」 
 
    「だから、別れたのよ。もう私を忘れてしまえるように」 
 
    そう。だからこんな苦痛を負ってでも、トモに話したのだ。別れたかったのだ。 
 
    それで断ち切れるのなら、と思ったから。 
 
      
 
    「忘れられるわけないでしょう！？」 
 
      
 
    彼女はここに来てから、一番の大声で叫んだ。 
 
    その言葉は怒りと、強い嫉妬に満ちていた。 
 
    「あんなに強くて元気な友恵さんを泣かせるのは、あなたくらいなのよっ！　それなのにっ、あの人を泣かせて……いなくなるなんて許さないっ！」 
 
    彼女が私に向けた指先はわなわなと震えていた。 
 
    自分ではトモを泣かせる事も出来ない。そんな嫉妬を抱いた叫び。その不甲斐なさと、私への嫉妬。トモに愛される者への嫉妬。 
 
    これはこれで、私が受け止めなければいけないものなのだろうか？ 
 
    「……あの人は笑うわ。いつでも……。でもね、一番笑っているのはあなたのそばにいる時。あなたの命がどうなろうと、私の知ったことじゃないわ。……でもね」 
 
    嫉妬、怒り、悔しさ……。 
 
    あらゆる感情に揺れ動く視線と心を彼女らしく真っ直ぐにして私を睨み直す。 
 
    「これ以上あの人を悲しませたら、私はあなたを許さないっ！」 
 
    静かな言葉だった。激情も苛立ちもなく、声は響いた。 
 
    その眼差しはとても強い決意を帯びて、私を震え上がらせる。 
 
    水城真由は、そこまでトモの事を想っているのだ。 
 
    自分が理由でなくても、トモに笑顔でいて欲しいと願うのだ。 
 
    私はこれ以上、水城真由にぶつける言葉を見つけられずにいた。 
 
    その怒りも嫉妬も、トモに対する想いも、真っ直ぐな気持ちだったから。 
 
    姿形は違っていても、私に見せてくれたトモの勇気に、彼女のそれはそっくりだったから。 
 
    生きていろと、言ってくるから。 
 
    「あなたは明日死ぬ？　冗談も大概(たいがい)にしなさい！　そんな気まぐれで、友恵さんがあなたを見切るとでも思っていたの？　馬鹿じゃないのっ！？」 
 
    「……なら、あなたならどうするというの？」 
 
    彼女の決意は、弱い私に受け止められるものじゃなかった。 
 
    私は卑怯と知りつつ、彼女の想いに答えられない代わりに、そんな質問をした。 
 
    「明日死ぬと言われて、それがもう疑う余地もなく確実なもので、トモを泣かせたくないとしたら、あなたならトモになんて言葉をかけたと思う？」 
 
    「……そんなの、分からないわ」 
 
    私の変わらぬ口調と、一般論からずれ続けている会話の内容は、激情している水城真由にも何かを感じさせられたんだろう。 
 
    私の今の状態が、ただの愚論(ぐろん)では済まされない何かであることを感じてくれたようだ。 
 
    「そうでしょうね。私も、こんな方法が正しかったなんて思えない。……トモは泣いていたのだから」 
 
    少しの静寂。私は目の前の水城真由の事を忘れて後悔していた。 
 
    そうでもしなければ、今の水城真由に対峙することが出来なかった。 
 
    もう一度、水城真由に目を向ける。全てを諦めたつもりだ。 
 
    もう煮るなり焼くなり好きにしていい。 
 
      
 
    「……はぁ」 
 
    ……と、小さくため息をついたのは、水城真由だった。 
 
    顔を下に向けて、呆れながら、水城真由は言葉をつづけた。 
 
    「あなたの、……その明日寿命を迎えるというのを、百歩譲って信じてもいいわ」 
 
    私がただいたずらにトモを泣かせたわけではない。たとえその理由がとても信じるに値しない内容でも。 
 
    そんな一定の理解をくれたのか、その言葉には一方的な怒りや憎しみは薄れていた。 
 
    それでも彼女の正論にブレはない。 
 
    「でもね、そうであったとしても、私はあなたを許せない」 
 
    地面へと移していた視線を改めて向きなおす。私を貫くような指先は降ろしてくれたけれど。 
 
    「どうして、最後まで一緒にいようとしないの？　何でもう友恵さんのそばを離れて、勝手に一人で達観(たっかん)して、後悔してるのよ？」 
 
    口調からも責め立てる様な姿勢は消えかけていた。 
 
    代わりに見えてくるのは、ただただ疑問。 
 
    水城真由は、決定的なところで私の行動は理解できないようだ。 
 
    いや……。 
 
    「あなた。逃げてるだけじゃない。友恵さんと別れてしまう事からも、友恵さんが泣いていた事からも逃げて、今こうしてただぼんやりズル休みをして過ごしてる」 
 
    彼女の言葉はどこまでも正しかった。私が間違っているんだ。 
 
    ……だけど。 
 
    ……だったら。 
 
      
 
    だったらどうすればよかったんだ？ 
 
      
 
    「これ以上、何をすればいいというのよ？　これ以上喜びを与えても、すぐにそれを喪失(そうしつ)してしまうのなら、彼女にはもう一切を与えるべきじゃない。そうは思わないの？」 
 
    私はそんな苛立ちの矛先と、その答えを彼女に欲していた。 
 
    しかし彼女はそれをも見抜くように言う。 
 
      
 
    「それが、逃げてるって言ってるのよっ！」 
 
      
 
    業(ごう)を煮やしたように、冷たく、激しく言い放たれる。 
 
    私はその言葉に殴られたように、後ろに気圧(けお)された。 
 
    「別れるから……、会えなくなるから冷たくするの！？　友恵さんが泣きながら探していたあなたは、そんな人間だったの！？　なら、天罰が下って死んでもおかしくないわねっ！」 
 
    そう鼻で笑われる。 
 
    今度こそ、何も言い返せない……。 
 
    悔しいけれど、その通りだ。 
 
      
 
    私は逃げているのだ。元々、逃げていたんだ。 
 
    そもそも、死ぬと言われて「はいそうですか」と、あっさり認めた辺りから。いやもっと……、以前から……。 
 
    生きる事から、逃げ続けてきたのかもしれない。 
 
    私はさっき水城真由に聞いた。 
 
    「なら、あなたならどうするというの？」と。 
 
    私には水城真由ならどうするのかなんて、想像もできない。 
 
    それはつまり、考えていなかったということ。 
 
    正しいと感じていなかったのなら、「こうすればいいのだろうか？」「ああすればいいんじゃないか？」と考えてもよかったはず。もっと懸命にこの事態に向き合えたはず。 
 
    私が死ぬことで、トモが悲しむ。 
 
    その一念だけを想って、ここまで必死になる水城真由なら、もっともっと真剣に、懸命に良い方向へと向かおうとしたはず。 
 
    ……私は、しなかった。 
 
    「友恵さんは、あなたの事を最後まで思い続けるでしょう。私が、あなたが何をしたってきっとそれは変わらない。なら、最後の瞬間まで好きでいさせてあげなさいよ。好きでいてあげなさいよっ……！」 
 
    最後の言葉はまるでお願いをするかのように、声が酷くかすれていた。 
 
    不本意だけど、お願いだから。……と。 
 
    うつむいてしまっていた顔を上げれば、水城真由は私と同じくらい辛そうに表情を歪めていた。こぶしを強く握り締めていて、口元がぎゅっと噛み締められている。 
 
    お互い、酷い顔をしてるんだろうな。 
 
    どこかで、彼女を笑った。 
 
    それは嘲笑でも失笑でもない。似たもの同士だなって、どこかで思った。 
 
    「……私に、その資格はあるのかしら？」 
 
    私は再度、水城真由に問いかける。 
 
    答えが欲しい。あなたから。 
 
    それに私は応え切れるのか、私が応えていいのか。私には分からない。 
 
    こんなにあれこれと逃げ続けてきた人間に。トモを裏切った悪人に。 
 
    私はまだ愛し、愛される事は、許されることなのだろうか？ 
 
      
 
    ……答えたのは、水城真由じゃなかった。 
 
    その答えのある場所を教えてくれたのは、水城真由だったけれど。 
 
    「……あるんじゃない？　今もこうして友恵さんは……。あなたを、探しているのだから」 
 
    「……っ？　……トモっ！？」 
 
    水城真由は視線を私の後ろへと向ける。 
 
    振り返ると、水城真由が通ったグラウンドの方角の反対。学校の一番隅の細い校舎とフェンスの通路から出てきて、あたりを見回していたトモがいた。 
 
    少し遠目からでも分かるほど、涙でぐしゃぐしゃになった顔は、私を見つけて一瞬笑って……、 
 
    「……チセ！　チセッ、チセッ！　チセッッ！！！」 
 
    すぐに泣きだして、私へと走り出した。 
 
    「……トモ。ごめんなさいっ！　ごめんなさい……っ」 
 
    崩れるようにすがり付いてきたトモを、私は両手でしっかりと抱きしめた。 
 
    ずっと、私を探していたんだろう。幾重にも流れた涙の痕。靴の汚れ。服の乱れ……。 
 
    トモはあれからずっと、私を探し回っていたんだろう……。 
 
    私は全てを忘れて必死に彼女を抱きしめた。 
 
    それ以外、するべきことなんて考え付かなかった。 
 
    「ごめんなさいっ。トモっ」 
 
    「チセッ……。チセッ！　チセェッ！」 
 
    決して私から離れようとしないトモが流す涙を、私は何度も拭った。 
 
    もうこんなにも泣いてしまっていた。それでも今流れている涙を止めてあげたい。 
 
    最後は自分からトモの顔を胸に抱いた。それに応じるようにトモもしっかりと私の背中に手を回す。 
 
    「……あなたの言う、寿命云々を信じるつもりはないわ。でも、泣かせてしまった事実があるなら、時間の限り友恵さんに付き合ってあげる事ね」 
 
    私にだけ届くように。もしかしたら、精一杯声を張ったつもりなのかもしれない。 
 
    水城真由の呟きは、かろうじて風に消されることなく私にだけ届いた。 
 
    それだけ言って、水城真由はその場で踵を返した。 
 
    彼女にとってここはもう。いえ、始めから、居心地のいい場所ではなかったから。 
 
    「待って！」 
 
    そんな彼女を、私は引き止めた。 
 
    理由は分からない。私にも。 
 
    でも、彼女にはまだ何かを言わなければいけない気がした。 
 
    「……どうせなら、三人で帰らない？　どうしても、少しだけは感謝したいの」 
 
    ……そうか。 
 
    感謝、したいのか。 
 
    「ありがとう」と、言いたいのか。 
 
    気持ちが固まる前に言葉になって、それから初めて私は、私の気持ちを理解した。 
 
    水城真由は鏡だ。きっと私もそんな顔をしているんだろう。 
 
    泣きそうで、何かに今すぐすがりたくて仕方がない。 
 
    そんな表情をきっと私たちは見交わしている。 
 
    その目線を切って、水城真由は。 
 
    「……今、あなたと友恵さんを二人きりにはさせたくない。それだけよ」 
 
    素直じゃない。そんな裏返しのＯＫをくれた。 
 
    「……ありがとう」 
 
    私はトモを支えるようにして立ち上がらせて、すすり泣くトモに言った。 
 
    「もう、大丈夫よ」 
 
    私にも、何が大丈夫なのか分からないけれど、トモはその返事に顔を向けて、泣きながら笑ってくれた。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    そうして私たち三人は、道があうまでは一緒に帰る事となった。 
 
    トモも水城真由も無断で部活を休む羽目になったけれど、愚痴をこぼす水城真由も、何も言わずひたすら私にしがみついているトモも、そんな事を本心から気にしてはいなかった。 
 
    「……トモ。もう」 
 
    「やだっ！　チセと離れたくないよっ！」 
 
    トモは下校中もずっと、決して私から離れようとしなかった。 
 
    頑(かたく)なに私の腕にしがみついて、時折泣いたり笑ったりと、せわしなく私を慕ってくれた。 
 
    「トモはもう……こっちじゃない。……お願い」 
 
    「嫌だっ！　チセと一緒にいる！　離れたくない！」 
 
    そう必死になってしがみつくトモを、私は引き離せずにいた。 
 
    もちろん力でどうこうすれば、どうにでもなった。 
 
    けれど、これ以上トモを傷つける勇気を私は持ち合わせていなかった。 
 
    「…………トモ」 
 
    私の手を抱きしめるトモは、かすかに震えていた。 
 
    こうなるまで怯えさせたのは、やはり私なんだと思うと、この手はトモを抱かれていていいのか悪いのか、分からない……。 
 
    もう一方の手は抱くでも退けるでもなく、ただトモの肩に乗っていた。 
 
    どうにもならない私たちに救いの手を差し伸べたのは、私が目配せして助けを求めようとした神様ではなく、意外な事に水城真由だった。 
 
    「友恵さん。心配しないで」 
 
    「……ふぇっ？」 
 
    私には見せたことのない、想像からして相当珍しい水城真由の、優しい笑顔。 
 
    トモに向けられていたものだったけれど、私はかなりびっくりした。 
 
    驚いたのはトモも同じだったようで、やはり相当珍しい笑顔なのだろう。 
 
    「千歳さんには、もう馬鹿な事を言わないよう、ちゃんと説得してから帰らせます。だから今日はちゃんと休みなさい。明日も千歳さんはあなたに会うわ」 
 
    「……ほんと？」 
 
    「ええ、絶対です」 
 
    ……勝手に約束しないでほしい。私はもう半日持たずに死んでしまうんだ。 
 
    明日なんて、……来るわけないじゃない。 
 
    もう、取り返しは付かないだろう。 
 
    心でどう思おうとも、私は条件を満たしてしまった。 
 
      
 
    『神様の監視』 
 
    『複数の他人にこの事実を話し、信じさせる』 
 
      
 
    この二つをとうとう私は満たしてしまったのだ。 
 
    そもそも、どう足掻いても私の寿命はあの時告げられた、この一日だけなのだろう。 
 
    神様は言った。「二十四時間をどう過ごそうと自由だ」「孤独に死ぬためには私に従うように」と。 
 
    「……チセ」 
 
    「…………頑張って、みるわ」 
 
    それでも、私はその希望のない泥の助け舟に乗って、トモの頭を撫でてやるくらいしか出来なかった。 
 
    トモは何とかそれで納得したのか。一人トボトボと帰路に着いた。 
 
    足の速いトモには信じられないほど、その足取りは重たくて。何度もこっちを向いては手を振っていた。 
 
    そんなトモが見えなくなった頃。 
 
    残されたのは私と水城真由。昨日以前だったら考えられない帰り道。 
 
    お互い、トモが見えなくなるまで、そこを動かなかった。 
 
    見えなくなった後も、しばらく動けなかった。 
 
    そんな硬直した空気を先に動かしたのは……私。 
 
    「あなたには、助けられたわ」 
 
    それは率直で、素直な言葉。 
 
    さっきのトモの説得も含め、思いもがけず、彼女には助けられてばかりだ。 
 
    「私は何もしてないわ」 
 
    そんな短い言葉だけの会話。それで十分だったのかもしれない。 
 
    それをきっかけにして、私たちは歩き出した……。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    私はまた、失敗をしていたんだ。水城真由を見ていて、そう思った。 
 
    もし今日、私が最後までトモから逃げ続けたなら、トモがこのまま私と会えずに私が死んでしまったら、間違いなく後悔しただろう。 
 
    このままでトモが泣かないわけがない。 
 
    だけど、逃げ続けていても同じ事だったろう。 
 
    トモが泣く運命。人を悲しませる死。 
 
    どうやっても私はそこから抜け出せずにいる。 
 
      
 
    「あなた個人が死ぬと決めたなら、死んだつもりになりなさい」 
 
    「……え？」 
 
    突然発せられた言葉。 
 
    気づいてみれば、さっきの優しい笑顔などどこ吹く風。放課後に私を睨み付けた時と同じように、真剣で真っ直ぐな視線が、私を貫いていた。 
 
    「それ以後は、あの人の為に生きなさい。たとえ死ぬと決まっていても……。抗いなさい」 
 
    「それは、私に生きろというの？　運命にも逆らって」 
 
    正面に向き合って、その途方もない考えに刃向かおうとする。 
 
    私だって、こうまで現状が複雑になってしまったら。……いや、多分、もっとシンプルな思考で思う。 
 
      
 
    ……生きていたいと。 
 
      
 
    でも、それが叶わないからこそ、こうまで必死になっているんだ。 
 
    水城真由は、彼女なりに私の現状を理解しているつもりなのだろうが、まさか神様がすぐそばにいるとは思わないだろう。今だって私のすぐ後ろを歩いているんだ。 
 
    私たちと同じように、悲しげな顔で。 
 
    「そうよ。もちろんあなたのためじゃないわ。友恵さんのために生きろと言っているの」 
 
    「……ずいぶん、壮大な我が侭ね」 
 
    他人の命を全て人へ。それも、一切を他人のために使え。親の教育理論にしても大げさだ。 
 
    しかし彼女は、そんな事を何とも思わないようだ。 
 
    「我が侭なのはあなたじゃない。あれだけ友恵さんに愛されてるのに、勝手に死ぬなんて許せないわ」 
 
    傲慢(ごうまん)な我が侭をそこまで言って、視線を前にして歩き出す。 
 
    私もその歩調に合わせて、一言。ポツリと呟いた。 
 
    「……好きなのね」 
 
    「ひっ！　べ、別にっ！　私はそういう対象で友恵さんを見ていたつもりはありませんっ！」 
 
    水城真由は、お化けかなにかに首筋を冷やされたのか、全身を震わせて慄(おのの)いた。 
 
    振り返って大げさに手を振り回してジェスチャーで否定するけれど……。 
 
    「……誰も、「トモを」。……とは言っていないわ」 
 
    「ぐっ、……ぐぐぐっ」 
 
    私は少しおどけて言った。揚げ足取りは得意だ。 
 
    背中に背負った夕焼け以外の赤さを頬にまとって戸惑うその表情は、どうにも可笑しくて。 
 
    「ふふっ、可笑しな人」 
 
    素直に笑って、そのまま言葉になってしまった。 
 
    「～～～～～～～っ！！！」 
 
    「ちょ、ちょっと、叩かないでよっ……」 
 
    恥ずかしさが頂点に達したのか、もう彼女はその真っ赤な顔を隠す事もせず、鞄を持ったままにその手をぐるぐると回して私を叩く。 
 
    意外と痛くないのは、それなりに彼女が手加減をしているからだろう。 
 
    腕が何周かして、何度か私を叩いてから、力なく回転が止まって。 
 
    「あなたなんかっ！　……」 
 
    「あなたなんか、……何？」 
 
    真っ赤で少し泣きそうに歪んだ顔をした水城真由に、私は微笑んで聞いた。 
 
    「死なせたりなんか、させないわっ！　……友恵さんが笑顔を失ったら、私だって、笑う事なんて出来ないもの……」 
 
    「……そう」 
 
    悔しそうに、そして切なく彼女は私から離れた。 
 
    なんともゆがんだ表現だが、私はまたしても、死んでほしくないと思われている人間を発見してしまったようだ。 
 
    だけれど意外にも不快ではなく、素直にその気持ちが嬉しかった。 
 
    表情がどうしても、穏やかなものになってしまう。 
 
    水城真由はそんな私を見て、毒が抜けたような顔をする。 
 
    奇妙な、本当に奇妙な、……間柄だ。 
 
    「あなたが死んだら、……友恵さんは、悲しむでしょうね。酷く悲しんで泣いて。……それでも私に、あなたの話をしてくるのでしょうね。……少し、羨ましいわ」 
 
    再び歩き出しながら、今度はただただ寂しそうに水城真由は呟いた。 
 
    「あなたがいれば、トモもきっと大丈夫。そう願っていたのだけれど」 
 
    「私がっ？……無理よ」 
 
    「どうして？」 
 
    自傷的な笑みを浮かべながら、私の疑問に答えようとして、また苛立ちをぶり返したのだろうか。少し不満げな表情にしてから、 
 
    「あなたは……。はぁ。……いつもそうだから知らないのね。友恵さんが一番綺麗に笑うのって、あなたの事を話してる時。あなたのそばで、はしゃいでる時。友恵さんの笑顔で救われる時の話題は、いつも『塔家千歳』。……うんざりするくらい聞いたわ」 
 
    そう吐き捨てるように言った。 
 
    「あなたのテストの成績。体力テストの話。その日食べた、あなたにしては珍しい手作りお弁当の話まで……。大して興味のなかったあなたの話題は、嬉しそうな友恵さんの笑顔のためだけに聞いていたようなものよ」 
 
    「それは、……お察しするわ」 
 
    「その原因に労わられても、嬉しくないわよ」 
 
    だから彼女は私についてあんなに詳しかったわけか。 
 
    想い人の想い人の……自慢話。 
 
    そういう事とはちょっと違うだろうけれど、なんとも複雑な気持ちだった事だろう。 
 
    「だから、私はもしあなたが。明日であろうと百年後であろうと、死ぬというどうしようもない憂き目にあっても、……友恵さんを泣かせるなら、あなたを恨みます」 
 
    それは、さっきまでのおどけたものじゃなくて。けれど怒りに任せた暴言でもなくて。 
 
    ただただトモを想うだけの純粋で、強い想い。 
 
    彼女の後ろに見える夕焼けの灯りよりも、彼女の眼は強い『決意』で輝いていた。 
 
      
 
    「……あなたまで、私に死ぬなと……。死んでほしくないというのね」 
 
    「誰だって、死ぬなって言いたくなるわよ。優秀で、イラつくけど、友恵さんの親友。あの笑顔の源なら、友恵さんの魅力の根源なら。失いたくはないわ」 
 
    それだけ言って、水城真由の口元が少し緩んだ。 
 
    「……行きましょう」 
 
    「……ええ」 
 
    そうして残り少ない水城真由の家路を二人で歩く。 
 
    なんだか不思議な気持ちだ。私も、いつもくらいの気持ちの余裕が出来ていた。 
 
      
 
    水城真由。もしちゃんと付き合えたなら、良い友人になれたのかもしれない。 
 
    そんな事を彼女の夕日に照らされて光り輝く、中途半端に長い髪に思ったりして……。 
 
      
 
      
 
    その様子を私たちの数歩後ろから聞き耳を立てていた神様が、今までと少し笑顔とは違う笑みを浮かべていたのに、私は気づくわけがなかった……。 
 
      
 
      
 
      
 
    【第七章　～嘘～】 
 
      
 
      
 
      
 
    「ただいま」 
 
    「……ただいま、帰りました」 
 
    大変な一日を終えて、私はともかく、神様まで挨拶して家に入った。 
 
    そして当然、返事はない。今日も両親は仕事だ。 
 
    いつものこと……。 
 
    今日に限っては、居てほしかったのかも知れないけれど。 
 
    複雑な気持ちを胸にして、私は適当に鞄を投げ捨て、ミネラルウォーターを一本持って自室へと上がった。 
 
    もう予習復習なんて、する意味がないんだから。 
 
    「……あと、五時間」 
 
    リビングを出る間際時計を見る。時針はおよそ五時を指している。 
 
    神様が訪れて宣言したのは、……たしか十時半くらい。 
 
    正確なカウントダウンのスタートがどこだったのか分からないけれど、大体その時間だろう。 
 
      
 
    ……あと五時間で、死ぬ。 
 
    それは多分、……いえ、絶対変わらない事。 
 
      
 
    意外と、死ぬ直前というのはやりたいことなど浮かばないもので。 
 
    それはもしかすると、トモや水城真由とのやり取りで。 
 
    ……その。 
 
    ……私は、死にたくなくなってきているのかもしれない。 
 
      
 
    「……今更、何が変わるっていうのよ」 
 
    改めて、いなくなった水城真由に反論してみる。 
 
    抗えだなんて、簡単に言ってくれる。 
 
    こっちには神様まで来て、待ち構えてるっていうのに……。 
 
    ……そんな卑怯な言い訳を、自分でしていた虚しくなった。 
 
    時計を睨みつけていると、分針は一度だけ進んだ。 
 
    それを切っ掛けにして、私は乱暴に階段を上がった。 
 
    もう死ぬしかない。それ以外の未来なんてありえない。 
 
    心がもう死にたくないと思っても、どうしようもないんだ。 
 
    そう何度も何度も自分に言い聞かせて、ベッドでうずくまって……。 
 
      
 
    「……死にたく、ないな」 
 
    神様にも、誰にも聞かれないように小さく、私にだけ、私は囁いた。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「もうすぐ時間のはずよね？」 
 
    「……はい。あと二時間くらいです」 
 
    部屋に篭って、ただボーッとベッドで過ごした。 
 
    眠れるわけもなかったけれど、寝てしまいたくなるくらい頭は酷く痛かった。 
 
    ここに来て、私は『生き死に』に対する考え方が変わった事を痛感した。 
 
    ……もし、もし死なずにいられるのなら、私はトモを今以上に大切に出来るのに。 
 
    水城真由とも、友達になれるのかも……。 
 
    もし。もし。……もし。 
 
    浮かんでくる言葉には常に『ＩＦ』が付いていて、その度に変えようのない運命と、自分勝手な心境との差に苦痛を覚えた。 
 
    ……私はとうとう本当に、完全に、死にたくなくなってしまっていた。 
 
    「千歳さん……。大丈夫ですか？」 
 
    「……大丈夫よ。大体、今更体調なんて、どうだっていいわよ」 
 
    心配してるって顔で私を覗き込んだ神様に、私はきつい返事しか出来ずにいた。 
 
    ……まるで八つ当たり。彼女には純粋な気持ちしか無い事くらい分かってるのに。 
 
    私は上体を起こして神様を見る。 
 
    しょぼくれてまた姉のベッドに座っていた。私と目が会うと少し微笑んだ。 
 
    ……今からでも、キャンセルなんて事は出来ないのだろうか？ 
 
    「やっぱり死にたくないから、死ぬ運命を変えてくれ」だなんて、言えるわけないか……。 
 
    きっとこうして後悔を背負って死ぬのが、私への罰なんだろう。 
 
    ……結局、何にも叶えられやしなかった。 
 
    トモを苦しめて、水城真由にも生きろと言われて……。 
 
    誰の事も幸せになんて、出来ずに死んでしまう……。 
 
    これじゃ、何がなにやら……。 
 
      
 
    ……。 
 
    …………。 
 
    ………………。 
 
      
 
    …………えっ？ 
 
    ……どういう、事？ 
 
      
 
    目をつぶった暗闇に映していた思考の中。一つ、何かが疼(うず)いた。 
 
    その違和感は、私の頭を巡りながら、どんどん大きくなっていき、私に決定的な疑心を生む。 
 
      
 
    ……何かが、変だ。 
 
      
 
    今度こそきっちりと起きて、ベッドから足を床に付けて考える。 
 
    彼女は、……神様はなんて言ったっけ？ 
 
    私は、私は完全に彼女に従ってきたはず。 
 
    なら、どうして最初の通りにならないの？ 
 
    どうしてこんな気持ちで、こんな事態のまま、こんな時間になっているの？ 
 
    誰にも後悔されず、孤独になって、私は心の底から望んで死ねたはず。 
 
    そういう、約束だったはず。 
 
      
 
    彼女が言った言葉。鮮明に思い出そうとする。 
 
      
 
    ……。 
 
    …………。 
 
    そうだ。やっぱりそうだ。 
 
    このままじゃいけない。 
 
    これは、これは……。 
 
    一体なんなんだ？ 
 
      
 
    「家を出るわっ」 
 
      
 
    私はベッドから離れ、急ぎ足で部屋を出る。 
 
    「どうしたんですか？　あと二時間しかないんですよ？」 
 
    「だからよ！　私が死ぬ場所はここじゃない！　そうでしょ！？」 
 
    すぐに付いて来た神様への返答も適当に、大急ぎで財布だけを持ち出しそのまま玄関へと突き進む。 
 
      
 
    「……たしかに、ここは死が訪れる位置では、ないです」 
 
      
 
    その言葉で、ようやく私は足を止めた。 
 
    開きかけた玄関のドアをもう一度閉めて、彼女を睨みつけた。 
 
    「あなた言ったわよ。「あなたから会いに行けば誰かと会える」と。「二十四時間の使い方は私の望むままに」……って」 
 
    彼女はただ「はい」と肯定するだけに留まった。 
 
    確かにあと二時間後までに両親が帰ってくるという確証はない。 
 
    しかしここで死んだとしたら、間違いなく両親はその死体を見つけて、愕然(がくぜん)とするだろう。 
 
    それは私の願うところじゃない。それなのに私はまだこんなところにいる。 
 
    疑念はそれだけじゃない。 
 
    誰も私を孤独になんかしそうにないじゃない。 
 
    どうしたって皆、悲しんでしまうじゃない。 
 
    『何か』が起きる様子はない。神様だって何をするわけでもなく、ただ傍にいるだけだった。 
 
    腑に落ちないことだらけだ。 
 
    そしてこの違和感の解決は、彼女の言葉にあった。 
 
      
 
    ――でも、もしあなたがそれを途中で拒むのなら、あなたから会いに行けばそれで誰かと交流はできる――。 
 
      
 
    ――ただ、死ぬことに変わりはない。今から一日、二十四時間の使い道はあなたが望むままに……――。 
 
      
 
    何度も何度もその言葉を繰り返す。 
 
    一番引っかかる文章は、やはりここだ。 
 
      
 
    ……会いに行けば？　……望むままに？ 
 
      
 
    おかしい。絶対におかしいのだ。 
 
    必死になって思考をめぐらした。神様が来てからの二十幾時間を何度も巻き戻す。 
 
      
 
    何度も思い出して、理解した。 
 
      
 
    このままでは、私の願いどおりの死なんて訪れやしないと。 
 
    神様ももう、私が気づいた(・・・・)事(・)に気づいたようだ。 
 
    「【二十四時間の使い道はあなたが望むままに】。……それってつまり、私に決められていたのは二十四時間というリミットだけで、全ては私次第だった。ということでしょ？」 
 
    「……それはっ」 
 
    「ごまかさないで！」 
 
    私の一声に彼女は体を縮こませる。 
 
    それでも、裏切られた私は口調を和らげたりはしない。 
 
    「あなたは嘘を付いたわね。私が一人で死ねるかどうかは、結局私がその瞬間をそんな場所で迎えるよう選ばなければいけなかった。突然ワープして、誰もいない森の奥深くに行ける訳じゃない。人の心も記憶も操作出来ない。そんなことはあなたには出来ない。自分を天界にも帰せないあなたには」 
 
    そうなのだ。どう考えてもそんなことが出来るわけがないのだ。 
 
    こんなにも微力で、こちらの世界との干渉を避け続けてきたこの神様に、そんなことが出来るわけがない。 
 
    とどのつまり、私が行ってきた『あと二十四時間後に独りで死ぬ』ため努力は何の意味も持っていなかったということ。 
 
    本当にそうしたかったのなら二十四時間すべてを掛けて、人のいない場所を探し出して、見つからないように隠れながら死ねばよかったんだ。 
 
    ……それでも、誰も私を忘れてはくれなかっただろう。 
 
    「だからって、これから向かうんですか？　あてはあるんですか！？」 
 
    「そんなの、ないわよっ！　散々人をたぶらかしておいて、良い人面しないでよっ！」 
 
    私は悔しくて悔しくて、トモにも水城真由にも見せなかった涙を、やっとの事で閉まってみせた。 
 
    今の彼女に流すなんて、もったいなくて出来るわけがない。 
 
    私はどうしようもなく、彼女を信用しすぎていたんだ。 
 
    神様だからじゃない。その笑顔に、その懸命な態度に。 
 
    意味も理由もなく信用を置いたんだ。 
 
    ……悔しくて、死にそうだ。 
 
    そして私は怒鳴り声で乱れた呼吸のまま二、三度呼吸をして、最大(・・)の疑問を彼女、『神様』に投げかけた。 
 
    それは本当に今更だったかもしれない。今から疑ったところで、どうにかなるわけじゃない事だと思う。 
 
    あと二時間後、私は死ぬ。 
 
    だけどそれを知っている者は決して一人じゃない。 
 
    彼女は、『神様』は本当に……。 
 
      
 
    「あなたは、本当に神様なの？」 
 
      
 
      
 
      
 
    【第八章　～『神様』の種類～】 
 
      
 
      
 
      
 
    「あなたは、本当に神様なの？」 
 
      
 
    そう。ここにきて私が突きつけた疑問は今更で、最大の疑問点。 
 
    彼女はいったい誰なのか？ 
 
    自身を神様と言った彼女は本当に神様なのか？ 
 
    確かに、彼女には特殊な能力がある。 
 
    それは宙を飛んでみたり、私以外の人間には存在を知られずにいたり、姿を消したり、現れたり。 
 
    私の寿命を表わしているという物体を、不可思議な方法で出現させたり……。 
 
    少なくとも人間ではない。けれどそういったことが出来るのは神様だけじゃないはずだ。 
 
    いわゆる空想の何か。それも一般的な物に限定して考えるなら……。 
 
    天使、悪魔、精霊、妖精……。 
 
    その気になればいくらでも考え出せる。しかし彼女はその中で自分の名前に『神様』を選んだ。 
 
    本当にそうなのかもしれない。それならそれでもいい。 
 
    しかし、そうだとしたら彼女はあまりに人間の想像とかけ離れてしまっている。 
 
    容姿は天使のようで、性格は無邪気な妖精のようで、それでいて能力は神がかりなもの。 
 
    何より心は人間より人間らしいときた。 
 
    一貫性がない。もちろんそんな想像も、所詮人間から見たもので、本物の神様はこうなんだと言われたらそれっきりだ。 
 
    ……今更、こんな事の真相を解いてもしょうがないのかもしれない。 
 
    私の寿命は本当にあと二時間しかないのか？　それは本当に孤独に訪れる死なのか？ 
 
    それを今から疑う事は、あまりに馬鹿げているし、疑うなら最初から信じた事自体、馬鹿げている。 
 
    彼女はその身の不可思議な能力で十分な説得力を持っている。 
 
    だから、今からでも知りたいんだ。 
 
    人間じゃない彼女は何者なのか？　私は彼女のことを、本当に信用してもいいのか？ 
 
    私が彼女に問いただして、十秒ほどが過ぎた。お互いに動かず無言のままで。 
 
    「……そう、ですよね」 
 
    そう切り出したのは彼女のほうだった。 
 
    何か諦めたように、 
 
    「千歳さんは勘が鋭いですし、頭も良いし、時間内までに気づかれるんじゃないかって思ってはいたんですよね……」 
 
    と切り出した。 
 
    その声は意外にも暗いものではなかったが、言い回しからして、私に嘘を付いていた事は私の予想通りだったようだ。 
 
    お世辞を交えて話を逸らそうとしているのか、それとも本音だったのか分からないけれど私は話を逸らさせる気なんて毛頭ない。 
 
    「もう一度聞くわ。あなたはいったい何なの？　私の寿命なんて知らせてどうするつもりだったの！？」 
 
    私は本当に孤独に死ぬことが出来るの？ 
 
    ……本当は、そこまで聞きたかったけれど、不意に私の口はその言葉を飲み込んだ。 
 
    彼女が突きつけられた質問に、おどおどしていたからではない。 
 
    ……もし、それさえも嘘だったら？ 
 
    ……と、考えたくなかったから。 
 
    死ぬことから嘘だったなら、まだいいんだ。 
 
    もし、自分の死が誰かを、究極的に悲しませてしまうようなものだったら？ 
 
    その事実を突きつけられる事を、本能的に恐れたからだ。 
 
    「えぇっと……。実は、話せないんで 
 
    「話しなさいっ！」 
 
    大声で命令を下すと彼女は、「はいぃっ！」と泣き声同然の返事を返した。 
 
    この性格までは偽りではなかったようだ。まぁ、それはまったく疑っていなかったけれど。 
 
    彼女は何かに怯えるように躊躇って、それでも諦めたように口を開いた。 
 
    「わ、私は……、『神様』なんかじゃ、ないんです」 
 
    怯えて、震えて彼女は言う。 
 
    やっぱりか……。こんなのが神様だったら、ちょっと嫌だ。 
 
    こんなに人間的で頼りなくて……。とても人を天国へ行けだの地獄へ堕ちろだの裁けそうもないこんな人が、神様であって欲しくない。 
 
    ならば次の問題だ。 
 
    彼女は誰で、今までの事を信用してもいいのか？　という事だ。 
 
    「だったら、何者なの？　今更ただの変質者でした。なんて言わせないわよ」 
 
    正直に言え。 
 
    私は座り込んでいる彼女を突き詰め続ける。 
 
    彼女はそれを避けるために後ろに体を逸らそうとして、 
 
    「うわぁっつたぁっ！！」 
 
    体重を支えていた腕が、玄関にあった母のハイヒールを踏みつけ、バランスを失って頭を床に強打した。彼女はあまりの痛みにのた打ち回っていたが、それでも――もちろんはんば呆れ返ってはいるのだが……――この視線を弱める事はしない。 
 
    しばらく痛みに苦悶の表情を浮かべていた彼女だが、その涙を何とか堪えつつ続けた。 
 
    「へ、変質者なんかじゃないです。千歳さんが、死んでしまうという件については嘘偽りはありません」 
 
    「そ、そう。……先に答えないでよ」 
 
    その答えは非常に安心するものだったけれど、心の準備なしで聞いたために少し動揺する。 
 
    ……そうか、死ねるんだ。独りで。 
 
    そこには今までとは違う複雑な思いがあった。シンプルに喜ばない自分がいた。 
 
    生きていたかった。そう思う自分が壊れていく。 
 
    ……でも、トモを泣かせて、水城真由を怒らせて、私はそういう死が似合うような残酷な仕打ちを周囲にしてきたはずだ。 
 
    何より、それを望んできたのは私だ。今更後に引けるわけがないんだ。 
 
    「三度目だけれど、改めて聞くわ。あなたは何者？　いい加減答えなさい」 
 
    「は、はい……」 
 
    彼女は意を決したように顔を引き締め私に本当の名称を告げた。 
 
      
 
    「私は……死神です」 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「しに、がみ……」 
 
    死神。 
 
    それは、さすがに思いつかなかった。 
 
    というか、彼女の容姿はさっき考えたものと比べても明らかに一番かけ離れている。 
 
    よもや死神とは。 
 
    確かに人間に死ぬ事を告げに来て、それを最後まで見守って死後の役目を果たす。やっている事を簡略化して見れば、まさに死神のそれだ。 
 
    ただ、天使の羽。純真無垢な内面。神秘的な存在感。 
 
    黒いマントやローブを纏い、鎌を持ってその姿は骨。 
 
    そんないわゆる一般的な死神のイメージとは完全に逆だ。 
 
    ……まさか正体のばれた今ならその真の姿に舞い戻る、なんてことはない……、よね。 
 
    「千歳さんの寿命を告げつとともに、それを見守り、完全に死ぬまでをサポートする。それが死神である私の使命です」 
 
    「あなたが、私の死を迎えるというの？」 
 
    「……そういう、ことです」 
 
    それは、彼女にとってとても辛い役目ではないだろうか？ 
 
    彼女はあんなに、『死』という単語にさえ嫌悪を示していた。 
 
    死に向かう私にも、不思議な優しさを見せてくれた。 
 
    そんな彼女が、私の死を迎える役目……。 
 
    「あなたが……、それを望んでいたの？」 
 
    「……っ！　違いますっ！」 
 
    彼女は初めて、私に叫んだ。動揺の中、それは怒りとも悲しみとも取れるそんな叫びで。 
 
    「私は、千歳さんに生きていてほしかったです。死神のくせにって思わないでください。……本当なんです」 
 
    「でも、私は死ぬのね」 
 
    彼女は冷静に答えた私を、悲痛な眼で見つめ返してきた。 
 
    その言葉には一片も偽りを感じなかった。 
 
    ……どうしてこう、上手くいかないんだろう？ 
 
    死ぬと決まってから、どうして生きていてほしいと願われるのだろう？ 
 
    ……困った。 
 
    「はい。それは、おそらくどうしようもありません。少なくとも、私が何かをして変えられる運命ではないです」 
 
    「……そう」 
 
    彼女自身が受け入れられないようなそんな言葉で。そんな事実を教えてくれた。 
 
    その言葉にようやく私は吹っ切れた。どう足掻いても死ぬんだ。じゃあ、仕方がない。 
 
    ……そう考えるしかない。 
 
    彼女が死神であっても神様であっても、孤独に死んでしまうこと。その事実が変わらなければどっちだってよかった。 
 
    きっと最初に願ったとおりになるんだ。今は妄信的だと分かっていても、彼女の『死神』としての力を信じよう……。 
 
    なら、私が最後にすべき事は。 
 
    ｢後は、私次第。という事ね｣ 
 
    「……はい」 
 
    私はまず、孤独に死ねばいい。それだけだ。 
 
    せめて最後くらい願いを聞いてくれ。神様。 
 
    お願いだから、誰にも悲しまれない死を……。お願い。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    私は神様もとい、死神と外へ出た。 
 
    死神は何も言わず、私も話しかけることなく時間を気にしながら、最後の場所を探していた。 
 
    私の家のある住宅地を抜けて、交通の便がある駅前付近を目指す。 
 
    そこからならお金さえあれば、多分どうにかなると踏んでいたから。 
 
    ただし、具体的な場所は見当も付かない。 
 
    というのも、人の少なくて基本的に人通りのなくて、人に見つからなくて死体当然でいても通報されない場所なんて、……山奥に大きく開けた穴の底くらいで。 
 
    そんなところを日常的にチェックしているはずもなく。まして作るなんて破天荒をした試しなんてなく。 
 
    「いったい、どこへ行けばいいのよ？」 
 
    考えあぐねた私は、人のいないところを見計らって彼女に話しかける。 
 
    「……すみません。これ以上、お教えできることはありません」 
 
    「……そう」 
 
    ……あれっきりこんな調子だ。 
 
    昼には自分からあれこれ注文を付けてきたくせに……。おしゃべり好きなくせに。 
 
    とにかく私は人通りの少ない道を歩き、時折彼女に話しかけながら返事が同じ事を気にせずに、とにかく人のいない場所を目指す事にした。 
 
    しかし……。 
 
      
 
    「ただいま～～行きの電車は事故による影響で運行が滞っています」 
 
    「……」 
 
    「このバスは町内周回だよ？　どこに行こうっていうんだい？　ほかも大体終わっちまってるよ」 
 
    「……そう、ですか」 
 
    「あいにくだけど、未成年を一人じゃこの時間乗せられないな。最近物騒でしょ？」 
 
    「……はぁ」 
 
      
 
    そこから目指した移動手段は、ことごとく不運に見舞われて乗る事ができなかった 
 
    電車も、バスも、タクシーも……。 
 
    いったい……。 
 
    「一体なんだって言うのよっ！」 
 
    私は歩き疲れて朝によくお世話になる公園のベンチを叩いた。 
 
    結局一時間程歩いてみても、まだ登校道の公園にしかたどり着けなかった。 
 
    私の取れる移動手段じゃたかが知れているし、公共手段はほとんど巡り合わせがなくてダメだった。 
 
    これじゃ、この町からも出られない……。 
 
      
 
    「……死神。私は、本当に独りで死ぬことが出来るの？」 
 
    そんな不安がつい、口から零れ落ちた。 
 
    一番聞きたかった事。一番不安だった事。 
 
    一番信じたくて、難しいと思っていたこと。 
 
    だから、こんな取り返しの付かないような時間まで引き延ばしてしまったんだ。 
 
    今だって、つい、聞いてしまったんだ。 
 
    私はしまった。と思ったけれど、撤回する勇気もなかった。 
 
    ただひたすら、長い長い。長く感じてしまう沈黙の中、彼女の返事を待った。 
 
    「……いえ、分かりません」 
 
    「……どういう、ことよ？」 
 
    やっとの事で、出た言葉を、聞き返した。 
 
    長い長い時間待った。実際にはたった十秒だって時計は動いていなかった。 
 
    そんな長い沈黙を破ったのは、嘘。それも最悪の嘘の肯定。 
 
    私はそんな事を受け止める事が出来るはずもなく。ただ、どう困惑すればいいのかすら分からず彼女の顔を見上げた。 
 
    それでも死神は続ける。 
 
    「千歳さんが、死ぬ場所は決まっています。……ですが、そこで孤独になる事は、まずありません」 
 
    決定的な発言。 
 
    神様だろうと死神だろうと、人の死を扱うものであるならそこに大差はない。 
 
    しかし間違いなく、今の彼女は私にとって死神だ。最後の最後で私を地獄へと突き落としたのだから。 
 
    「……何よそれ？　最初から、騙していたのっ！？　そこまで、一番大事な所まで騙していたの！？」 
 
    私は声を荒げずにはいられなかった。人が見れば、ただ一人叫んでいるだけに見えただろう。今はそんな事さえ考える余裕もなかった。 
 
    絶望的な現実。確定した悲劇。信じていた相手の裏切り。 
 
    人が絶望するにはどれか一つで十分だ。三つも食らえば周りだって見えなくもなる。 
 
    「あなたが、言ったんじゃないっ！　私の願いを叶えてくれるって……。あなたが叶えてくれるって言ったじゃないっ！」 
 
    私を独りで死なせてくれるって……。 
 
    約束したじゃない。 
 
    言う事聞いたじゃないっ。 
 
    どうして？　どうしてそんな事言うの？ 
 
    どうして私はこんな目にあうの？ 
 
    どうして……。 
 
      
 
      
 
      
 
    「どうして、あなたが泣くのよっ！」 
 
      
 
      
 
      
 
    私は怒りとも悲しみとも取れない感情のまま、泣いている彼女に問いかける。 
 
    どうして？　苦しいのも悔しいのも、死ぬのも裏切られたのも、私のほうじゃない！？ 
 
    何であなたが泣くのよ！？ 
 
    ……どうして、そんなに悲しそうなのよ……。 
 
    「……すみ、……ませんっ」 
 
    「謝らないでっ。謝ってくれたらどうにかなる事じゃないでしょう……」 
 
   

 

 それでも泣き止まない彼女はひたすら頭を下げた、必死になって。 
 
    許しを請うているわけじゃない。そうしないと居た堪れないんだろう。 
 
    どこまでいっても我が侭だ。私の気持ちは無視し続けて、謝り続けて……。 
 
    「……もうやめて」 
 
    「でも、 
 
    「やめなさいっ！！！」 
 
    どうしたらいいんだろう？ 
 
    私はそんな死に方は、死んでも嫌だし、彼女にだって泣いてほしくない。 
 
    移り変わる状況と真相。混乱する自分。苛立つ感情。 
 
    それでもその元凶の彼女を、心から憎めないもどかしさ。 
 
      
 
    「畜生ぉぉっっっ～～～～！！！」 
 
    私は何の考えもなくただ叫ぶ。子供のように。 
 
    こんな言葉、使ったことなんてなかった。姉がよく口癖にしていたから、知っていただけ。 
 
    初めて、そのままの意味で天に向けて、死神の世界に向けて、あらゆる場所に向けて私は叫んだ。 
 
    「畜生ぉっ～～～っ！！！　クソッタレッ！！！　バカヤロ～～～～ッッッ！！！！！」 
 
    「…………千歳さん」 
 
    「…………これ以上、私を失望させないで。……お願いだから」 
 
    あらん限りの声をあげた後、ただ立ち尽くす私がやっとの事で呟いたのは、可能な限りいつもどおりの私の言葉。 
 
    あと一時間で死ぬのなら、今更猫をかぶる必要も冷酷に振舞う事もない。 
 
    それでも私がいつもどおりを演じたのは、私がどんな人間だったのかを、私は知らないからだ。 
 
    ……滑稽な話だ。 
 
    死ぬ寸前になっても、自分で自分が分からない。 
 
    自分らしく接しようとしても、それが私らしいのかどうかを、私は知らずにいたんだ。 
 
    「千歳さん、 
 
    「ついて来ないでよっ！」 
 
    ふら付きながら歩き出せば、彼女が付いてこようとする。 
 
    そんなのはもうたまらない。そんな表情でついてこないで……。 
 
    「もう、いいでしょ？　せめてあなたの前くらい、離れさせてよ？」 
 
    そう言って独り私は歩き出す。 
 
    孤独に死ねなくても、彼女の前では死にたくない。せめて、一人くらい泣かせずにすめばいい。それくらいしかこの運命に抗う術が見つからない。 
 
    どこへ行こう？　なにをしよう？　どこでどうやって死ぬのか分からないけど、きっとどこで何をしても死ぬのだから、どうでもいいか……。 
 
    「千歳さんっ！　あなたは死にたくないんでしょう！？　本当は、そうなんでしょっ！？」 
 
    そんな言葉を、もう聞く耳なんて持っていない。 
 
    歩む足は一度もその幅を変えず変わらずに歩いていた。 
 
    私は振り返らず、公園を後にする。 
 
    ……その、はずだった。 
 
      
 
    「死にたいわけ、ないじゃない……」 
 
      
 
    その言葉を言われてから歩む足はその幅を小さくして、すぐに止まってしまっていた。 
 
    震える唇を何とか形にして、彼女へ振り返りながら返事を返してしまっていた。 
 
    ホントの気持ちを。 
 
      
 
    「私はっ！　死にたくなんかないっ！！！　だけどっ！　せめて死ぬと決まったなら、悲しませたくないじゃない……。誰にも泣いてほしくないじゃないっ！」 
 
      
 
    一度溢れてしまえば、全てをさらけ出すのは簡単だった。 
 
      
 
    「トモにも！　水城真由にも家族にも！　……あなたにもっ！」 
 
      
 
    詰まっていた想い。ギリギリまで溜め込まれていたものほど、溢れやすいものはない。 
 
      
 
    「泣いてほしくない！　でも、死にたいわけないじゃない！」 
 
      
 
    私は自分で言葉を選ぶ事も出来ずひたすら思いを口にした。 
 
      
 
    「いまさらっ、どう足掻いたって死ぬって分かってるなら、悲しませたくないじゃない！　苦しめたくないじゃない！　私がそうだったみたいに、こんな事考えながら生きてほしくないじゃないっ！！！」 
 
      
 
    あふれ出るのは涙のはずだった。普通なら、泣いていたんだろう。 
 
      
 
    だけど、私の目から涙は出ない。この目はまだ乾いたままだ。 
 
      
 
    「人が死ぬことが、悲しくない訳ないじゃない！　絶対に泣いてしまうじゃない！？　それとも何っ！？　私に死ぬなっていうの！？　ずっと！？　永遠に！？　そんなの叶いっこないじゃない！」 
 
      
 
    そうよ。無理なのよ。何もかも全部。 
 
      
 
    「いっそ皆死んでしまえばいいのよ……。そうすれば誰も悲しまないでしょ？　そうなってしまえばいいのよ！　誰も、誰も悲しまないなら！」 
 
      
 
    皆が死んでしまえば私だけが死ぬわけじゃない。 
 
      
 
    「私も皆も、死んでしまえばいいのよ！　私は間違ってなんかない！」 
 
      
 
    私の涙はとうの昔に枯れ果てて、一年前のあの日だって流れやしなかった。 
 
    代わりに出るのは荒々しい執拗な我が侭の言葉だけ。 
 
    死ぬ時は独りで、誰も泣かせずに……。なんて、死ぬことばかりを思って生きてきた。 
 
    生きていたなんて思えないような人生だった。 
 
      
 
    「こんな、私に、生きている意味なんて無いっ！　私はここで死んだほうがいい人間なのよっ！」 
 
    「そんなこと、ありませんっ！！！」 
 
    「なによっ？　死神のくせに！　死神ならさっさと私を殺して魂でも何でも持っていきなさいよっ！！！」 
 
      
 
    人の気も知らないで、私の言葉を否定しないで！ 
 
    こんな思い、誰に分かるっていうのよっ！ 
 
    ……分かってほしいなんて、思わせないでよ。 
 
      
 
    その音は、よく耳にする作り物の音よりもずっと、小さくて、か細くて。けれど、とてもよく響いた。 
 
    死神は激情して上げた手で、私の頬を叩いた。 
 
    叩かれた頬がヒリヒリと痛み、一瞬現実を失いかけた私の意識を彼女へと戻した。 
 
      
 
    「……どうして」 
 
      
 
    頬の痛みより痛かったのは……。 
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
    「……どうして、あなたが泣くのよっ……？」 
 
    「……ちとせっ、さんが、……泣かないからっ、ですよっ……」 
 
      
 
    死神が、泣いていたことだった。 
 
    ひっく、ひっくと泣いている。 
 
    叩かれた私より。死ぬ間際の私より。痛そうに。 
 
    悲しそうに泣いているのは、死神である彼女なのだ。 
 
    叩かれてすぐに反撃しようとした私の怒りは、彼女の涙を見て、萎(な)えてしまった。 
 
    殴られて、殴り返そうとした、子供な私の立場は丸つぶれだ……。 
 
    「ちとせさんはっ、そんな人じゃないです……。当然だから、死ぬんじゃないですっ……」 
 
    言の葉の節々を涙で濡らしながらも、死神として、持ってはいけない思いを私へと紡ぐ。 
 
    「私は千歳さんに生きていてほしいんです……。そんなこと、言わないで……くださいよっ」 
 
    涙を必死で拭いとろうとしても、後から後から降り注ぐ涙の雨に、彼女の頬が乾く事はない。 
 
    叩かれた頬の鈍い痛みが、私の心をぼんやりと鈍らせていく。 
 
    ……だからだろうか？　私は自分の怒りも無念も忘れて、ただ、彼女に泣き止んでほしかった。 
 
    「……いったい、どうしたらあなたは泣き止んでくれるの？」 
 
    「……えっ？」 
 
    そこにあったのは、とても優しい気持ち。 
 
    これから死ぬこと。誰かを悲しませてしまう事。 
 
    それら全ての不安は今この心にはありはしなくて。 
 
    ただ彼女に、笑ってほしくて。 
 
    私の手はそっとその涙一つ一つを掬い取っていた。 
 
    彼女は彼女で、私の笑顔に一瞬、また大きく泣き崩れそうになって、それを止めた。 
 
    私の気持ちに答えるように、笑って言った。 
 
    「……それなら、最後のお願いです」 
 
    「言ってみなさいよ。もう一時間も無い私の命だもの。最後まで付き合ってあげるわ」 
 
      
 
    私の寿命はもう一時間を切っていた。 
 
    そんな限りある人生の最後の心は、以外にも憎しみも悲しみもない穏やかな、人を想う気持ちだけで染まっていた。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「ところで、あなたが私にさせてきた色々な事って、一体何の意味があったの？」 
 
    私は、死神の言われた場所へと向かって歩いていた。 
 
    具体的な場所を指名したわけじゃなく、彼女が指差した方角へと私はただ歩き、従うだけ。 
 
    その最中、つじつまの合わない今までの彼女の行動の意味を聞いた。 
 
      
 
    『最初神様と名乗っていた事』 
 
    『私に孤独死が出来ると嘘を付いた事』 
 
    『この二十四時間の全てを監視下に置いた事』 
 
    『第三者にこの事態の一部を話させた事』 
 
      
 
    全ては無慈悲に行われる、二十四時間後の死亡には、なんら関係がないはずだ。 
 
    なのに彼女は執拗にそれらを強要してきた。 
 
    最初こそ、そうしなければ孤独には死ねないで通ってきた。けれど今となってはその売り文句も嘘の一部だったんだ。 
 
    今度こそ、本当の理由を知りたかった。 
 
    幸いな事に、この町の人間は私がスマホも持たずに一人で会話をしている姿を見ても、なんとも思わない、「事なかれ主義」が多いようだ。 
 
    私のすぐ後ろで、大きく空に浮遊している死神に触れる心配もなさそうだった。 
 
    「私は、千歳さんがあのままの心理状態で寿命を迎えかねないから、私がやってきたんです」 
 
    「……どういう意味よ？」 
 
    始まった、神様の懺悔。 
 
    私は歩む事を止めずに、それでも人ごみの中、誰にも見えない彼女を振り返らずにはいられなかった。 
 
    「以前お話しましたよね？　『クラスＳ級の神様』だって。それは、【神様】ということ以外は本当なんです」 
 
    「……詳しく説明してもらいましょうか。あなたがどんな嘘をついていたのかを」 
 
    どうやら最後の最後まで、彼女は裏を持ち続けたようだ。 
 
    ……まぁ、今となっては別にそこに深い追求はいらない。 
 
    「……すみません。私にはそうしないといけない理由があったんです」 
 
    「いいから続けて。時間がないわ。真相の説明途中で死んだら、ホント化けて出るわよ？」 
 
    そう少し笑って返す。 
 
    時間に余裕はないが、気持ちにはなぜだか大きな余裕があった。 
 
    本当の意味で、私は死を受け入れているのだろうか？ 
 
    彼女も私の笑みに微笑を返してくれる。どこか、希望を覗かせたような笑みを。 
 
    「……私はクラスＳ級タイプＳ。通称『ＳＳ』のシチュエーションを担当する死神です」 
 
    「『ＳＳ』……って何っ？　私の死はそんなに特別なの？」 
 
    驚いた。 
 
    人間で言うなら『ＳＳ』と付くのは……。 
 
    「スペシャル・スーパー」「シークレット・サービス」……。 
 
    特に関係はないが、とにかく何かすごい事の略名には大体『ＳＳ』が付く。と思う。 
 
    果たして死神との会話の中までそれが通用するのかは置いておいて。 
 
    「千歳さんがこのまま死んでしまったら、不本意に終わった人生を呪って、人間で言うところの呪縛霊、死神で言うと回収不可になる魂になる可能性があるんです」 
 
    ……なるほど。確かに、呪いたくなるようなエンディングだ。 
 
    騙されて、悲願された生を諦めて死ぬ。こんなバッドエンドはそうそうない。 
 
    「私の仕事は、非常に無念な死に方をして、思念体として残る可能性の高い最後を迎える人間への配慮と対応が主になるんです」 
 
    「それは……呪縛霊、という奴？」 
 
    「人間の言うところではそういうことですかね。我々死神にとっても不良債権というか……対応に困るタイプなんです」 
 
    誰が不良債権か。 
 
    「……勝手なイメージだけれど。こう、鎌で一振りとか、不思議な呪文で成仏とか、そういう風にはいかないの？」 
 
    多分、テレビでやってるフィクションでは、そんな感じだったはず……。 
 
    ……ずいぶんテレビなんて真剣に見た覚えがない。 
 
    元より活字が好きだった私は姉との付き合いで見ていたようなものだったから。 
 
    「そんな……。結論から言うと、彼らの無念を一つずつ晴らすなんてことは業務的に出来ませんし、乱暴も出来ません。一人一人に何とかお願いして成仏してもらってるんですよ」 
 
    「案外、普通ね。……というか現実的というべきね」 
 
    本当に死神とは、ただ『死』に関わるからこそ、あんなイメージが定着したんだなと常々思う。 
 
    こんなのが死神だと言って現れたら、そんなイメージは総崩れだ。 
 
    誰もそこに異議を唱えないのは、見えている人間からしてもあまりに馬鹿らしいからなのか、誰も死神なんて見えないのか。 
 
    実際見てしまうと、絶対に誰にも話せないんだろうな……。 
 
    死神が、呪縛霊にひたすらお願いしている光景なんて……。 
 
    「……あなたも苦労してるのね」 
 
    「……まぁ、そうですね」 
 
    苦笑した私の言葉を否定しないところを見ると、おおよそイメージから外れない現実があるんだろう。 
 
    彼女の性格なら、無慈悲に人を殺めるような仕事より性に合っているとも思うし。 
 
    「でも、私もそうなりかねなかったって言うの？」 
 
    確かに第三者の眼から見れば不幸なのかもしれないけれど、私はこれといって未練なんて多分持ち合わせていなかったはず。 
 
    なにか、あっさり「死神です。迎えに来ました」とくれば「はい。分かりました」で終えてしまいそうだった。 
 
    ……この一日の事がなければ。 
 
    トモとの事。水城真由との事。秋穂との事。死神との事。 
 
    それらが無ければ普通の死人になっていたと思う。 
 
    「ええ、……まぁ」 
 
    「…………そう」 
 
    彼女の言葉の歯切れの悪さも気になったけれど、不意に彼女が足を止めた事でそれを追求するタイミングを逃した。 
 
    私も歩くのを止め、彼女の言葉を待つ。 
 
      
 
    「……ここが、千歳さんの死ぬ場所です」 
 
      
 
    やっぱり、こういう所なのか。 
 
    そこは、この近くでは一番大きな交差点。 
 
    遅くの仕事帰りの人がまばらに見える午後十時頃。 
 
    ……確かに、ここが死に場所と決まっていたのなら孤独死なんてまずありえなかっただろう。 
 
    「それで？　ここにくればよかったの？」 
 
    私は特に何事も無かったように、実際気持ちにたいした変化はなく、彼女の願いを確認する。 
 
    「……はい。私の願いは、ここに千歳さんを呼ぶ事。この瞬間に、千歳さんがここにいてくれる事。……です」 
 
    「ようやく死神らしい事をするじゃない。……死に場所へ案内するなんて」 
 
    私はそんな皮肉を言ってみる。 
 
    彼女の表情が悲しみにも希望にも、あるいはそのどちらでもないのかもしれない。 
 
    とにかく表情に判断の付かない憂いを帯びていたから。 
 
    「……違うんです」 
 
    「ちがうって、何が？」 
 
    その声はやはり、一つの感情に乗ったものではなかった。 
 
    不安と、希望と、願望と……、祈り。 
 
    そんな色んなものが入り混じったような。死神には縁遠いけれど、祈るような、すがるような声だった。 
 
    「そんなんじゃ、ないんです。ここだけだったんです。千歳さんの最後の希望が、ここだけに残されているんです」 
 
    「希望って、こんなところで独りで死ねるわけないじゃない？　ここで死んだからって、みんな泣かずにすむわけないじゃない？　一体どんな死に方するのよ私は……？」 
 
    自分のことながら、他人事のように話す。 
 
    もう死ぬことは決まっている。願いが叶えられる事もない。 
 
    だからこそ彼女の願いを聞いてやってきたのに、肝心の彼女の顔は憂いたままだ。 
 
    そして何より、彼女の『希望』の正体がまるでつかめない。 
 
    私の願いでもなく、彼女の願望でもないそれは、本当に『希望』なんだろうか？ 
 
    「……もうすぐ、時間ね」 
 
    「……はい」 
 
    彼女は答えをくれなかった。 
 
    私がどんな死に方をするのか？ 
 
    ここで私が死ぬことに、誰の、どんな希望があるのか？答えてはくれなかった。 
 
    それでも私は彼女に逆らわず、ただ決められたこの場所で立ち尽くしていた 
 
      
 
      
 
    小さな、音がした。 
 
    小さな何かと、小さな何かがぶつかる音。 
 
    私の頭上からだろうか？　結果論から言えば、それは当たっていた。 
 
    もちろんそんな音は、通行の際に起きる騒音でかき消され、後になってみないと分からないような、そんな小さな音。 
 
    目の前の歩行者用の信号は、青だった。 
 
    待っていた人々が歩き出し、目の前を人が通り過ぎてゆく。 
 
    数人が急ぎ足で、走ってこちら側へと向かってくる。 
 
    そんなどうでもいいことを、ぼんやりと認識していたところだった。 
 
    不意に死神に肩を叩かれた。 
 
    「……何？」 
 
    そう肩越しに彼女を見る。彼女は笑っていた……。 
 
    涙を浮かべながら、とても美しく、悲しそうに……。 
 
      
 
    「……ごめんなさい」 
 
      
 
    私には、その言葉の意図をその場で理解する事は出来なかった……。 
 
      
 
      
 
      
 
    【最終章　～そしてチセは泣いていた～】 
 
      
 
      
 
      
 
    ……夜空が見える。 
 
    真っ暗の中に、小さく光る星が。 
 
    ……私は死んだのだろう。 
 
    このぼんやりした頭で、ゆったりと思いをはせる。 
 
    あぁ、……ごめんなさい。多分、皆を悲しませました。 
 
    ……ごめんなさい。 
 
    そう思って目をつぶる。 
 
    痛みはない。……いや、少し頭が痛い。 
 
    ……痛い？ 
 
    そう思って無意識に私は頭を撫でた。 
 
    撫でようとしたら、ちゃんと頭があった。 
 
    眼を、開けていた。開けようとして開けていた。 
 
    ……手がある。意識がある。思考がある。 
 
    体がある。視界がある。思いがある。 
 
    ……死んで、 
 
      
 
    「死んで……、ない？」 
 
      
 
    その眼に映るのは五月の夜空。 
 
    さっきと変わらない、普通の初夏の夜空だった。 
 
      
 
    「大丈夫！？　千歳さん！！！」 
 
    「……水城、さん？　……あれ？」 
 
    唐突にやってきたその声に一気に意識が舞い戻る。 
 
    私は無意識に体を起こそうとした。その無意識が、生きている証拠だと逐一(ちくいち)感じ取りながら。 
 
    よくよく状況を見渡せば、私は彼女、水城真由に抱き倒されていた。 
 
    私が死ぬ予定だった場所。死神につれてこられたあの場所から体一つ分、離れた場所で。 
 
    予定されていた場所には予定通り、私の頭を無残に砕くには大きすぎるくらいの観測用植物とその植木鉢が、私の代わりに道のレンガ石と共に砕け散っていた。 
 
    さまざまな現状を見渡して、少し痛む頭と気持ちを整理した答え。それは。 
 
      
 
    ……私は、死ななかった。だった。 
 
      
 
    「最後の最後で、起こりましたね」 
 
      
 
    その声は、水城真由のいる方向とは逆から聞こえた。 
 
    そこには相変わらず、いや、嬉しそうに笑って、泣いている死神が立っていた。 
 
    「神さ、……いや死神。これはいったいどういうことなの？」 
 
    よかった……。よかったと、涙声で私を押し倒したまま顔を伏せた水城真由に配慮しながら、死神と会話をしようとする。 
 
    しかし死神が涙で濡れた指をパチンッと鳴らすと、泣きじゃくる水城真由も、周りの人間も車も、飛び立ったばかりの鳥さえも、その場で停止した。 
 
    「死神の能力です」 
 
    「……もう、何をしても驚かないわ」 
 
    その笑顔は特に誇らしげでもなく、さも当然のようだった。 
 
    けれど、私の寿命の砂時計を見せた時のように自慢するわけでもなく、その時よりもずっと嬉しそうに微笑んでいた。 
 
    「私はクラスＳ級、タイプＳの死神……。以前説明したとおり、 
 
    「『非常に無念な死に方をして、思念体として残る可能性の高い人間への対応が主な仕事』……だったわね。私、死ななかったわよ？」 
 
    あの時と同じように彼女のセリフを奪ったが、今度は困ったように、それでも嬉しさを抑えきれないまま死神は笑いながら。 
 
    「その通りです。千歳さんはここで死ぬ予定でした。死んだ場合は、ここで思念体になる可能性が高かったです。そうしないために私が来た。ただ、もう一つ理由があったんですよ」 
 
    「……理由？　それは私が死ななかった、という事実に関係があるのね」 
 
    私は更なる説明を求めようとすると、死神は崩れるように説明のためにかしこまっていた表情を崩して苦笑した。 
 
    「……相変わらず、話のペースが速いですね。もう寿命が切迫してるわけじゃないですし、時間もこうして止まっています。もっとゆっくり話しませんか？」 
 
    「……あなたが、いちいちひと段落付けないと上手く話せないからでしょ？　私はこのペースで普通なのよ」 
 
    「あはは……」 
 
    彼女は死神の癖に、私が死ななかったことがよほど嬉しかったらしく、初めて会った時ならすぐに不満がった皮肉にも怒りが湧いてこないようで。 
 
    「まぁ、私はとりわけ変な死神ですから……」 
 
    とだけ言って、押し倒されたままの私の前に座り込んだ。 
 
    私も視線は彼女を追っている。 
 
    ……が、私は水城真由に押し倒された姿勢から指一本動かせていない。 
 
    首も目も、死神のいる方とは一致しているわけではない。彼女は私の後ろにいたのだから当然だ。会話もしているが、おそらく口や喉も動いていないのだろう。 
 
    いわゆるテレパシーに近いものが発動しているからなのだろう。 
 
    そんな私の前に、彼女は私と同じくらいの高さにまで背を下げた。 
 
    「今回のケース。つまり、千歳さんが死ぬ予定だったこの事件は、思念体になる不幸な事故でした」 
 
    「……確かに、不幸極まりないわね」 
 
    私はそう言って視界は落ちてきた観測用植物の残骸を見た。 
 
    大きさは、……人の頭くらいか。 
 
    その破壊力は石畳であるこの道のその一つのレンガを完全に粉砕している所からも、人一人を殺すには十分だったことだろう。 
 
    ……もし当たっていたら。単純にそんな戦慄(せんりつ)を覚える。 
 
    「それでっ？　私が死ぬ理由が、ずいぶんと悲劇的なのは分かったけれど、なぜ私は死ななかったの？」 
 
    「それは複数理由がありますが、一つは、我々死神にとっても、偶然性が高すぎて、千歳さんが死ぬかどうかわからなかったからです」 
 
    「……それは、ずいぶん雑な仕事ぶりね」 
 
    そんな、適当な業務ミスのせいで、私はこんな一日を過ごしたのか？ 
 
    「はい、そうなんです……。でもほぼ間違いないはず。だったんです」 
 
    「私は死んでないじゃない。間違えてるじゃない」 
 
    「そ、それは……」 
 
    あたふたする死神に、さっきの仕返しも含めてどんどん追い討ちをかける。 
 
    思い返せば、さっきまで彼女に死ぬ死ぬと急かされていたのだ。 
 
    思い出せば出すほど腹が立ってくる。 
 
    「大体、死神の癖に人間の死ぬ可能性を間違えないでよ。『死ぬか』『死なないか』で仕事しなさいよ。とんだ迷惑だわ」 
 
    ぐうの音もでない。とでも思っているのだろう。 
 
    さすがにもう笑顔ではなくて、悔しそうにこちらを睨んでくる。 
 
    私はさっきの仕返しでしてやったりと思ったのだが、嬉し泣きだったはずの涙が私がいじめたせいで流れているように見えて、少し罪悪感が出てきた。 
 
    「……すいません」 
 
    「……いいわよ、もう。それより続きを話して。……繭はやめなさい繭は。縮こまらないの」 
 
    「……はい」 
 
    彼女が拗ねて姉のベッドの上で羽根に包まった状態になりかけたのを、とりあえず止めた。 
 
    ……やりにくいな。ホント。 
 
    手を動かせたら髪を掻き揚げたい。……そんな気分だ。 
 
    特別嫌な気がしないのは、多分彼女と二人で話す事自体は嫌じゃない。 
 
    むしろ好ましい状況、だからだろうか？ 
 
    「ええっと……。どこまで話しましたっけ？」 
 
    そう言って恥ずかしそうに頭を撫でながら、可愛らしく笑った。 
 
    ……この子を見てると、無性に、姉を思い出す。 
 
    所々、とてもそっくりなのだ。雰囲気も仕草も。 
 
    そんなことを思っている間に、彼女は彼女で話の整理が付いたようで。 
 
    「千歳さんの事例は私が担当するはずじゃなかったんですが、ちょっと無理言って担当変えてもらったんですよ」 
 
    「担当って……細分化もされてるのね」 
 
    「そうなんですよ。ほかにも大多数の死者が同時に出た時の部隊とか、一括りじゃないんですよ」 
 
    なんだかシフト制で働いてるバイトみたいだ。人間がイメージする死神からすると、とてつもなく細かい。 
 
    とても鎌一つでどうこう出来る仕事ではないようだ。 
 
    そして、彼女が自慢げに滑りよく舌を回しているが、こういうことは……。 
 
    「それは、話してもいいことなの？」 
 
    「…………。しまったっ！」 
 
    私の指摘の通り、これは最初の夜の失言のように、人間には話してはいけないことだったようで、非常に分かりやすいリアクションを返してくる。 
 
    この子は馬鹿だ。もう確信した。今後疑うことは無いだろう。 
 
    「……どうしよう。よくよく考えたら、千歳さんはこれからも生きるのに……。死ぬと思ってたから今までの話も水に流してくれるかなって思ってたのに……。上に怒られるっ！」 
 
    「怒られなさいよ。……縦社会さえあるのね、死神の世界」 
 
    どんどん壊されていく死神と人間の死に対しての考え方。 
 
    「千歳さん！　今までのこと全部忘れてくださいっ！」 
 
    「嫌よ」 
 
    即答すると両手を地面に投げ打って落ち込んでしまった。 
 
    よほど怒られるとき頭を叩かれるのか、反射的に頭を両手でカバーして、支えをなくした頭を落下させて顎を地面に強打していた。 
 
    なんだか、馬鹿みたいだ。そういう意味じゃなくて、バカみたい。 
 
    「……誰にも言わないわ。それを約束させれば、多少は許してくれるんじゃない？」 
 
    「……いいんですか？」 
 
    顎を赤くしながら涙目で振り向かれる。 
 
    断れるはずがないほど、愛情というか、母性というか、妙に心を揺さぶられる。 
 
    「誰も、信じないわ。死神とかキリストとか……。ただのヨタ話じゃない。死神から直接聞けば、別だけどね」 
 
    そう笑って返してあげた。顔は動かずとも心で笑った。 
 
    私は、私がこうも自然に笑えたことに気づけずにいた。 
 
    ……が。 
 
      
 
    「…………」 
 
    「……な、なによ？」 
 
    死神の大口空けての意外なものを見た、信じられないことが起きた。そんな表情をした。 
 
    口に手を当てて私が笑ったことに、感激した感情が入り混じってきた表情は、こっちまで一気に恥ずかしくさせる。 
 
    ……だめだ、どうしても調子が狂う。 
 
    私はあわてて話の先を急かした。 
 
    「と、とにかく死神にも色々あってですね。……ええと」 
 
    彼女は頬染めを恥ずかしそうに隠しつつ、話へと戻ろうとする。が言葉が上手く組み立たないようだ。 
 
    「……オホンッ。それで？　私のケースには、いったいどんな予期せぬ偶然が重なったの？」 
 
    大げさに咳払いをして、死神の心持ちを待つ。 
 
    こちらも、まださっきの羞恥心が収まらない。 
 
    ……笑ったくらい、何だって言うのよ。……恥ずかしい。 
 
    「は、はい。まず一つ目は、二十四時間の間に、千歳さんが周りに死ぬと告げたこと。です」 
 
    「私自身が、原因だったの？」 
 
    原因、というのは言葉としてどうかと思うが、それ以上に「そんなことで？」という感情が強かった。 
 
    たった二人に事実を。言葉を告げただけで、人は生きたり死んだりするほどか細い綱を渡っているのか？と。 
 
    「いえ、まぁ、そうですね。具体的に言いますと、水城真由の存在が、今回の予期せぬ偶然の一つでした」 
 
    「……真由が？」 
 
    そして私はもうずいぶん長いこと一緒に固まっている真由を見た。――といっても顔は動かせないが、視界として映し出されるビジョンは真由を映し出していた――。 
 
    確かに、真由にまで私が死ぬことを話すことになったのは自分でも意外だった。 
 
    こんなに敵視してきた人間だったんだ。本当に意外だった。 
 
    「でも、確かに結果として真由に助けられたけれど、私がこの話をしたことが特別起因になったとは思えないのだけれど……」 
 
    私が話したから死期を予知して助けに飛んできた……。なんて、そんな超人のような能力は真由には無い。あったら困る。 
 
    「ええ。ただ、彼女はあの話をされなかったらこの時間、この場所に訪れることはなかったんです」 
 
    「……私と話したことで、その可能性が膨らんだ？」 
 
    「そういうことです。どういう作用で、どういう風になるかはわからなかったですけれど……」 
 
    「つまり、真由がここに来るようにしたから、私の助かる可能性が生まれたっていうこと？」 
 
    ……ずいぶん、簡単なことで寿命とは伸びるものだ。 
 
    「まさにその通りです。ただ、彼女の意識の中で、千歳さんがその第六感に引っかかるほどに、大きな存在になったことが起因になっています。……結局千歳さんが引き寄せたものだったんですよ」 
 
    「……そう」 
 
    「……まだ、誰かを泣かせるのが嫌ですか？」 
 
    私の浮かない表情を憂いと取った死神は、一つ言葉をかけた。 
 
    ……嫌に、決まっている。 
 
    本当なら彼女にだって、トモにだって、私の事を何とも思わない人間でいてほしかったはずなんだ。 
 
    誰の記憶にも残りたくない、前の私からすれば、『命の恩人』を作ること自体、大問題だったはずだ。 
 
    ……もっとも、死を免れた今の私にはそんなこと、何とも思わない。むしろ嬉しいことになったのだけれど。 
 
    「そうね。この子にまで私をそんな人間にされたら、困るわ」 
 
    そう、少し皮肉めいたセリフ回しで言って見せた。 
 
    意味なく、言葉を出した。命の恩人……、か。忘れようにも忘れられないよね。 
 
    「……それじゃ、時間を動かしましょう」 
 
    「えっ？　ちょっとっ！？」 
 
    「千歳さん！　大丈夫！？　どこか痛くない！？　あれにはぶつからなかったの！？」 
 
    死神は何の間髪も入れずに指を鳴らした。 
 
    唐突に動き出した真由は、真っ先に私の顔を覗き込んできた。その表情は必死の一言で、私のあちこちを眺めては、短い言葉で何度も無事を確認してくる。 
 
    「え、ええ……大丈夫。助けられた時に少し頭をぶったけど……」 
 
    先ほどまでの止まった世界と、動き出した世界とのギャップを埋めるのには少し苦労した。 
 
    私からすれば事態が起きてから、体感で数分の時間は過ぎていたわけで。 
 
    でも、真由を初め、ここで私が死にかけるのを見た人間にとっては多分ほんの一瞬だって時間は動いていなかったのだ。そのギャップはさすがに大きかった。 
 
    「ホントッ……！？　よかったぁ……」 
 
    そんな気の抜けた私の返事と、その状態を何度か見回して、本当に私が無事にすんだと確認したんだろう。真由は私に覆いかぶさった上体を起こした後、一緒に起き上がろうとした私にもたれかかってきた。 
 
    「ちょ、ちょっと、水城さん 
 
    「……あなたが、見えた時、上に植木鉢が見えたの……」 
 
    この事態に気づいた人が集まってくる。 
 
    私たちを見て、凶器と化した植木鉢を見て、その悲劇が現実とならなかった事に皆が安堵していた。 
 
    もう時間は止まっていないのだと、ここでようやく理解できた。 
 
    その間も、涙ぐみながらの水城真由の告白は止まなかった。 
 
    「そしたら、グラグラ、揺れたのよ……。ちょうどあなたがいる辺り、に。落ちるって思った……。落ち始めたときは……はっ……はっ。…………怖かった」 
 
    「……そう。ありがとう」 
 
    私はそれ以外に言う事が出来なかった。 
 
    それほど彼女の必死な訴えは切実なものだったから。 
 
    「あなたは死んじゃダメよ！　こんなことで死ぬなんてダメ！　……っ！」 
 
    言葉を続けようとしたのだろうが、涙が塞き止められず言葉の代わりに沢山、溢れてきた。私の胸を弱くポスッ、ポスッと叩きながら、しゃくりを堪えながら涙で私の服を濡らした。 
 
    「……ありがとう」 
 
    私はこれ以外に言いたかった言葉を失った。私のために泣いてくれる彼女へ本心から感謝を告げるために。 
 
    「……これで、少しは分かりましたか？」 
 
    「……ええ。もう手遅れみたいね」 
 
    死神が私の肩を叩いてから、耳元に小声で話しかけてきた。 
 
    私も真由には聞こえないように独り言を呟くように答えた。 
 
    「それが分かったなら、もう大丈夫でしょうね。それじゃ……」 
 
    その声は不意に遠く彼方へと消えようとしていた。 
 
    スッと、彼女の気配が遠ざかる。 
 
    彼女は、もういなくなる……。そんな不安が私を突き動かした。 
 
    「待ちなさいっ……。時間を止めてっ！！！」 
 
    私は死神の気配が消える気がして、大声で叫んだ。 
 
    まだ行くな。まだ行かないでっ！ 
 
    あなたにだって、私は言いたい。言わなくちゃいけない。 
 
    私が生きられた事、私が生きていこうと思えた事。その全ては、あなたの……。 
 
    あなたのせいなんだから……。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    ……再び、世界は動きを止めていた。 
 
    見渡せる限りの世界は、時間とともに動かなくなっていた。 
 
    そんな中一人、びっくりして大慌てで時間を止めた死神だけが、目をぱちくりさせて立っていた。 
 
    「ど、どうしたんですか？　さっきの大声はさすがに間に合いませんでしたよ！？　　時間を動かしたら、変な人扱いですよ！？」 
 
    まだ死神は笑顔だった。でも、たった二十四時間だけど、一緒だったから分かる。とても分かりやすい死神だから分かる。 
 
    この仕草は特別、……姉とよく似ているからよく分かる。 
 
    「……まだよ」 
 
    「えっ？　な、何がですか？　もうほんとに何にも無いですよ？」 
 
    「私を動けるようにしなさい。出来るでしょ？」 
 
    「で、でも……、それは違反で……」 
 
    「いいからっ！」 
 
    「はっ、はいぃ！」 
 
    カチッという音がどことなく聞こえてきたら、私は動けるようになっていた。 
 
    動けない水城真由からそっと抜け出し、死神の前へと歩み寄る。 
 
    「……死神」 
 
    「な、何でしょう？」 
 
    「あなた、まだ説明の付かない事を残してるじゃない」 
 
    「な、なにが、でしょう？」 
 
    そうはぐらかそうと言葉を濁しながら、彼女は私から視線を逸らした。 
 
    この態度からすると、私の言葉をある程度予想できているんだろう。 
 
    「私の行動が、私を救う原因になった。そう言ったわね？」 
 
    「……はい」 
 
    「でも、私が真由と会話した事も、ここに来たことも。全部あなたの言われたとおりにした事よ。……そして、あなたはこの状況を作ろうとしてきた。私が唯一、……助かる状況を」 
 
    「……はい」 
 
    「……あなたは、死神なのに私を助けたわね？」 
 
    「…………はい」 
 
      
 
    それは諦めたように、「やっぱり敵わないなぁ」とでも言うような、笑顔。 
 
    その笑顔の向こうに、彼女には何が待っているのかを知る事ができた。 
 
      
 
    「あなた。死神としてしちゃいけない事。なんて、私にしてないわよね？」 
 
    「だから、もう秘密事項をいくつも話しちゃってるじゃないで 
 
    「その事じゃないわよ」 
 
    彼女の必死のごまかしも、もうずいぶんと慣れたもので、すぐにそれと分かった。 
 
    だから彼女に説明してもらう前に、本当は答えはわかっていた。 
 
    「私の寿命は、あなたが何もしなければここで、……いえ、もしかしたらもっと悲惨な場所で悲惨な死を迎えていた。そういうことでしょ？」 
 
    「……はい」 
 
    そう小さく、死神は答えた。 
 
    私の寿命は本来なら間違いなく、あの時の二十四時間後の、あの瞬間終わっていたんだ。 
 
    そもそも私があと二十四時間で死ぬと教えたのも、嘘をついてトモと真由にこの事を話させた事も、この場所まで連れてきたのも、……みんな死神じゃないか。 
 
    もし彼女が最初から基本的な仕事だけ。私を呪縛霊にさせないための行動だけを取ったとしたら、おそらくこんな奇跡の現象は起こらなかっただろうし、もっと別の結果が待っていたはず。 
 
    少なくとも私が生きていられる未来は、これだけだったんだろう。 
 
    彼女が私に逐一(ちくいち)押し付けてきた条件は、今になって思えば全て、私の寿命を延命させられる唯一の状況を作るための寿命工作だったんじゃないか。 
 
    ……そしておそらく。 
 
    「あなたの行いは死神としては、……いえ、死神だからこそ重罪なんじゃないの？」 
 
    こんな行いが、死神に許されるはずがない。 
 
    彼女個人の意思で寿命を変えるなんて事は、死神に許されるはずがない。 
 
    「……そう、ですね。多分、厳しい処罰が下ると思います。人間の自由意志への介入、故意に起こした寿命工作。どちらも必要と判断されていない場合、……重罪です。まして私情で延命を望んでやったことならば更に罪は重くなるでしょう」 
 
    「……やっぱり」 
 
    死神にどんな決まりがあるとか、どんな処罰があるとかそんなことはどうでもいい。 
 
    ただ、私のせいで彼女はそれを負うのだという事実。それだけが気にかかった。 
 
    「……なんで、こんなことしたの？」 
 
    私は問う。 
 
    「何で私を助けたの？　あんなに必死になってまで……。助ける理由があったの？」 
 
    どうして罰を受けてまで私を助けたのか？　その理由を知るために言い詰め寄る私に、彼女は何の後悔も無い、そんな言葉の代わりの笑顔をくれた。 
 
    そして一呼吸置いてから、彼女は言った。 
 
    「それは、約束です」 
 
    「……約束？」 
 
    そう、彼女はただ朗らかに笑った。 
 
    おそらく……。 
 
    「秘密です」 
 
    やっぱりか……。 
 
    彼女の身は心配だったけれど、そんな笑顔で言われては仕方がない。 
 
    「心配しないで。大丈夫」とそう顔に描かれていた。 
 
    「……こんな人間一人のために、ずいぶん無茶したのね」 
 
    だから私も、ただ朗らかに笑うしか出来なかった。 
 
    「……どうしても、千歳さんを死なせたくなかったんです。約束なんてたった一人の人間とした自己満足なものですから」 
 
    「……それって、誰とした約束なの」 
 
    独り言のように呟いたその言葉へと追求をかける。 
 
    笑顔が落ち着き、そっと微笑むように死神は続けた。 
 
    「……千歳さんのことは、一年前ほどから予知がされていました。それまでは私にとっても、ただの一人の死者予定にすぎませんでした」 
 
    「それで？　私があなたにとって特別になったのはいつからなの？」 
 
      
 
    「……千歳さんのお姉さんが、強制的に昇天させられたからです」 
 
    「……姉さんが？　どういうことよっ！」 
 
    軽い気持ちと好奇心で聞こうと思っていたのに、姉のことが出てくるとは思っていなかった。 
 
    私は形相を変え、彼女はその様子にたじろいだ。 
 
    「お、落ち着いてください。悪い話ではないですから……」 
 
    そう言われてやっと、思わず掴みかかっていた手を彼女の片袖から離した。 
 
    それを見計らって彼女は説明を始めてくれた。 
 
    「千歳さんのお姉さんは、それはもうこちらでも困った人でしたよ」 
 
    「な、なにがよ……？」 
 
    ……困った人？ 
 
    一体何をしたんだろう？　死神が困る事っていったい何よ？ 
 
    突然開いた姉の死後の話と、その内容が飛躍(ひやく)している事。 
 
    困惑する私をよそに彼女の説明は続く。 
 
    「いやぁそれが、死神と仲良くなったり、天界への門をくぐらなかったりして。なんだかんだ人間の時間で九ヶ月も死神の管理所に居座りまして……。病弱になって死んだと聞いていたんですが……」 
 
    「……心だけは、オリンピック選手並みに元気な人だから」 
 
    「そ、そうですか。……あはは」 
 
    ……なんてことをしていたんだ姉はっ！ 
 
    おそらく死後の精神というのは、肉体の強度ではなく精神の中身がそのまま反映されてしまう世界なのだろう。それにしても……。 
 
    死神と仲良く？　挙句成仏せずに居座った！？ 
 
    元気な頃は元気で騒がしいと評判だったけど、死後の評判までそんなだったのか……。 
 
    私は少し怖くなって、すこしおとなしめに聞きなおした。 
 
    「そ、それで……、姉はほかにどんな迷惑を？」 
 
    それはまるで親が子のいたずらの内容を聞くかのような言い方だったけれど、彼女の態度を鑑みてもその言葉遣いは間違っていないような気がした。 
 
    「はぁ、そうですね。……とにかく明るい人で、会う死神会う死神と話して仲良くなってしまって……。三ヵ月後には彼女を知らない死神はいないほどに」 
 
    「それは……、死神の世界はそんなに狭いものなの？」 
 
    「居座られた場所が使命で人間世界とを行き来する場所の真ん前で、嫌でも顔を合わせますよ」 
 
    「…………そう」 
 
    それは……、本当に迷惑だったんじゃないだろうか？ 
 
    しかし、彼女の言い回しに姉のことを嫌っていたという風な言葉はなかった。 
 
    勝手な想像だが、姉と彼女は上手くやっていたようだ。 
 
    ……死人が成仏できず、死神と仲良くなる事が果たして上手いことかどうかは別として。 
 
    「半年過ぎた辺りでは彼女を成仏させたいと思っていた死神はいなかったんじゃないでしょうか？」 
 
    「……はぁ？」 
 
    あまりに素っ頓狂なその言葉にはさすがに戸惑った。 
 
    死神と仲良くって状況じゃないでしょ？ 
 
    死神が職務放棄したくなるほどの仲ってどれだけよ！？ 
 
    っていうか、仲が良くなった魂相手ってだけで職務放棄するなっ！ 
 
    「死神って、……馬鹿なの？」 
 
    「……反省します」 
 
    彼女は小さくその頭を下げた。 
 
    「……でも、良かった。姉さんは、死んでからもあんなふうに苦しい思いはしなかったんだ」 
 
    でも、その事を知らせてくれただけで、ほっとできた。 
 
    思い返せば、……姉の最後は本当に悲惨だった。 
 
    息をすることも、食事も、排便も、寝返りも。 
 
    自分一人で出来る事なんてかろうじて動く右手で私の手を握って、短い言葉を壊れそうな小さな声で話す事くらいだった。 
 
    その反動で、死神に迷惑をかけるくらい元気な魂になったというなら、申し訳ないが良かったと思う。 
 
    「……はい。それは保障します。周りの死神まで、一緒になって笑っていて、人の死を悲しんでしまうような、心弱い死神は職務のたびに彼女に「おかえりっ！」って言ってもらえるだけで勇気が出たって言います。……みんな、志月（シヅキ）さんが大好きだったんです」 
 
    ……そうか。それは本当の姉さんだ。 
 
    忘れていた。私が勝手に消してしまっていたんだ。たった一年で。たった数ヶ月の闘病の姿で……。 
 
    姉さんは、そういう人だ。今、思い出した。 
 
    「元々、死神には感情が多かれ少なかれあって、あまりに悲劇的な死を担当すると酷く落ち込んじゃったりするんです。それなのに娯楽なんてないでしょ？　……皆志月さんにのめり込んじゃってたんです」 
 
    「人の姉を性悪女みたいに言わないでよ。なんだか幾人も男抱えてる悪女みたいじゃない」 
 
    「あぁ、すみません！　で、でもみんな本当に志月さんにベタ惚れで、毎日代わる代わる彼女を囲んでまし 
 
    「ストップッ！！！　それ以上人の姉を汚すなっ！」 
 
    今は体が動くので、思い切り彼女の頭へチョップを叩きおろす事ができた。 
 
    「にゃあぁぁぁぁっ……」とうずくまる彼女には同情しない。自業自得だ。 
 
    言い回しと言うものを少しは考えなさい。 
 
    「姉さんが死神から、愛されていたのはよく分かったわよ。……でも、それで私まで有名になるって、なんかおかしくない？」 
 
    「はい。それは志月さんが最後に言い残した願いが千歳さんについてだったからです」 
 
    「姉さんが？　……何を残したの？」 
 
    姉が最後に、本当の最後に残した願い。 
 
    それが、私について？ 
 
      
 
    「志月さんは、偶然千歳さんの寿命とその原因を知ったんです。自分が原因で世界へ希望を失っていて、果ては思念体となって昇天出来ない最後を送る。そんな内容を知ってしまったんです」 
 
    「……それで？　姉さんはどうしたの？」 
 
    「……私が昇天できなくてもいいから、千歳さんを助けてほしいと。このまま世界の素晴らしさを知らないまま死なせないでくれと」 
 
    「そんなっ！　姉さんはちゃんと成仏したって、 
 
    「もちろんっ、そんな我が侭は許されませんでした。死神は昇天できない思念体の末路を良く知っています。……あんな思いを志月さんにさせようなんて誰も思いませんよっ」 
 
    彼女は私の言葉を遮って、姉の事を思ってくれたことを告げる。 
 
    思念体……呪縛霊というのは思いのほか悲しい魂なんだろう。 
 
    その悲痛な表情は私でも姉さんでもなく、呪縛霊になってしまった人を思ってのものだろう。 
 
    「……ちゃんと成仏したのね？」 
 
    私はそれでも念を押して聞き返す。こればかりは確実に返事をもらわないと。 
 
    「……いいえ。志月さんは今、昇天できなかった魂と共に、堕階で眠っています」 
 
    「それじゃあ……。姉は地獄にいるの！？　どうしてよっ！！！」 
 
    「それが、代償だったんです……。大丈夫です。百年の刑の間中、安らかに眠りについてもらいました。私がちゃんと、なんの苦しみもないようにと」 
 
    「でもっ、それでも私を……、姉さんは……。あなたはっ！」 
 
    死神は、私に笑いかけた。 
 
    こんなに迷惑がかかるなんて思ってなかった。 
 
    姉にも、あなたにも、誰にも迷惑をかけたくないと、思ってきたのに……っ。 
 
    「最後に、「妹の千歳さんには、全力を持って思念体にならないよう努めます」と……。志月さんはそれを最後に、自分で堕階への道を歩んでいきました。大丈夫です。起きてみればすぐですし、あっという間ですよ！」 
 
    「そう、なのかな……」 
 
    今も姉は地獄にいる。私を助けるために……。 
 
    「とても、苦しかったです。あんなところに志月さんを送るなんて……」 
 
    唇を噛み、眠って何も感じないと分かっていても、悔しがってくれている。 
 
    それほど、彼女は姉さんを思ってくれていたんだろう。 
 
    「……みんな、嘘つきです。泣ける死神は泣きながら、悲しめる死神は悲しみながら、全員で志月さんを見送りました。それでも、規律を破る事はできません。そういう風に皆生み出されてしまっているんです」 
 
    「だから、あなたが来た。……ＳＳ級の特別製なら、規律を破る事もできるから、……と」 
 
    「はい。規律を破る事ができるのはごく少数の「人間のような死神」だけです。だから、私が来ました。……そして私は、志月さんとの約束を破らずにすみそうですっ」 
 
      
 
    そう言って彼女は笑う。 
 
    だからあんなに必死だったのか。 
 
    私を今死なせては姉との約束を破ってしまうから……。 
 
    彼女は本当に、姉を愛してくれていたんだ。 
 
      
 
    「……さて、もう行かなくちゃ。いつまでも人間の世界にはいられませんから」 
 
    「……そうね。姉共々、あなたにはお世話になったわ。私が今度、ちゃんと生きた後にはまた来てもらえるかしら？」 
 
    「あはは、死神は予約制じゃないですけど……。それまでに処罰が終われば、今度も迎えに行きますよ。千歳さん」 
 
    そんな、簡単な口約束。 
 
    だけれど、彼女なら本当にやって来てくれそうで、私は笑って何気ない今更な事を尋ねた。 
 
      
 
    「ありがとう。……あなた、名前は？」 
 
    ふと、思ったので聞いてみた。おそらくこの期間に話さなかったのなら、ないのだろう。 
 
    「ありません。死神には個別の名称はないんです。……ただ」 
 
    「……ただ？」 
 
    大方の予想をずれない答えに後に彼女は付け足した。 
 
    それはやっぱり意外な答えで。 
 
    「志月さんには、こう呼ばれてました。「千歳の「千」と私の「志」を合わせて、「千志」（チシ）ちゃん！」……って」 
 
    「……千志、ちゃん……。ゴロ、悪いわね」 
 
    ……なかなかに、笑えばいいのか悪いのか。分からない返事だった。 
 
    『チシ』…。普通に漢字を当てはめると、……『致死』。 
 
    読みとしてはかなり、最悪……。 
 
    「結構、気に入ってるんですけど。……やっぱりそうですよね？」 
 
    私の微妙な反応は敏感に彼女にも伝わったようだ。 
 
    「……昔ね。犬に三日かけて「犬神犬」（イヌガミケン）って名前を付けようとした事があったわ。私がすぐにお菓子の名前につけ直してあげて、事なきをえたけど…………くくっ、死んでも治らなかったんだ……っ」 
 
    そうかそうか……。馬鹿も死ねば治るのに、名前をつける才能の無さは変わらないのか。 
 
    そんな姉らしい名前を最後にもらったのが彼女だったのか。 
 
    なんて不幸な……。おかしな偶然だ。 
 
    「……。私の名前なんですが」 
 
    「あ。あぁ、そうね。……チシちゃん？」 
 
    私はまた拭き出すのを堪えながら、彼女の名前を呼んだ。 
 
    「うわぁぁぁ～っ！　馬鹿にしたっ！　絶対馬鹿にしましたよね今っ！」 
 
    ……まぁ、馬鹿にしたんだけど。 
 
    しかし、まぁ、あれだ。 
 
      
 
    「……チセ」 
 
    「……えっ？」 
 
      
 
    姉の尻拭いというのも妹の務めだ。 
 
    私は彼女に新たな名前を挙げることにした。私が親友から呼ばれている名を、彼女にも。 
 
    「だから、…名前。「千」と｢志｣って字を逆にして、「志千」（シセ）。「志」は中国読みで「チー」。だから「チセ」になるわ。……私と同じ」 
 
    「……同じ、ですか？　……あっ！」 
 
    自分の中で何度も「チセ」という響きを思い起こしたのだろう。 
 
    トモが私をなんて呼んでいたか。その記憶に行き着いたようだ。 
 
    「思い出した？　今朝、あなたに特攻したり、授業中ずっと居眠りしてたりした子。私の事何度言っても「チセ」って呼ぶの。そこから拝借っ」 
 
    「……そっか。千歳さんと、同じ……志千。チセ。志月さんと、千歳さんからもらった、名前……」 
 
    姉が思いついた名前の元は私と姉の名前。それを私がちゃんとした。 
 
    ……姉が亡くなってから、初めて一緒になって考えた名前。 
 
    「これで、また会ったとき『死神』なんて無粋な呼び方しないですむわ。チセ」 
 
    「……っ、はいっ！」 
 
    彼女、チセはとてもいい返事をくれた。 
 
    新たな名前が嬉しかったのか私からだから嬉しかったのか。……分からなかった事にしておく。 
 
    「……なんか、自分の呼び名を呼ぶのって変な気分ね」 
 
    「えへへっ、そうですね」 
 
    そうして二人して少しずつ、徐々におかしくなって一緒に大笑いした。 
 
    時が止まっている中、二人だけで。 
 
    二人の「チセ」が、一緒になって笑ってた。 
 
      
 
    ＊＊＊ 
 
      
 
    「それじゃ、本当に、……もう行きますね」 
 
    彼女はひとしきり笑い終えた後、二，三分時間をかけて、死神界への帰り道を開いた。 
 
    それは死神というイメージとはかけ離れている、綺麗な黄金色の光の柱。 
 
    その光を背景にたたずむチセはまるで天使が降り立ったようで、そんな絵が私の前にあった。 
 
    「えぇ、お疲れ様。私もちゃんと、生きてみるわ」 
 
    その言葉には他意はない。 
 
    私はもう死ぬことを考えずにすみそうだ。 
 
    姉の死は無駄じゃなかったこと。少なくともその後の死後の人生は楽しくやっていたようだし……。その本人から貰い受けた命だ。ちゃんとしなくては、ね。 
 
    「そうしてください。せっかく頑張って寿命延ばしたんですから。そうしないときっと志月さんも悲しみます……」 
 
    「……そうね。姉さんの話は、本当にありがとう。ちゃんと吹っ切れたわ」 
 
    何気なく、そんなことを言った。 
 
    それが彼女にとっては嬉しかったようで 
 
    「……よかったぁ。これで志月さんにちゃんと顔向け出来ます」 
 
    「…………」 
 
      
 
    そう、あの顔を見せていた。 
 
      
 
    「……それじゃ、サヨナラ」 
 
    「チセ」 
 
    「……はい？　な、何ですか？」 
 
    まだ呼ばれ慣れていないのだろう。少し間があってから自分の事だと気づいたようだ。 
 
    そんな彼女に向かって私は数歩、近づいた。 
 
    「……背、高いわね。少し屈みなさい」 
 
    私は返事を返さずその行動に必要な用意を説明もなしに彼女に押し付けた。 
 
    「な、何ですか？　もう帰り道開いちゃったんですけど 
 
    「いいからっ！」 
 
    「は、はいっ！」 
 
    そう言ってチセは少し背を屈めた。 
 
    こうやってちゃんと立つと、私より少し背の高かった彼女をしっかりと見つめることが出来た。 
 
    二十四時間一緒にいたけど、こうしてまじまじと見つめるのは初めてだ。だけど分かる事が一つ。 
 
    彼女は帰り道の光の柱をチラチラと気にしながら、別の事も我慢している。 
 
    私の態度と行動に相当困惑している表情に隠れて、……あの感情が見え隠れしている。 
 
    だから……。 
 
      
 
    「……泣いていいよ？」 
 
      
 
    私は少し背伸びして、チセのその頭と体を両手で抱き寄せた。 
 
    私に体を寄りかからせたチセからは、ほんの少ししか重さを感じられず、やはり人間ではないのだなと思ったけれど、それでも人間くらい温かかった。 
 
    「……えっ？　そんな、……平気、ですよ？」 
 
    「いいから。分かってるんだから。……いいから、ね？」 
 
    「……はっ、ぁ、、あ、あぁ…………っ！」 
 
    「……よしよし」 
 
    その手を震わせながら私を抱き寄せ返したチセは、大声で泣いた。 
 
    私はもうしばらく死にそうもない。 
 
    それはチセとはもうしばらく会えないということだ。 
 
    たった一日の奇想天外な日々に、私もサヨナラだ。 
 
    ……チセは泣き虫だ。 
 
    このたった一日の出会いとの別れにも、泣くのだろうと思っていた。 
 
    それでなくても、こいつは、事あるごとに、泣いた、のだから……。 
 
    「うぇぇ、うわぁ……ひっく、、はっ……ひっく」 
 
    「そんなに、泣かないでよ……。私まで、もらっ、ちゃう……じゃな、い……」 
 
    私の目にはチセの死神らしくない暖かい温もりや、私のために泣いてくれた優しさに、チセと同じくらい、涙が溢れていた。 
 
    それでも、こみ上げてくる涙を必死に抑えていた。 
 
    ……だめだよ。お爺ちゃんの時も、トモのお母さんの時も、私が名前を付けてあげた犬のラスクの時も、……お姉ちゃんの時も……泣いて、あげられなかったのに。 
 
    自分のときだけ、泣くなんて。死神と別れるだけなのに……。清々する、はずなのに……。 
 
    なんで……。 
 
      
 
    「ちとせっ、さんっ！」 
 
    「なっ……によ？」 
 
      
 
    チセは最後の最後で一番、暖かくて優しい大声をくれた。 
 
      
 
    「泣いたってっ、いいんですよっ！」 
 
    「……うんっ」 
 
      
 
    泣きながら、 
 
      
 
    「泣いたって、笑ったっていいんですっ」 
 
    「…………、うんっ」 
 
      
 
    泣きながら、そんなことを言う 
 
      
 
    「苦しかったら、頼ってください。その人が幸せなら笑ってください。その人が死んだら、悲しんで、辛くて泣いて、それでも、笑ってあげてくださいっ。私が、私が千歳さんの死を、悲しいだけの物になんかもうさせません。ぜったい、絶対！　だから、……だからっ！」 
 
    「……うんっ。……うんっ！」 
 
      
 
    途切れた言葉に、私はただうなずいた。 
 
    何度も、何度もうなずいた。 
 
    その度に涙がこぼれた。 
 
    彼女の言葉は私の我慢を決壊させてくれた。 
 
    もう、我慢できない……。 
 
      
 
    私は、チセのことを……大好きだったんだ。 
 
      
 
    トモのこともあった。水城真由のこともあった。姉さんの最後を知る事も出来た。 
 
      
 
    だけど、その全てをもってきてくれた彼女が、ただただ暖かく優しかった彼女が。私の一番の思いになった。 
 
      
 
    「うわぁぁぁーーーっ！　あぁぁっ、あぁーっ！」 
 
      
 
    初めて、泣くことを許された気がした。 
 
    初めて、泣いたことで許された気がした。 
 
      
 
    しばらく、チセと私は一緒に泣いた。 
 
    一日前は、私の寿命を知らせて、死んだ後の世話をするとやってきた死神。 
 
    今は、遠くへ行く友達のように……。お互いを想って泣いた。 
 
    私は、ようやく死ぬことを怖く思えたんだ。 
 
    ……人は、一人では生きてゆけない。 
 
    だからこそ、誰かを傷つけずに死ぬことは、無理なんだ。 
 
    なら、精一杯生きていかなくては。だからこそ目一杯生きなくては。 
 
    そんな当たり前の事を、……私は、死んだ姉によく似た死神に教えられた。 
 
      
 
      
 
      
 
    【エピローグ　～それでも少女は～】 
 
      
 
      
 
      
 
    「セットアップっ！」 
 
    しんっと静まり返った陸上競技場に大きな掛け声が響いた。 
 
    一秒、あるかないかの静寂の後、銃声を模した炸裂音と同時に、トモを含めた八人の女子学生が、たった百メートル先のゴールへ向けて走り出した。 
 
    同時に歓声と声援が上がる応援席から見ていても、八人全員が相当に速い。何せ彼女らは関東の各県を代表してここに集ったのだ。 
 
    その決勝レース、言うならば関東最速の女子高生八人なのだ。速くて当たり前だ。 
 
    そうこう思っているうちに、その間も私は隣の水城真由、今は呼び捨てで真由と呼ぶ仲なのだが、彼女と共に立ち上がってトモに声援を送っていた。 
 
    それに応えるように、トモの体が横一線だった中から一歩抜きん出てきた。 
 
    一歩一歩、確実に速度を上げ、決して緩めないそのストロークは、周りの選手たちを徐々に引き離してゆく。 
 
    そして私が「これで有利になったっ！」と声を上げた頃には……っ！ 
 
      
 
    「やた～～～～～っっ！！！」 
 
      
 
    という、ゴールラインをトップで走る抜けたトモの声がこちらまで聞こえてきた。 
 
    学校ぐるみで応援していたこの一角が大声援をトモに投げかける中、「これは百メートル走よ？」と水城さん……真由が、指摘してくれた。 
 
    私は「ありがとう」と少し嫌味じみた言い方で返し、すぐにトモを探した。 
 
    「ここだここ～っ！　勝ったよ～！」 
 
    スタンドの応援席の真下にはすでにトモがいた。 
 
    誇らしげにＶサインをするトモは結構様になっていて。 
 
    「カッコよかったぞ！　おめでとう！」 
 
    そんなセリフを私は口にした。 
 
    その言葉で、トモは一瞬震えにも似た嬉しさの身震いを起こした後、最高の笑顔でこう言った。 
 
    「チセ～～っ！　愛しっ…てぇ！！！　痛いよ！　なんで投げるんだよ！！？」 
 
    手に持っていた空のペットボトルを、チセに叩きつけてやった。 
 
    白昼堂々、学校の半数ほどがいる中で何を言おうとしているこの馬鹿は！ 
 
    周りは一部の日常を知る人間を除いて、なぜチセが物をぶつけられたのか理解できないまま声援を送り続ける。 
 
    その反面、「お熱いわね～。まだ春かしら？」と茶化す真由のように、私とトモが主人に溺愛する犬とその飼い主のような関係であることを知っている人間は――主に陸上部なのだが……――「またか」「またやってるよ……」とため息と微妙に嫉みの目を私とトモにぶつけていた。 
 
      
 
      
 
    ……ここは、全国大会へ向けて、最後の選手権となる関東陸上大会。 
 
    つまりは、いわゆるインターハイ直前の陸上大会。 
 
    チセはそこでつい先程、見事に一位を取ったのだ。 
 
    チセは係員に呼ばれると、ウイニングラン制度が無いにもかかわらず、競技場を所構わず走り回り側転、バク転、バク宙の大技を交えながら縦横無尽にその喜びを爆発させていた。 
 
    さすがは高校三年にして陸上、バスケ、そして新体操。 
 
    さまざまな部活や卒業後の大学、実業団までにマークされている超運動天才女子高生だけはある。 
 
    チセは元々二年で短距離エースだったが、秋頃からさらに全力で部活動に励み、その才能をさらに開花させたのだ。 
 
    その頃に私が入部した事は、決して無関係ではないと思われる。 
 
    その甲斐（？）あってか、彼女はこの関東大会に百メートル、二百メートル、四百メートルと走り幅跳び、走り高跳びの五種目でエントリーする超人振りを発揮している。 
 
    さすがにハードスケジュールだと思っていたが、見事予選をどの種目でもぶっちぎりで終え、 
 
    決勝が行われ始めるこの日数まで全ての種目で決勝に進んでいる。 
 
    「というか、友恵さんはすぐ休んで用意しないと、次バテますよね？」 
 
    「そうね。午後には走り高跳びもあるし……。今飛ばなくてもいいのに」 
 
    はしゃぎまわるトモをよそに冷静にその様子を、だけどお互い嬉しそうに微笑んで私と真由は話していた。 
 
    私は、トモに投げつけた代わりのジュースの口を空けて、二口、三口と口に含む。 
 
    夏真っ盛りのこの時期、適度に甘さを有したジュースは美味い。 
 
    そんな私にも少し微笑んでから、横にいた真由は「さて」と一言呟いて立ち上がった。 
 
    「次は私の種目ですね」 
 
    水城真由。トモと並んで長距離走二種目で関東大会にエントリーしている。 
 
    彼女はすでに五千メートル走で二位に入り全国大会出場を決めている。 
 
    次に行われるのは一万メートル走。 
 
    彼女にとって最も得意で、全国制覇も狙えるのではと言われる種目だ。 
 
    中途半端に長かった髪はすでに短めに切られていて、そのほうが似合っていると思っているのはナイショだ。 
 
    「次って言ってもまだ一時間あるわ。緊張してるの見え見えよ？」 
 
    「そっ、……そんなこと無いわよ。千歳こそ、今日決勝でしょ？　自分の槍はちゃんと持ってきたの？」 
 
    「実はさっき投げたペットボトルのせいで肩が痛くて……。軽いものを投げてはダメね」 
 
    大げさに利き腕を大きく回してみる。 
 
    もちろん、痛みなんてない。 
 
    「ちょっと！　なら早く医務室にっ！ 
 
    「冗談よ。その手でジュース持ってるの分からない？」 
 
    私はいたずらに笑ってその利き腕でジュースを口へとあてがう。 
 
    真由も、こうして付き合って要領を掴めばトモ並みに扱いやすい。 
 
    不器用で真っ正直で友達思い。人が痛がることはすごく嫌い。 
 
    それは外傷でも、心の痛みでもそう。 
 
    「……～～～～～～っ！！！」 
 
    ……最近は、言葉にならない叫びが得意。 
 
    私がいじめるとすぐに顔を赤くして、両手を振り回して講義する。 
 
    以前は口でも口論を構えたのだが、すぐに私との口喧嘩は勝てないと悟ったのか、今では人を傷つけることが大嫌いな性格が合わさって、ただ手を振り回すだけの抗議へと変わった。 
 
    「はいはい、怒らないの。少しは緊張も取れたんじゃない？」 
 
    「あっ……うぅ。た、たしかしそうかも」 
 
    「なら大丈夫ね。私もそろそろ用意するか。予選は結構ギリギリだったから、少し計算をし直してきたの」 
 
    立ち上がり一つ背伸びをして、私も体に気持ちを入れる。 
 
    肩を一度回して、今の私の相棒、槍投げ用の槍の入ったケースを持ち出す。 
 
    「何を変えたってっ！？」 
 
    「うわっ……と。お帰りトモ。後、突っ込んでくるなって言ってるでしょ！？」 
 
    いつの間にかこっちへ帰ってきていたトモが返事と共に背中へ飛び込んできた。 
 
    あの頃と変わらぬ元気っぷり。運動能力は飛躍的に上昇しているから、その破壊力は増している。 
 
    それでも。……あの事件の後も、トレードマークの無邪気な笑顔を、私に向けてくれている。 
 
    「うわはははっ…。イタイイタイいたいっ！」 
 
    後ろからトモのタイビングハグを食らったが、すぐに身を翻してトモの頭を掴む。全力で。 
 
    それでもトモの突進は止まらない。 
 
    「ゆ、優勝したんだからっ！　ご褒美頂戴っ！」 
 
    「それはっ。全国で優勝したらあげるわ。それこそ何でもねっ」 
 
    私の手を払いのけようとしつつも、その強靭な足腰で一歩も譲らないトモ。 
 
    私も体中を使ってそれに応える。というか、少しでも気を許したら一気に体ごと持っていかれそうだ……。 
 
    それでも、関東一の走力を誇るトモを私は利き手一本で受け止める。 
 
    その姿は遠目からは遊んでいるように見えるかもしれないが、お互いいたって真剣全力だ。 
 
    「なんだよそれ～っ！　県大会優勝したときも同じ事言ったっ！」 
 
    「～～っ！　忘れたわよっ！」 
 
    「……ねぇ、もう、止めなさいっ！」 
 
    「きゃんっ！」 
 
    「いたっ！」 
 
    真由が私の手を払いのけて、お互いに行き場のない力を保持したまま私たちはぶつかり合った。 
 
    「何するのよ真由っ？　くっつくなトモっ！」 
 
    私は、以前からしたらガラにもなく、声を荒げて抗議した。 
 
    以前からは考えられないくらい、活発な声で。 
 
    「仲がいいのはよろしいですけどね。……場所を考えなさいな」 
 
    「……そ、そうね。だから離れろっ」 
 
    「フハハハ～ッ勝った！　ギャンッ！」 
 
    真由もトモも、そんな私にすでに慣れきっていて、何の驚きもなく対応してくれる。 
 
    あまりにいつもどおりなトモには一発叩いてやった。 
 
    人をセミの吸い付く木か何かと勘違いしているのか？　五体全てでまとわり付く。 
 
    とにかく暑苦しい。 
 
    私は引き剥がしたトモの更なるアタックから逃れるためにも、用意を急いだ。 
 
    「あっ、千歳」 
 
    「ん？　何、真由？」 
 
    用意を急ぎついでに追いかけてくるトモをほかの部員に預ける私に、今度は真由が呼びかけた。 
 
    「さっき言いかけてた、 
 
    「あぁ、何を変えたかってやつね」 
 
    真由の言葉を先読みして、自分の言葉で遮断する。 
 
    その時の表情がみんなどうしようもなく面白くて、すっかり癖になってしまっていた。 
 
    ……姉と、あの死神のせいだ。 
 
      
 
    ……私が命を救われてから、もう一年が過ぎた。あの時、夏を迎える前に人生を終えていたらこんなに幸せな日々は無かったんだ。 
 
    そんなことを考えながら、真由の質問に答える。 
 
    「少しグリップを変えてみたの。それと回転軸の作り方をもう一度クラシックに戻したの。私の力だと、そもそも飛距離自体はたいしたこと無いからね」 
 
    ……自己紹介が遅れた。 
 
    私は塔家千歳。尊義高校女子学部の三年生。去年から入った陸上部の副部長で、今大会の女子槍投げにエントリーしている。 
 
    今にして思えば、誰も信用してくれないだろう奇想天外な一日は結局、不思議な偶然と馬鹿でお人好しで優しい……。姉さんに似ていた死神のおかげで死に損ねた。 
 
    それから私は、死ぬために生きることをやめて、生きたいと願える生き方を選ぶことにした。 
 
    親友だったトモに加えて、命の恩人でもある水城真由のいる陸上部へは、最初あくまで友人二人との時間を共有したかったためだったのだが……。 
 
      
 
    「……先生。私、多分この投げ方分かります」 
 
    そう言って特別運動神経のすごくない私が選んだのは、体力以外の分野、これで言うところの綺麗なスパイラル回転を、いかに付けて槍を遠くへ飛ばすかという技術と理論を用いて対抗出来る槍投げだった。 
 
    陸上部のハードなトレーニングに体が慣れ始めた頃には私の槍は、未熟な技術を体力でカバーする選手が多い県内でもトップクラスに飛ぶようになっていた。 
 
    それでもさすがは関東大会。予選を通るのがやっとだった。ここは全国区の二人とは違う。 
 
    所詮、凡人の浅知恵なのだ。 
 
    「また変えるの～？　前変えたばっかりじゃん」 
 
    押さえつけられていたはずのトモも再び私の背中に張り付いてくる。 
 
    トモが言うとおり、私は大会のたびに試行錯誤して、フォームやグリップ、槍の重さ、長さを規定内で微調整している。 
 
    全ては、トモや真由と一緒に過ごす時間のため。 
 
    あの発作はなくなった。むしろ、そんなことをしている時間がない。 
 
    がつがつと美味しいと感じるご飯を食べ、朝の読書を練習に変え、私は大きく成長した。 
 
    少なくとも今は、生きることに飽きるほど暇じゃない。 
 
      
 
      
 
    そうそう。こんなこともあった。 
 
      
 
    「あの、お父さん？」 
 
    「ん？　どうした千歳？」 
 
    とある日の事、私は朝の不毛な日常の中に、ちょっとした勇気を入れてみた。 
 
    「今度、休み合わせられないかな……？　ちょっと行きたいところがあるの。……み、みんなでっ！」 
 
    その発言は、父親のコーヒーを噴き出させ、母親の作っていた目玉焼きを焦がすのには、十分なインパクトだったらしい。 
 
    「そ、そうだなっ！　お、お母さんっ！　よ、予定表……っ！」 
 
    「え、ええっ！　すぐに合わせましょうっ！　そうよっ、たまにはいいじゃない！」 
 
    二人の慌てぶりに、私は真っ赤になっていた。まるで子供みたいじゃないか……。 
 
    でも、私は二人の子供で、行きたいところは……。姉の大好きだった水族館。 
 
    「よしっ！　これなら行けるな！　千歳っ！　絶対休むから、一緒に行こうなっ！……ありがとう。千歳」 
 
    「……うんっ！　お父さんも、お母さんもありがとう」 
 
    しばらくして、涙が出てきて、お父さんもお母さんも、少し、うれし泣きをしていた。 
 
    見に行った水族館。特に感動も興奮もないまま、姉の世界を見ていた。 
 
    これに感動して、興奮して、喜んでいた姉を思い出していた。 
 
    私は私でしかないし、あなたはあなたでしかなかった。 
 
    でも、だからこそ、あなたを想うことが出来る。想像することが出来る。 
 
    こうして私と隣にいる両親のそばにあなたがいたらきっと、笑ってくれていると、想うことが出来る。 
 
    「姉さんにお土産買ってくるっ！」 
 
    そう言って走って、買ってきた、あの頃は売っていなかった、イソギンチャクのぬいぐるみ。姉さんのベッドで一緒に遊んでみよう。 
 
    あの頃のように。今この時のように……。 
 
      
 
      
 
      
 
    「いいのよ。やっぱり前のほうがしっくり来るの。トモはしっかり休んでなさいよ。午後、バテるわよ」 
 
    「へ～い。……頑張れよチセっ！」 
 
    「うん！　全国まで一緒にね！」 
 
    トモは相変わらず素敵な笑顔をくれる。あの呼び名も変わらない。 
 
    私も最近はなかなかいい笑顔をするようになったようで。 
 
    「はあぁ～……友恵先輩と塔家先輩のスマイルタイムよ！」 
 
    「癒されるわぁ…。塔家先輩は素敵……」 
 
    「……だから、場所を選びなさいよ」 
 
    呆れ返る真由以外はみんなこっちを見ているようだが、もう慣れた。 
 
    私も褒められている所を見ると、やっぱり私は、ちゃんと笑えているのだろう。 
 
    おかげで、女子高特有の女子から女子へと紡がれるラブレターももらったことがある。 
 
    ……三回ほど。 
 
    ……オホンッ。 
 
      
 
      
 
    とにかく、私は笑えている。 
 
    ……もしいつか、二人一緒に天国、のような場所に住んでいるなら、一緒に見ていてほしい。 
 
    私はちゃんと笑えている。関東大会の出場を決めたときなんかはちゃんと泣いている。 
 
    私は、ちゃんと生きている。 
 
    「……それで？　勝算はあるの？」 
 
    「チセなら当然でしょ～？　今まで前回大会の記録より低い成績で終わったことないし。発展途上でここまできたんだもんね～！」 
 
    親友の二人もいてくれる。ほかに友人も増えた。家族も今日なんて応援に来てくれている。 
 
    姉さん、……チセ。 
 
    私は今、幸せだよ。 
 
    笑って泣けるくらい幸せだよ。 
 
      
 
    「……ちゃんとあるよ。勝算は。だって……」 
 
    私は二人に、出来る限り元気な笑顔で言った。 
 
    「生きるのって楽しいもの」 
 
      
 
      
 
    「はぁ～！　勝った勝った！」 
 
    「ええ、無事みんなして、全国大会ね！」 
 
    「私はかろうじて。だけれどね」 
 
      
 
    こうして三人で帰るのも、すっかり当たり前。 
 
    　時々競争したり、はしゃいだり。そんな毎日が、今ここにある。 
 
      
 
    「…………」 
 
      
 
    「どうしたの？　千歳？」 
 
    「え？　あ、いいえ……」 
 
      
 
    　思えば、この道を初めて三人で通った時は、もう一人、いたんだった。 
 
    「チセ」。そう。あの子がいた。 
 
      
 
    「ごめん。今日はちょっと寄り道していく。それじゃ！」 
 
    「あっ！　わかった～！」 
 
    「またね、千歳！」 
 
      
 
    　二人を置いて走り出す。 
 
    　家を目前にして、学校への道を、また走る。 
 
      
 
    「はぁ！　はぁ、はぁ……」 
 
      
 
    思えば、すっかり心肺機能も発達したな……。 
 
    　あんな呪いなんて、吹き飛ばせるほどに。 
 
      
 
    「……はい。これ」 
 
      
 
    　そんな私の手には、サンドウィッチがあった。 
 
    　それを取り出した袋の中には、姉の好きだった炭酸ジュース。 
 
    「変な気分ね。お墓でもないこんなところで、お墓参りなんて」 
 
    　二人分の好物を、あの時叩き、叩かれた所で、二人を想う。 
 
    　私はそこに座り込み、天を見上げる。 
 
    　きっと……。きっと届くと、そう願って。 
 
      
 
    「……？　あっ……！」 
 
      
 
    　一瞬だけ、その二つの物体が、光った。 
 
    　そう、それは……あの時チセがサンドウィッチに触った時と同じ……。 
 
    「……ゆっくり食べなさいよ？　チセ。姉さん？」 
 
    　少しすると、その発光は終わり、またただの、しなびて、炭酸の抜けた甘い飲み物に変わっていったようだ。 
 
    「まったく……まだ、死にたくないわよ、私」 
 
    でも、逢えた。またどこかで、逢える。 
 
    　これからも、いつかも。今だって。 
 
      
 
      
 
      
 
    ――私のお話しはここまでだ。まだ死ぬつもりはない。 
 
      
 
    私は塔家千歳。愛称は「チセ」。 
 
    そして私の終わりには、もう一人の「チセ」がいる。 
 
    チセは私の姉さんと交わした、ただの口約束を懸命に守ってくれた。 
 
    今度は、私が懸命に守ろう。 
 
    それまで生きていよう。笑っていよう。 
 
      
 
      
 
    あなたが迎えに来るまで、……私は死なない。
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